
/ 

.7宮尾，vぺj--

守ピ ，..，- -

熊
本
県
文
化
財
調
査
報
告

./ 

-
' 

熊
本
県
教
育
委
員
会

(文化七年作成の奥野村絵図下地)

与二



序 文

熊本県教育委員会では、 主要地方道「錦ー湯前線」の改良工事に

伴い、 昭和61年度に、 路線に係る埋蔵文化財の発掘調査を実施しま

した。

本報告書はこれに基づくもので、 球磨郡多良木町の奥野城跡に関

するものであります。

奥野城跡は、 県内に存在する約450の中世城の一つでありますが、

調査結果から16世紀半ば頃に存在した城跡であることがわかりまし

た。

本書が、 埋蔵文化財に対する認識と理解、 さらに学術、 研究上の

一助になれば幸いです。

発掘調査の実施にあたりましては、 県土木部の御協力をはじめと

して、 調査指導の先生、 地元の方々からの御協力を賜りました。 こ

こに心からお礼を申し上げます。

昭和62年10月31日

熊本県教育長田 向鳥 宣ロ



例 言

1 . 本舎は、 主要地方道「錦一湯前線」 の改良工事に伴い、事前に
実施した埋蔵文化財の調査報告である。

2. 発掘調査を実施した遺跡は、熊本県球磨郡多良木町大字奥野字
城山に所在する中世城跡「奥野城跡」で、 熊本県土木部から予算
の令違を受けて、熊本県教育庁文化課が発掘調査を行った。

3. 当遺跡、の発掘調査は、昭和61年度に実施したもので、出土資料
は、熊本県教育庁文化諜で保管している。

4回 現地調査は、大田幸博・菖務和弘・松舟博満・永田 j摘がその
任にあたった。
5 . 遺物の実測は、主として大田がこれにあたったが、砥石を松舟が
担当し、一部を六回育子が行った。 遺構及び造物の製図は、六回・
石工みゆき・溝口真由美が行った。
6. 本書の執筆は、 主として大田がこれにあたったが、第W章(9 ) 
と第V章第2節・第 3節は、松舟と永田の原稿を大国が加筆・補
正したものである。 「文書・史料から見た奥野 村 」と「奥野城跡」
史料篇 は菖蒲が担当し、隈 昭志と大田が補正した。 さらに、隈ー
が第羽章2を担当した。なお、文献史料については、 村上豊喜文
化財保護主事の助言を得た。

7. 発掘調査過程の写真撮影は、大田と菖蒲が行った。 整理後の出
土遺物写真撮影は、吉田昭ーが行った。

8. 奥野城跡周辺の関連調査は、大田・菖滞・永田が行った。
9 文化七年作成の『奥野村絵図下地』は笹淵 格氏所蔵のもので、
複製に際しては、同氏の御理解をいただき、許可を得た。

10. 本書に掲載した航空写真はいずれも熊本県球磨事務所耕地課の

提供によるもので、 同課防災係の永椎浩二氏の協力を得た。

11. 本書に掲載した中世城跡、の略測図と模式図の作図に際しては、

大田哲義氏(元熊本市図画工作美術研究会員)の協力を得た。

12. I題字は、「奥野城跡」 専門調査委員の田辺哲夫氏による。
13. 出土遺物の整理は、仮設の熊本県教育庁文化課人吉調査事務所
で行った。

14. 本書の編集は、熊本県教育庁文化課で行い、限の指導のもとに
大田が担当した。
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第I章 調査の概要

第1節 調査の組織

調 査 主体 熊本県教育委員会
調 査 責任 者 丸木保賢 (文 化 課長)
調 査 総 括 隈 昭志 (課長 補 佐)
調査 ・ 報告書 大田幸博 (文 化 財保護主事、 調査 ・ 報告書) 菖蒲和弘 (嘱託、 調査 ・ 報告書)
担 当

松 舟博満・ 永田 満 (臨時職 員、 調査 ・ 報告書) 吉田昭一 ( 嘱託、 報告書 )

六回育子 (嘱託、 報告書) 石工み ゆ き ・ 溝 口 真 由 美 (臨時職 員、 報告書)

桑原 憲彰 (参事、 現地踏査) 村上豊喜 (文 化 財保護主事、 現地踏査)

専 門 調 査 員 石井 進 (東京大学 教授) 工藤敬一 (熊本大学 教授)
大三輪龍 彦 (鶴見女子 大学 教授) 田辺哲夫 ( 日 本考古学協会 員)
阿蘇 品保夫 (熊本県立 美術 館主幹) 服部 英 雄 (文 化庁調査官)

協 力 者 佐無 田正 熊 (奥野区長) 星原 春喜 (多良木町老人 憩の家 管理人)

川辺富夫 (久米 区長 ) 木 場喜 六 (多 良木町久米財産 区 管理人)

志水周 次、 那須吉 人 (多良木町役場耕地課) 多良木町教育委員会
多良木町役場会 計 課 岡原村教育委員会 岡原村役場経済 課
湯前町教育委員会 永椎浩 二 (熊本県球磨事務所耕地課 )
森田洋介 (森田林業代表) 高 場一郎 (求麻地方史研究会) 松下 真

調 査事 務局 林 田 敏嗣 (課長 補 佐) 柴田和馬 (主幹 経理 係長 ・ 昭和61 年度)

松 崎 厚 生 (主幹 経理 係長 ・ 昭和62年度) 森 貴史 (参事 ・ 昭和61 年度)

谷 喜 美子 (主任主事) 上村祐司 (主事 ・ 昭和62年度)
県土木部 (道 路建設課) 納 宏 (首席 土木 審議員・ 課長)

人 吉土木事務所

増見豊 彦 (県道 係長 ・ 昭和61年度) 今坂堅二 (県道 係長 ・ 昭和62年度)
浦川幸広 (主任技師 ・ 昭和61年度) 古賀充信 (主任技師 ・ 昭和62年 度)
嶋田早多夫 (所長 ・ 昭和61年度) 才 田 三夫 (所長 ・ 昭和62年度)
松 永信 也 (主 幹 工務課長 ) 山 田 隆 (工務第一 係長)

緒 方和則 (主任技師 ・ 発掘調査の事務担当 )



発掘作業員

測量・実測補助員
樹根撤去作業員
遺物整理員

蓑毛喜久枝 井上 さ ち子 黒川靖美 古賀チドリ 園田 史 香 吉鶴信子

川辺茂子 川辺良江 星原清 香 桑原 ヨ シ カ
迫 田洋子 尾方信子
小田則光 小田 ミ サエ 小田辰喜

笠間 い つ子 村 山清子

第2節 調査に至る経緯

昭和 58年 10月 8 日 、 熊本県教育庁文 化 課は 、 発 掘調査中 で あ っ た 九州縦貫 自 動車道 ( 八 代~
人吉区 間) 建設に 伴う 埋蔵文 化 財調査の専門調査 委員と し て 、 石井進 ・ 東京大学教授と 服部 英

注1

雄 ・ 文 化庁調査官を招聴し 、 中 世 城跡、であ る高城跡、 (球 磨郡 山江村 山田 ) の現地指導を受 け た 。
その際、 両氏か ら 関連調査と し て 、 奥野 の中 世 城跡 と 周辺の集落 を踏査し た い と の希望があ り、
文 化 課で現地 に 案 内 し た が、 踏査中 、 中世城跡 と さ れ る 城 山の地内 に 道 路建設用 の幅 杭が打 た
れて い る こ と に気付き 、 地元 に尋 ねる と 、 主要地方道 「錦一湯前線」 の改良工事 に 伴う も ので
あ る 事が判 明 し た 。

翌9 日 、 県文 化 課 を通じ、 県土本部 に 問い合わせた と こ ろ 、 現在 の県道 は幸野溝 ( 農業用 水
路) 沿い で あ る た め 、 カ ーブが多 く 、 狭い道幅 を拡張す る こ と も 容易で な い と こ ろ か ら 、 奥野
注2

地 内東側 の山付き に バイパス 道 を設け る 計 画があ り、 奥野 の城山も こ のルートに含 まれ る と の

回 答があ っ た 。 そ こ で、 当 該地 は 周知 の埋蔵文 化 財 包蔵地で あ り、 計 画通りに 道 路工事 に 着手
す る 場合 に は 、 工事前 に発 掘調査が必要 な 事 を伝え 、 再度、 設計変 更 に つ い て 要請し た 。 重 ね
て土木部 よ り、 既に 買収が進行 中 で ルートも 工法上変更がで き な い ので発 掘調査をお願い す る
こ と に な る が、 実際 の道 路工事は 2 - 3 年後で、 調査も 60年度以降に な る だ ろ う と の連絡を受

け た 。
61 年 4 月 、 土木部か ら 発 掘調査のた め の予算書作成 の依頼があ り、 文 化 課で は 再度現地 に お

も む き 、 地 域の線引 き をし た 上で発 掘調査箇 所 を選定し 、 予算書 を作成 提出 し た 。
61 年10月 、 土木部か ら 予算の令達 を受け、 10月 2 7日 か ら 翌62年 1 月 22 日 まで の調査を実施し

た 。
注 1 ①『大丸・藤ノ迫遺跡』熊本県文化財調査報告 第80集 1980 

②『狸谷遺跡』熊本県文化 財調査報告 第90集 1987 
注 2 球磨川左岸をi関ず灘概用水路 宝永二年(1705)完成『多良木町史』
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第3節 調査の工程

10月27日 「奥野城跡」 周辺の地権者 と の境界立 ち合い。
10月28日 防災工事用 の資材・ 重 機搬入。 路線外 に 水田 があ る た め 、 特 に 防災に は気をつ

か う 。
10月30 日 調査区 の下草 伐採開 始。 一応立木は 伐採 し で あ る も のの、 枯れ枝が捨て ら れ、

下草が一 面 に 繁茂 し て お り、 作業は 困難 を極め た 。 地形測量 のトラパース を組む。
1 1月 4 日 防災工事 着手、 重 機を使 っ て土留め の杭と 柵を打つ 。

11月 5 日
11月15日

11月25日
12月 1 日

12月 6 日
1 2月8日
1 2月15日
12月16日
12月21日
12月2 2 日
1月 7 日
1月8 日
1 月14日
1月17日
1月20日
1月22 日

3月17日

調査区 内 の樹根撤去作業開 始。 チルホールで 直径50 cm程 の檎 の樹根を撤去。
発 掘前 の調査区 の測量開始、 200分 のl の縮尺で平板測量 を行 う 。 10 日 まで。
区画I - IIの表土 剥 ぎ作業 開始。 樹根 の撤去作業 を続行。 22 日 まで 。
区 画I - IIのE 層 掘り下 げ。 下層 のローム 層土 に多 数の柱穴あ り。 29 日 まで。
調査現 場に 、 今.冬初 め て の霜柱が立つ。 朝 は 冷 え 込 む 。
区 画mのE 層 掘り下 げ開始。
区 画Eよ り集石を検出。 遺物 も か な り出土す る 。
遺物 の出土状 況写真撮影。 ・水晶 ・ 鉄砲玉・ 集石に含 まれ る 播鉢な ど。
区 画I - IIの遺構検出。 清 掃を行い 、 多 く の柱穴を検出。
区 画E の建物跡検出。 柱穴は千鳥 に 並ぶ事が判 明。
区 画Eの道 路遺構検出 、 合わせて登城 口も 検出。
写真撮影のた め の清 掃作業。 ローリ ングタワーを組む。
遺構実測 のた め の遣形設置。
区 画II- mの北 斜面 掘り下 げ。
区 画I の路線外部分 の調査開 始。 短期決戦で 仕事 に 追わ れ る 。
区 画I の実測 開 始。 同 時 に実測終了トレンチの埋め 戻し作業 を行 う 。
発 掘終了。 人吉土木事務所 の立 ち合い あ り。
発 掘後 の防災工事 を行 う 。 特 に小 山状 に な っ た北側 斜面 の排土 を、 ーヶ 所 に ま

と め て重 機に よ り転圧す る 。
道 路公団現場 の視察 に来球 さ れた 専 門調査員 ( 石井 進 ・ 服部 英 雄 ・ 工藤敬一

田辺哲夫 ・ 大三輪龍彦 ・ 阿蘇 品保夫) に よ る 調査区 の視察。
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第E章 遺跡の概要

第1節 奥野城跡の域名について

今回、 発掘調査を行っ た多良木町大字奥野字城山の地は、 調査結果や地名 ・ 伝承か ら して 、
中世城跡と して疑いないも のであるが、 中世文書に適切な城名の記載が見当た ら ない。
奥野城山に関する史料と しては、 明治八年 (1875) の 『求蘇蔀持古城金歯』 に城山が奥野村

注3
古城と 明記されている ほか、 文化七年 (181 1 ) の 喚射捻歯予屯』 に描かれた奥野村の山に

注4

「城山」 と の註記がある 。 一方で、 文明十一年 (1側の敵猷鵡久繍賜紬齢差
(以下、 田畠 目 録 と略す) に 「ふゑ木の城」 と あ り 、 『麻蔀桝土私尋』 に も 「巣 轟 笛 未 域 捗

注6

見出 」 と 言 う 記述がある所か ら 、 中世 ・ 奥野村にふゑ (笛) 木城の存在が考え ら れる 。 必然的
に城山 と ふ ゑ (笛) 木城は、 同ーの城跡ではないか と言 う 見方が出て く る 。 しか し 、 奥野の山
には 、 城山の隣接地に 「不易 (ふえ き ) J と 言 う 字名を残す別の山があ り 、 今回の関連調査で、
残存遺構の状態から典型的な城跡である事を確認した。 地元に城跡地 と しての伝承はないも の
の、 古老の一部が、 こ の山 を無意識に 「ひ ら じろ 」 と称 しているのは 、 一つの裏付け資料と な
ろ う 。 岡山は 『奥野村絵図下地』 に 「平城」 と記された 2 ヶ所の内、 西側の山に該当する 。 さ
ら に 、 『麻郡神社私考』 に 「笛木城妙見山」 という 記載がある事から 、 笛木城=妙見山 と も受け
取れ、 妙見山の考察が必要と な っ て く る 。 本来の妙見山は、 城山背後の山陵、標高417rnの高所
にあ り 、 中世には山頂に妙見が杷られていた と伝え ら れ、 今日 、 「妙見野」 という 地名が残っ て
いるが、 踏査結果では自然地形の山で城跡と は認め難い。 と こ ろで、 現在の妙見社は字城山の
南端部の山にあ り 、 こ こ も語路合わせ的に妙見と称せられる と こ ろか ら 、 踏査を実施 したが、
城跡でないこ と は明 ら かである 。 こ の結果、笛木城と妙見山は切 り 離 して考えて も よい と思わ
れる 。
こ の外、 奥野村の城跡に関 して 、 絵図下地に描かれた、 他方の東側の 「平城」 の山 も 、 今回

の現地踏査で城跡である こ と が判明 している 。従って、 中世の奥野村には城山 と不易 と平城の
三ヶ所の山に中世城跡が存在する こ と にな り 、 三城跡の関連が問題と なろ う 。
こ こでは 、 城山に限っ て調査区お よ び報告書名を考え る上で、 奥野に所在する 中世城跡と の

意から 「奥野城跡」 という 遺跡名に した。従って、 奥野城跡の城名は歴史的な意味を有する も
のではない。
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第2節 奥野城跡の現況について

奥野城跡は、 球磨郡多良木町大字奥野字城山に残る 中世城跡である 。 奥野地区については 、
前述の田畠 目録に村全体の様子が記されてお り 、 さら に後世の も のではあるが、 こ れを具象化
する よ う なr奥野村絵図下地」が存在 している 。 この史料から 、 中世の奥野村の復元が可能で、
文献史学の上で極めて重要視されている所である 。
城跡については 、 今日 、 球磨盆地で奥野の東壁を形成する 山陵末端部の低山に「城山 ( じよ
う や ま ) J と い う 字名を残す所があ り 、 地元では、 こ の箇所を城跡と伝えている 。
城域は県土木部の防災無線基地のある 山頂一帯を軸と して 、 西方向の奥野地区へ、 三股に分
かれて下る支脈の尾根筋一帯とされる 。 しか し 、 城跡の縄張 り については 、 第一 5 図-2 に見る
よ う に 、 城山が昭和 45年に牧草地 と して開墾されている ために 、 現地形を も っ て推論する事は
できない。 熊本県教育委員会が昭和 50年に実施 した中世城跡の悉皆調査に よ る と 、 開墾前は、
前述の三股の尾根筋に合計 6条の堀切が刻 ま れていた と の報告がなされている 。

注7

現在、 三股の尾根の内、 北側部分は 「多良木町 老人憩いの家」 の敷地と な り 、 中央部 と南
側部分の尾根は槍の植林地である 。 城跡の遺構は、 山頂部分の北側鞍部に残る堀切の一部と 、
今回調査の対象と な っ た中央箇所の山に四段から なる削平地 と堀切な どが残っ ている 。 南側尾
根については、 開墾の影響 も あ っ てか人工的な削平地な どは確認で き ない。
城山の地形を見る限 り 、 奥野城跡は発掘箇所の低山を 中心に して 、 南北両端に外郭と な る両

袖の尾根を もち、 背後の山の頂 き に と詰めの城主を有する居館的な 中世城跡であっ ただろ う と
思われる 。

第3節 遺跡の位置

奥野城跡は熊本県球磨郡多良木町大字奥野字城山に位置 し 、 国土地理院発行 2 万 5 千分の l
の地形図『免田』に位置を求むれば、 図幅北から6.95cm、 東か ら 15 .8cmの所にあ り 、 調査区の
最高所は標高212.4m を測る 。
遺跡の所在する多良木町は、 球磨盆地の東寄 り にあ り 、 北西方向から南東方向にかけて細長

い行政域を もち、 範囲は全長28 kmに及ぶ。 山林資源に恵ま れ、 山林面積は町面積の78 %を占め
る 。 北 よ り 黒肥地 ・ 多良木 ・ 久米 ・ 奥野 ・ 槻木の 5 地区があ り 、 黒肥地 と多良木の大字界を球
磨川が流れている 。 久米と槻木の大字界には、 白髪岳山系の分水嶺があ り 、 久米 ・ 奥野 ・ 多良
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木は 「百太郎溝」 に よ っ て区画さ れている。
注S

久米古城集落 と奥野集落の山麓には盆地縁に屋根筋が重な り 合った様に並列するケルンバッ
注9

ト があ り 、 山地 と 平地の傾斜変換線は、標高200mの等高線と ほぼ一致する 。 盆地内部の平坦地
には 、 久米扇状地や宮原扇状地が形成され、 扇頂部を横切る よ う に 「幸野溝」 が開撃さ れてい
る 。 久米 と奥野の集落は、 幸野溝沿いに塊状になって点在する 。 主要地方道 「錦一湯前線」 は
幸野溝と並行し 、 奥野城跡は、 奥野地区のやや東寄 り のケルンバッ ト の末端部にある 。
注 3-6 同省中の「奥野城跡」史料篇を参照
注 7 r熊本県の中世城跡』熊本県文化財調査報告 第30集
注 8 球磨川左岸を潤す濯瓶用水路 寛保三年(1743)に第5期工事完成 『多良木町史』
注 9 村田公三郎編 r球磨地方の自然と生活』 熊本県立球磨商業高校(1972)

熊本県
球 麿 郡

1 五木村
2 球 磨村
3 山江村
4 相良村
5 深田村
6 免田 町
7 錦 町
8 須恵村
9 岡原村
10 上 村
11 水上村
12 湯前町
13 多良木町

第 1 図 奥野城跡位置図

第4節 調査区及び周辺の地形

城山の山頂か ら 、 なだ らかに下る 中央部分の尾根筋は、 発掘調査区の東端で、 堀切を挟んで
地形が一変 し 、 それまでの削平地の無いなだらかな地形 (昭和 45年の開墾の際、 押 し馴ら して

- 6 -



いる可能性がある ) か ら 人工的様相の加わった地形と な る 。
堀切の位置は、 中央尾根の東側鞍部にあた り 、 これよ り 西側へ延びる舌状形の低山尾根を 、
中央尾根から切 り 離す役割を果た している。 地元の古老が 「堀切」 と 称する部分である 。 堀切
の走行はN 240 Eで、 現存の長さ15m、 上幅 4 m、 深さ1.4m を測 り 、特に南端部は竪堀と な っ
て尾根筋の南斜面を断ち切っている 。 こ の堀切に付随する土塁は堀切の西側に残っ ているが、
今日 、 わずかの微高地にすぎない。
堀切で仕切ら れた尾根の背面は、 大 き く 4 区画に削平されてお り 、 削平地に限って、 東西主
軸の長さ70m 、 最大南北幅27m を測る も のであった。 区画の中では、 東側上段か ら 2 区 目 が最
も広い面積を有してお り 、 区画の中軸をなす も の と 考え ら れる 。 区画Eは、 麓集落か らの比高

が+14m足 らずであ り 、 極めて低山に築かれた城跡である事がわかる 。
さら に 、 末端尾根の西端と北側縁の段落ち部分には、 帯曲輪状の削平地が見 られた。
尾根の裾部については、 迫田状の水田が、 山続 き の東側を除 く 三方か ら取 り 囲んでお り 、 泥
田堀の形状を呈している 。
なお 、 路線外の西側に 、 西南の役の も の と思われる聖壕跡が残っている 。

スクリーントーンは末端尾根を表わす。 一勺F 詰めの城(城山地内の最高所)

(現存堀切の北側に県土木部の防災無線基地あり)

第2 図 字城山地籍図
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第3図 発掘前の奥野城跡 と 周辺地形図
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0 500 1000m 

第 4 図 奥野・久米・宮原地区の字図 と 地形図

(注)地形図と字国を重ねたもので行政境界等に若干の誤差を生じている。



1 . 操土木部の防災無線基地

2-7. 堀切

(2 ・6は現存・他は消滅)
第5ベD図 奥野城跡 と 堀切

第5ベ�図 奥野城跡航空写真 {昭和45年揖影)

(注)三股の尾根の白い部分は当時、 開墾されていた事を示す。

g， 鹿
野。
HH ，
宮
A叫，'， Fち.

l包匂
1 、句，

第5ベID図 奥野村古城絵図
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第E章 調査の成果

第1節 調査の概要

城山の尾根筋は道路建設地内で、 東よ り 西へ段階状に下 り 、 大 き く 三段階に分かれている 。

道路建設を原因 とする発掘調査面積は約650 ばである 。
と こ ろで、 調査区最上段の区画Iは、 南西隅の約40 rrlだけが調査の対象で、 他は路線外であ

っ た。 しか し 、 区画Iは東端に城域を考え る上で最 も重要な堀切があ り 、 こ れに付随する土塁
も わずかながら残っ ていたため 、 総合的な見地か ら区画Iにおける調査区の拡大が望ま れた。
路線内の調査の結果、 区画Iの地表土は、 わずかである事が判明 し 、 調査面積を拡大 しでも調
査期間に 、 さほど影響ない と判断した。 そ こで、 久米財産区の管理者に許可を得て、 調査面積
を80 rrl程追加 した。 堀切については二ケ所に計35 rrlの ト レンチを設定 し た。従っ て 、 最終的な
調査面積は約765 m と な っ た。
調査区は 、 東か ら西へ 5 m桝でA-Iと し 、 南か ら北へ同様に 1 - 8 と分けた。 (第 7 図)

検出 した遺構は 、 堀切、 土塁の土留め柵跡、 掘立柱建物跡、 敷地拡大の為の造成工事跡、 登城
口 、 登城道、 集石であ り 、 他に柱穴が多数ある。

遺物は 、 土師器の小皿 ・杯、 青磁の碗 ・小皿、 白磁の小皿、 陶器の碗、 土師質の播鉢、 土製
の羽釜、 鉄器、 小柄、 鉄砲玉、 石製の深鉢、 砥石、 磁臼、 煙管な どがあ り 、 その他、 遺物包含
層はない も のの 、 縄文時代の土器や磨石、 石皿が出土 した。
区画Iは調査区の最上段にあ り 、 東端に堀切と土塁が築かれていた も の と 思われる 。 検出さ

れた柱穴はいずれも小型で、 土塁の土留め杭跡と思われる。
区画Eは調査区の中段で、 奥野城跡の中軸をなす区画と思われる 。 掘立柱建物跡 2棟、 敷地

拡大の為の造成工事跡、 区画西端の段落ち箇所から登城口が 2 ヶ所検出された。 さら に 、 北側
斜面から は集石が検出された。
区画皿は調査区の下段で、 区画Eの建物に向かう 登城道が検出された。 尾根の南北両側裾野
から の も ので、 登城口を通じ区画Eと繋がっ ていた。

1 1 -



第2節 調査区の基本層位

I層=表 土
E層灰 褐 色 土(近世)
E層褐 灰 色 土(中世)

N層 黒 色 土

V層ア カ ホ ヤ(縄文)

VI層 褐 色 土

VJI層 ロ ー ム 土

第 6 図 調査区の基本層位(模式図)

(1)調査区の丘陵背面は 、 ほ と ん ど堆積土がな く 、
表土 とE層土を剥ぐと地山のローム層土が露呈し
た。 ただ、 丘陵斜面部や調査区の西側付近に限っ
て、 部分的に自然堆積土の重な り が見 ら れた。 こ
れを元に、 模式的な基本層位を作成 した。
I層:表土。樹根や落葉樹皮の腐敗土層で、 完

全に土壌化 していない土層である 。
E層:灰褐色土。 近世陶器の細片を含む土層で

近世土層である 。
E層:褐灰色土。 中世遺物の包含層である 。

U層:黒色土。 区画Eの北側斜面部に造成工事に よ る張 り 出 し箇所のある事が判明 したが、
客土は黒色土層の上面から積まれていた。 黒色土の上位か ら は、 土師質土器の細片が
出土 した 。

V層:アカホヤ。従来は、 縄文後期の土層である 。 調査区から は、 E層土 よ り 縄文土器が出
土 している 。

U層:褐色土。縄文早期の土層である 。
羽層:ローム層土。 調査区から検出された遺構は、 ほ と ん どローム層土で確認された。

(2)調査結果か ら して 、 W層土の黒色土は調査区上面の中央部には無 く 、 斜面部寄 り に限 ら れ
た も の と 思われる 。 検出 さ れた 2 棟の掘立柱建物の柱穴埋土はいずれもE層土であ っ た。
(3)出土遺物は、 ほ と ん どE層土か らの も ので、 皿層土は後世かな り の撹乱を受けている事が
明 らかである 。 調査区は今日 、 植林地であったが、 近世において、 畑地等に開墾さ れた可能性

カfあ る 。

- 1 2 一
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第7図 調査区全体遺構図
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(注) 1 . 図中の番号は、 報告書に記載 した遺物実測図の番号と 一致する 。
2 . スクリーン トーンは登城道を表す。
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第 8 -①図 調査区の東西土層断面図(01)
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断面 07(第7図)
①灰黒土(表土)
②灰黒土~褐灰色土
③褐灰色土~肌色ローム土
④灰褐色土
⑤肌色ローム土~褐色土
⑥肌色ローム土~褐色土~アカホヤ
⑦撹乱

ー一 、，ー =-.Q.にミ三Lぺ ⑪ 『

⑧褐灰色土(白味を帯びる)
⑨アカホヤ>褐灰色土
⑩アカホヤ(二次堆積)
⑪褐灰色土>アカホヤ
⑫アカホヤ>褐灰色土
⑬アカホヤ(自然堆積)
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第 8 ーィ②図 調査区の西緑土層断面図(07)
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断面 01(第7図)
①表土
②灰褐色土

。

L=212. 000m 

L=206. 000m 
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第9 図 奥野城跡調査区 と 局辺地形及び道路建設予定地図
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第3節 区画Iの調査結果

(1) 区画I
F-H-I- 5 に係る 区画で、 南北19m、 東西5.5m-8.5m を測 り 、 東か ら西への緩傾斜地

である 。 東西両端ではO.5mの比高がある 。
46個の柱穴が検出されたが、 いずれも小型で直径lOcm-30cm、 深さ20cm前後の大きさであっ
た。 柱穴は区画Iの西縁にローム層を掘 り 込んであ り 、 検出状況から杭跡の類であろ う と 思わ
れる 。 区画Iの東縁の土塁をコの字型に復元すれば、 土留め杭跡の可能性がある 。
(2) 土星
区画Iの東側G-2 ・ 3 ・ 4 に堀切に付随する土塁が残っ ている 。 但 し 、 崩壊が激し く 、 コ

ンタのラインで確認し得る残存土塁の規模は長さ11.6m 、 幅は北端で1.5m 、南端で O.9 m を測
る程度であっ た。 土塁と しての確たる盛 り 上が り はな く 、 区画Iが尾根筋に向かつて、 漸次、
西方向から東方向へ高さを増す傾斜地形であっ た。
堀切の項で述べる様に、 復元土塁の基底幅は3.8m と推測され、高さは残存基底部の勾配から
復元する に、 おお よ そ 2 m程度の も の と考え られる 。 区画Iか ら検出された小型の柱穴の配列
状態から 、 土塁は区画Iの縁をコの字型に巡っ ていた可能性がある 。

(3) 堀切

埋土と その規模について、 現存堀切の南北両側にトレンチ調査のためのT1 ・T2を設けた。
T1の位置は、 H . 4 で、 T2はH- 2 ・ 3 であ っ た。 その結果、 堀切はT1の南北両壁セク
ション図か ら明 らかな よ う に 、 堀切その も のの埋土は非常に少ないこ とがわかっ た。 表土を除
いた埋土の厚さは、 T1南壁で26cm、 北壁で66cmにすぎなかっ た。 ただ、 こ れを も っ て、 堀切
の規模を推 し測るのは不適当である 。 実際の と こ ろ 、 堀切の東壁は傾斜角度42。 の急斜面であ
る 。 一方、 堀切の西壁は、 傾斜角度21・ にすぎないが、 こ れは 、 堀切の西壁をなす土塁が削平
された結果で、 土塁の基底部からの傾斜角度にすぎない事がわかる 。 土塁の基底部は、 T1の
南壁に描かれてお り 、 ここから堀切の東壁切 り 込み面ま での水平距離は約7 mで、 こ れが当時
の堀切の幅を考える上で一応の 目安と なろ う 。 復元土塁の基底部幅は3.8m と推測される 。一方
形状については、 堀底がT1の南端で水平状態を呈 し 、 これよ り 北側へ傾斜している事か ら 、
堀切の北側部分は南側の竪堀と 同様な形状である事が判明 した。 T2の北端に南側竪堀の頂点
がある と こ ろか ら 、 堀切は中央箇所で長さ6.5mの水平状態の堀底を もち、南北両端は 、 竪堀状
に掘 り 下げら れている事が明 らかにな った。
こ の様な形態の堀切は、 山田城跡の大玉谷箇所や城山箇所の堀切の造 り と ま っ た く 同一であ注10

る 。 T1の堀切埋土にW層土 (褐色土) の二次堆積土があ り 、 堀底近 く から土師器の小皿.(51)が
出土 しているo
注10 九州縦貫自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査 198 5・1986
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区画I及び堀切遺構実測図
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⑦ 褐灰色土(二次堆積)

トOCコ
第11ー①図 堀切及び土墨基底部の土層断面図(08)

⑧ 褐灰色土
⑧' 褐灰色土(べたつく)
⑨ 肌色ローム土(二次堆積)-灰褐色土
⑨' 肌 色ロ ー ム土(硬土)
⑩ 近世ピット

⑪ 褐灰色土~肌 色ローム土(少量)
⑫ 褐灰色土~褐色土
⑬ 灰褐色土
⑪ 表 土

、
\ 
、 L=212. 000m 

⑫』一一一
三一一

o 1 2m 

L=21 1 .8 00m 

②' 

③
「一
」
三一

① 灰黒土(フ カ フ カ )
② 灰褐 色土~薄茶 色土
②' 薄茶 色土の混入多し
③ 褐色土(二次堆積)
④ 肌 色ロー ム土(二次堆積)
⑤ 禍 色土(二次堆積・小磯混じり)-アカ ホヤ(少量)

第11ー②図 堀切 土層断面図(09 ) (注)スクリーントーンは現代の客土を表す。



第4節 区画Eの調査結果

(1) 区画E
D -E-I- 7 に係る 区画で、 東端において区画Iと は一1.5 mの比高がある 。 南北28m 、
東西10m- 14m を測 り 、 区画Iと 同様に東か ら西への緩傾斜地である 。 東西両端の比高は1. 5m

を測る 。
柱穴は126個検出され、直径は20cm-66cmで、 ローム層土からの切 り 込みの深さは20cm-58cm
あ り 、 南北両側か ら 2棟の掘立柱建物跡が復元された。
さら に 、 D-6 ・ 7 か ら造成工事跡が検出され、 区画Eの北側D ・ E- 6 は 、 客土に よ る張
り 出 し部分である事が明 らかにな った。
なお 、 区画Eの西端C-3 - 5 か ら は、 登城口が検出された。

(2) 掘立柱建物跡
区画Eから 、 南北に相並ぶ 2棟の掘立柱建物跡が検出された。 2棟聞の距離は2. 1 mで、あ る 。
1 号掘立柱建物跡はD-4 ・ 5 と E-4 ・ 5 にあ り 、 2 号掘立柱建物跡はD- 2 ・ 3 ・ 4 と E
- 3 ・ 4 にあ っ た。 柱穴はE層下のローム層を切 り 込むも ので 2棟と も埋土はE層の褐灰色土
と地山のローム層土の混入土であっ たが、 柱痕跡を残す も のはなかっ た。 柱穴は l 号掘柱建物
跡が 2 号掘柱建物跡よ り も 大 き く 、 直径が30cm-66cmで、 切 り 込み面か ら の深さは24cm-58cm

を測っ た。 他方、 2 号掘立柱建物跡は、 柱穴の直径が22cm-38cmで、 切 り 込み面か ら の深さは
14cm-30cmであ っ た。 柱穴同士の切 り 合いも な く 、 2 棟の柱穴の埋土 も 同一で、あ る所か ら 、 こ
の 2棟の建物跡に時期差はな く 、 同時代に並列 した も の と 思われる 。

1号掘立柱建物跡(8801)
桁行 2間=4. 5m ( 15尺 ) 、 梁行 3間=4. 5m (15尺 ) の正方形の建物である 。 桁行方向はN 20・

Eで柱筋は揃え ら れてお らず千鳥になる 。 柱穴では北側柱穴が大き く 48cm-66cmを測る 。 柱間
寸法は、 桁行で東からO.9m ( 3尺 ) 、 1. 35m (4. 5尺 ) 、 225m (7. 5尺 ) 。 梁行聞は2. 25m (7. 5尺 )
の等間隔である 。 北側柱列から は、 いずれも根固め石が検出された。 これ よ り 柱の直径は20cm
ぐらいと推測される 。 なお 、 P 3 か ら検出された根固め石は、 縄文期の砂岩の石皿 (138) を転
用した も のである .。

2号掘立柱建物跡(8802)
桁行 4間= 6.95m (23尺 ) 、 梁行 3間= 5.45m (18. 2尺 ) の建物であ る 。 南東隅に柱穴がな く

隅欠である 。 桁行方向はN 23・ Eで、 1 号掘柱建物跡と 同様に柱筋は揃え ら れてお らず千烏で
ある 。柱間寸法は 、桁行で北か ら 1 . 65m (5. 5尺)、 1. 65m (5 . 5尺)、 1. 65m (5. 5尺 )、 2. 00m (6. 7尺)。
梁行では西から 1. 65m (5. 5尺 ) 、 1. 65m (5. 5尺 ) 、 2. 15m (7. 2尺 ) である 。 P 4から 、 根固め石
と思われる小礁が検出された。

2 1 
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同u-N

III 

小 結

掘立柱建物跡の柱穴か ら 中世遺物の出土はなかっ たが、 1 号掘立柱建物跡内の第E層土から
青磁片が 3片程出土 している。 柱穴の埋土には、 第皿層の褐灰色土 (中世遺物包蔵層) が混入
してお り 、 柱穴の切 り 込み面は第E層であ った と思われる。 地形か ら して城跡は西向 き であ り 、
低山の削平地に 2棟の掘立柱建物が、 ほほ南北両側に並列 した事にな る 。 建物跡は造 り から し
て 、 l 号掘立柱建物跡が軸を なす も の と考え ら れる 。 建物跡の性格と して 、 奥野城跡の対面所
な どが想定される 。
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(3) 区画E の造成工事
D-6 ・ 7 か ら第15図に見る様に、 造成工事跡が検出 さ れた。 こ の事に よ り 、 C ・D- 6 は、
かつて緩やかな傾斜地で、 現在の地形は造成工事に よ る も の と判明 した。
断面02のセク ション図は、 当時の傾斜地の表土が黒色土である事を伝えている 。 黒色土は18・
の傾斜角度を もち、 上面に褐灰色土や黒色土及びアカホヤの混入土がブロック状に積み上げら
れている こ とがわかる 。 さ ら に 、 こ のブロック土の上面には、 3 枚の版築土層が確認さ れ、 現

認 し得る客土の最大層厚は0.7m を測る 。 さ ら に 、 造成の仕上げと して 、 こ れ ら を自然崩壊から
守る ため、 斜めの版築が行われている事がわかる 。 傾斜角度は31・ で、 ローム層土を主に褐灰
色土や褐色土が張 り 付け ら れている 。 造成工事によ っ て 、 区画Eか ら北側へ拡大 した平坦地の
長さ は約3.5mである 。 こ の造成工事 と 同ーの も のが、 山田城跡の城山箇所よ り 検出 さ れている 。
東側斜面部のテラス状地形の拡張のためで、 黒色土の上面に磯混じ り のローム層土が積ま れて
いた。

① 縄色土~肌色ローム土
② 褐灰色土 (引 き 締 ま っ た ) >肌色ローム土ーーご一 てこ三子二二ーミ
③ 褐灰色土 ( き め の細か い)
④ 褐灰色土 (引 き 締 ま っ た )- アカホヤ (少量)
⑤ 黒色土~灰褐色土~ アカホヤ
⑥ 褐灰色土> アカホヤ

L=208.500 m 

⑦ 禍灰色土>黒色土 第15図 区画E北側斜面の土層断面図(02)

⑧ 褐灰色土 (引 き 締 ま っ た)
⑨ 肌色ローム土> 灰褐色土
⑩ 褐灰色土(フカフカ)
⑪ 褐色土 ( き め の細かい)
⑪' 縞色土 ( や や黒色味を帯びる )
⑫ 肌色ローム土 (小 ブロッ ク 目立つ)
⑬ 栂灰色土>肌色ローム土
⑭ 褐灰色土 (引 き 締 ま っ た)-黒色土
⑮ アカホヤ

⑬ 黒色土>アカホヤ~肌色ローム土
⑪ 黒色土(アカホヤ点々 と 混 じ る )
⑬ アカホヤ~黒色土
⑬' アカホヤ~黒色土~褐色土
⑬" アカホヤ~褐色土

(少量の黒色土を含む)

⑬肌色ローム層(二次堆積)

- 25 -

(注}
①~④は水平の版築士層

⑤~⑧はプロック状の積み土

⑨~⑬は斜めの版築士層

⑬~⑬・⑮⑬は自然堆積土
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第16図 区画E北側斜面実測図

第5節 区画Eの調査結果

(1) 区画E
A . B  ・ C-l� 7 に係る 区画で、 平坦部の規模は東西8 m、 南北16mあ り 、 北側は緩斜地

であった。 区画Eの西端からの比高は約一1 mである 。
2 5個の柱穴と 、 城跡の南北両裾部と 西側 尾根筋からの登 城道と 登城口 が 検出 さ れ た。 登 城道
はローム層土やE層土 (褐灰色土) を掘 り 込む浅い凹道で幅O.6m�1.7m を測っ た。
さ ら に 、 北側の緩斜地か ら は、 集石が検出された。
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(注)スクリーントーンは登城道を表す。
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(2)量城遭 (第18図参照)
区画Eから登城道が検出 さ れたが、 調査区の南北両迫地から の も の と 、 西側の路線外からの
も の とがあ っ た。
03 と 06は 、 北側迫地から の道を断ち切っ た図で、 04 と 05は南側迫地 と西側の路線外か らの道
を断ち切っ た図である 。
03は登城道が二段に分かれてお り 、 東側の上段部分は掘 り 込みを も たない平道で、 ローム層

土を道床と し 、 下段部分の西側はローム層土を掘 り 窪めた凹道である こ と を示している 。 上段
部は幅1. 95mで道床に多少の起伏があった。 下段部は幅O. 74m 、 最大の深さ O. 13m を測 り 、 道
床には黒茶色土が踏み固め られていた。
06の凹道は皿層土 (褐灰色土) を掘 り 窪めた も ので、 幅O.7mで、最大の深さO.07m を測 り 、
道床にはE層土 ・アカホヤ ・黒色土 ・ローム層土が混じ り 合っ てプロック状に堆積している事
がわかる。
04は西側の肩部が上が り 気味の凹道で、 幅 1 m ・ 深さ O. 13m を測 り 、 道床にE層土とローム

層土が混じ り 合っ て堆積している こ とがわかる 。
05は幅1.70mで、 最大の深さ O. l lm を測る凹道で、 道床にはローム層土 とE層土がブロック
状に堆積していた。

(3)登城口 (第17図参照)
区画Eの西端、 段落部分のE層下から斜面部のローム層土を掘 り 込む登城口が検出 さ れた。
登城口 D-5 で区画Eに登っ てお り 、 道幅O.9m-1. 1m 、 深さ O. 15m を測っ た。 底部に
は、 ローム層土と褐灰色土の混入土が、 厚さO.05mぐらいに踏み固め られてUた。 城跡の北側
裾部か ら登っ て 1 号掘立柱建物跡に至る最短コースの登城口である 。
登場口2 C-3 でラッパ状に聞いて区画Eへ登ってお り 、 道幅O. 9m-2. 1m 、 深さ O. 25 m
を測っ た。 底部にはローム層土と褐灰色土の混入土が、 厚さ O.07mぐらいに踏み固め られてい
た。 城跡の南側裾部と 区画Wから 2 号掘立柱建物跡に至る最短コースの登城口である 。

小 結

登城道 と登城口は凹道であるが、 上位部分が削 り 取られ、 底部のみが残存 していた。 登城口
は、 l よ り も 南側の 2 のほ う がし っか り した造 り で、 区画Eへの主たる入口の よ う に思われた。
登城口 l は、 これに対比する 出口と も考え られる 。 登城道は断面06に係る部分が、 唯一、 皿層
土を掘 り 込んでお り 重要である 。
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L=207.300m 

土層断面図03
ローム層土(灰 白色オレンジ粘土)
黒茶色土
黒茶色土~ローム層土

①
②
③
 

L=207.600m 

ミs手とd(

土層断面図04褐灰色土(硬土)
褐灰色土~ローム層土(赤褐色土)
赤褐色ローム土(小磯混じ り )
ローム層土> 褐灰色土

④
⑤
⑥
⑦
 

L=207.500m 

さ正吾ア@?�こミ⑫一三一
土層断面図05灰黒土~黄 白色ローム土~褐灰色土

赤褐色ローム土> 褐灰色土
黄 白色ローム土(二 次堆積)
褐灰色土> 黄 白色ローム土
黄 白色ローム土(自然堆積)

⑧
⑨
⑩
⑪
⑫
 

L=206. 000m 

三ミ@S:Jíf�⑬/⑪ノ⑬
1 m  土層断面図06 0 

褐灰色土
褐灰色土~ アカホヤ
灰 白ローム土~褐灰色土
褐灰色土~灰 白ローム土
褐灰色土~黒色土

⑬⑬⑮⑮⑪

 

登城道・土層断面図(03・04・05・06)

(i主)断面図の太線は地山ラインを示す。
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第18図



(4)集石1
Bー 5 ・ 6 とC- 5 ・ 6 から検出された。 区画Eの北側緩斜面で、 こ の箇所は基本層位でい
う E層の褐灰色土が部分的に残存する所である 。 皿層中から出土 した砂岩の角礁の広が り は散
乱に近い状態ではあるが、 東西 4m、 南北3.4mの範囲で一つの ま と ま り を示 した。

集石 l からは、 土師質土器5)・土製の羽釜の本体( 2 ・ 3 ) ・ 土製の羽釜の鍔(1)・石製の深鉢
(6)・砥石 (8 ・ 9 ・10・1 1・12・13・14・15・16)が出土 した。

(5)集石2
集石 l よ り 約3. 5m東下のB-7 とC-7 から検出された。集石 l と 同様、 E層土からの出土
である 。 砂岩の角礁は集石 1 と異なり、 重な り 合っ て長円形状の ま と ま り を示 したが、 皿層土
とW層土 (黒色土) に掘り込みはなかっ た。 集石の主軸はN 54・ Eで長径1.4m 、短径1.05m を
測っ た。
集石 2 からは、 す り 鉢(7ト石臼 ・ 土師皿の細片・砥石 (17・18)が出土 した 。

小 結

① 集石 l と集石 2 は 、角礁の ま と ま り において大き な差異がある も のの 、石材は同一で検出
地点 も ほ どない近距離にあ り 、 いずれも 中世遺物の検出を見る事から、 同時代の も のであろ う 。

+ + 

/ 

的7.0/
/ 勺+1S 

- 30 一

集石 2 の場合、 角離を意図的に寄せ集め
た感があ り 、 遺跡、が中世城跡という 事を

考えれば、 「投げ石」 用の集石 と も 考えら
れる 。 集石 l は 、 検出状況から斜面部に
一括して打ち捨てられた と も考えられる
が、 集石 2 と の関連から、 一旦、 寄せ集
めた石材が後に何らかの事情で散逸した
可能性がある 。 いずれに して も集石は廃
棄物 (中世遺物) が混入する も のの、 単
な るゴミ溜めの類の も のではないと思わ
れる 。
② 集石から出土 した遺物の種類は、 I
層土とE層土から出土 した遺物 と大差な
く 、 両者に時間的な隔た り は感 じられな
し、。

こ こでも 、砥石の出土量は目立って多い。
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揺鉢 7
の番号は 、 本報告書中の実測図番号である。

+ 駒ー②図師2実測図
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w ζA 

器 種

羽 釜

(土製)

土師 器
土 器

深 鉢

(石製)

揺 鉢

l'h 

I 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

法 量 形 態 特 手法 ・ 調 整 ・ 文 様の 徴口径(叩) 底径(叩) 器品(cm)
(鍔 の上面)ナデ 、磨耗 が激しい

鍔 の 立 ち 上が りはシャープ い の下函)横ナデ
※( 27 . 5) 体部内面、 指ナデ

器面が貫入状にヒピ容j れす る。
体部外面、 横ナデ

頚 部がすぼ ま り短 〈 口縁が立つ。
( 11 .  4) ※ 口縁上面は 平坦。

(23 . 8) 外面体 部の上位は肩 部が張 る。
耳は 欠落 し、 わずかに若手孔 の底部が残 る。

体部は 大 き く 内湾気味に至 る。 耳は へラ削 り さ れ、穿孔 があ る。
( 13 . 1) ※ 頚 部がすぼ ま り短 〈口 縁が立つ。 鍔 の上下両 面は、 ていねい な横ナテ:。

( 27 . 7) 体部の上位に耳 が付 く。 底部端は 平坦 で、 体部 と の境 に稜 が
体部の 中位に鍔 がつ く。 っ く。

口縁端反 り 口縁上面は 外端側へ斜め に削 り取 ら
れてい る。
( 内面) ていねい な横ナデ

底部端は やや丸味を帯びて肥厚化 し、 体部 と ( 内面)横ナデ、 ていねい な調整
の境 で内反気味に やや窪む。 ( 外面)ナデ

(5 . 9) 体部は 直線的に 立 ち 上がる。 ( 内底面)指ナデ
底部は やや上げ 底であ る。
底部の器形は やや長円 形

体部は 内湾気味に 口縁部に至 る。
( 14 . 4) 口縁上面は 、 やや平垣(幅 1. 7cm)

残存 の最犬 器厚は 4c皿

体部は 直線に 伸 びる口 縁直 口。 ( 内面)ナデ、 ていねい な調整

( 25) 条線のl単位は 2本。幅広 で(O . 2cm)深 く( 0 . 3
c皿)掻 かれてい る。

(注) ※は鍔先を含めた網部径
( ) は復元径である。 第1表 集石1・2出土遺物の観察表

出 土層・場所 備 考

( 体部内面)挑褐 色
集石l ( 体部外面) よ ご れた感 じ の褐白 色

集石l

鍔 の下面 か ら 体部の下位 に か け て、
集石l スス が付着 す る。

器面全 体は磨滅し てい る。

(内 外面)桃褐 色
集石l

集石l

灰褐 色
集石 2 火 を受 け て 、 内外両 面 と も桃 色化

外面体部の上位 か ら口 縁に かけてス!
集石 2 ス の付着あ り。

( 内面)自褐 色
( 外面) 薄茶色
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トb 石 質 言十 調。 値 欠損状態 備 考長さ(cm) 幅 (叩) 厚さ(cm) 重さ( g) 
8 砂 岩 ( 20. 0) ( 8.9) ( 4. 5) (13 06.9) 有
9 砂 岩 ( 8.8) ( 8.6) ( 3. 5) ( 333.8) 有 ススの付着あり

1 0  砂 岩 (16.7) ( 7.8) ( 5. 5) (1 06 2.7) 有 ススの付着あり
11 砂 岩 7.7 5. 2 4.6 2泡4.4 無
1 2  砂 岩 17.9 9.6 3.9 49 5. 5  無 ススの付着あり
13 砂 岩 ( 5.6) ( 9. 0) ( 7.4) ( 618.6) 有
14 石少 岩 13.3 1 0. 2  5. 0 894.6 無
1 5  砂 岩 21. 2 1 0.9 8.3 31 20. 0  無 火を受けている
16 砂 岩 (1 0. 5) (1 0.3) ( 8. 5) (1 276.4) 有 火を受けている
17 砂 岩 (1 2.9) (1 0.7) ( 6.3) (1 078.6) 有
18 砂 岩 ( 24.8) ( 8. 2) ( 6.7) (183 0. 0) 有 ススの付着あり

第2表 ・集石1・2出土砥石の計測及び観察表

(注)集石出土の砥石については、 第N章で使用目的による分類を試みており、 ここでは第 2表による計iØqと観察表

に留める。 告お、 第22-24閃版lニ記載Lた砥石実測閃の肩部にある番号は、 VI章(8)で述べる分類番号である、

表中の( )は破損品を表し、 そうで無いものは完形品を意味している。

第U章 1 • n層出土の遺物

(1) 土師質土器
土師 質土 器に は 、 小皿 ・ 杯があ り 、 すべて ロク ロに よ る 巻 き 上げ成形 を 行 っ て い る 。 50 を 除

い て、 外底面 は 回転糸切 り に よ る 切 り 離 し の後、 ナデの調整が行 わ れ て い る 。
小皿は 口 径5.9佃-6.l cm、 底径3.4cm-3.8cmの 最 も 小型の A類(19....2 3)と 、 口 径7.6 cm程で

底径4.1 cm-4.4cmの やや 大 き め の B類(24・25)に分類 さ れ る 。 A類 は 、 さ ら に 、 体部が内 湾
気味に の びる 19・20 と 、 シ ャープに 立 ち 上がる 21・23 と に細分 さ れ る 。

杯は 、 底径の 長 さ に よ っ て 、 3.7cm-5.5cmの 小型 ・ C類 (2 6，:"，33)と 、 5.5cm-6.5cmの 中 型 ・
D類(34γ44) と 、 6.8cm-7.6 cmの 大型 ・ E類(45....49)と に分類 さ れ る 。 こ の 中 で 、 C類 は 底
部 の形態か ら 、 内 底面 の 器壁が中 央よ り 端部 に か け て肥厚北する 2 7・29....32 と 、 全体的 に肥厚
な 33 と 、 さ ら に は 、 薄い 器壁の 2 6・28・31と に細分 さ れ る 。 C類 は 、 体部の 立 ち 上が り が直線
的 で あ る 。 D類は 35を 例外 と し て 、 器壁が薄 く 、 体部の立 ち 上が り が シ ャープな 36・37・40 と 、
緩やか な 38・41と 、 鈍い 立 ち上が り の 43・44と に細分 さ れ る 。 E類 も 器壁が薄 く 、 体部 の 立 ち
上が り が績やか な 45・47・48と 、 鈍い立 ち 上が り の 4�に細分 さ れ る 。

な お、 50 は 底部がヘラ切 り の 杯で唯一 の例外であ る 。 51 は 底部が糸切 り の 小皿で あ る も の の
焼成が緩め て堅 く 、 底部 と 体部の境が非常 に 明確で、 他 の 物 と は 明ら か に 異な っ て い る 。 52 は 、
高台付き の 杯で あ る 。 造 り は雑で底部の み残っ て い る 。

- 37 -
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器
種

土
師

Nu
 

19
 

20
 

21
 

22
 

23
 

24
 

25
 

2 6
 

27
 28 29
 

法
量

口径
(cm

)
底径

(cm
)

器高
(cm

)

(
6.

1)
 

(
3.

6)
 

2目
3

(
5.

9)
 

(
3.

7)
 

2.
7 

(
3.

4)
 

(
3.

4)
 

(
3.

8)
 

(
7.

6)
 

(4
.1)

 
2.

5 

(4
.4)

 

(11
 .4 )

 
(4

.7)
 

3 .
7 

(4
.7)

 

(5
.2)

 

(
5.

5)
 

形
態

の
特

徴

底 体
部 部と

も体 内
部 湾

気
の境 味に に

や のや び
明
て

瞭 口
縁

な
稜 部

が に
至

あ
る る。

。

底 底体部

部部部 は

から
丸

気

味 平 味
底味を を

。
帯

に
も 器の

っ 壁
て

び
立

て
は

ち 緑上 や厚
郎が へ

る し。
は

もや 内
湾 丸や

や
口

。
歪

る。
口

縁
や

や
ぴ

る。

底底体
部部部と

体シ
部

の境底プで
立内 内

底反
ち

気
上

が味に
窪む

。

は
ャ

ー
に

は
や

や
平

、
面

に
凸る。

あ
り

。

底底 げ
底部部

端 。
と

体は
肥部厚

の
化境
は

し、、
丸 内

味 反
気

を
味

も に
っ 窪
て立

む
。

ち上
や

が や上
る。

空
事面

に
凸あ
り

。
体

部
の立

ち 上
がり

は
、

シ
ヤ

底底部
部

はと
体や
部や上

の境げ
底に

。

沈

線
あ

り
。

器 語形
iは 主や 主諜や

い
品び

つ
.

体 重

部 品

は

草肉
湾 野

気 味 A

に

2

口
縁

4 

1;J:>1!i
-?7.

plこ
古ま

る。
底 体 内中底部 部 央と

体 緩

はと
体部 や や

の境
で

沈
ちち

線
上

状に
窪む

。

部面
部か や

の 凸

立立 。

上
がり

に
円形

の窪
みあ

り

体 び
部 て

は
縁

底体丸
。

味 部 部へ の

を
至

も
っ
て立

縁
ち上

がり
外、直

反
線

す的
に

伸底

口
る。

口
は

や
や

る 。
部 底

部は
平

と
境に

、
や

や
明瞭

な
稜あ

り
。

震 底内
底 部面 と

体の 指 爺
頭 の

痕
境

はの
凹

内
よ

反
り

気
底味部

に
端窪へむ

漸。
次

底、肥
部厚は

化
平

部
中

央
よ

り
端

部に
かけ

て
直線

的
に

立
ち

上
が

る
。

底 は
部 凹目

圧
)

 は
や

や
波

状に
歪む

。(
内

底面
は

凸
、

外
底面

板
痕

あ
り

。

底内がと
底体部

り
面部は

のの、
境凹

シ
はよ

ャ
内げ

ー

り

底底反

プ
気

部。

端味へに
漸窪次

む
。

、

H 体E

厚 部
化 の

。

立
底 ち

部

上
は

や
や

上 第
3表

土師
賀

土緑
の

観察
表

(1
)

手
法

・
調

整
・

文
様

な
調 外内 面面整

)横
ナデ

、
総

じ
て

、
てい

ね
い

。
)横

ナデ

な
調 外内 内面整 面底面横

検
)

ナ ナナデ デデ

、
総
じ

て
、

てい
ね

い

{外 内
底面
) 面横

)
ナ ナデ デ

、
てい

ねい

な

調
整

{外 内
底薗

) 面
)ナデ

ナデ

や(
や内

底雑
面

な
)調

整ナデ

( 外内内
底外 底面面 面
j積丸

整
な

一
い

な
調

整
雑

や
や

な

雑
調

調
整

。

i外 内
底面
) 面}

ナ
調

デ
整

荒
し

調
i外整
内面面l

横
横

サ
デ

、多
てい

ね
い

な
調

整あ
。

ナデ
、

少
の

凹
凸

の
る

。

(
内

底面
)

ナデ

i 外内
底 底面 面l

調ナ
整デ

荒
し

(
内

外面
)

調
整

荒
し

出
土

層
・場

所
備

考

N-
U層

胎(
内 は

外精面 良
)

 桃褐
色

N-
U層

胎(
土内

小
外礁
商)

の乳混
褐

入
色
目
立

つ

(
内

外面
)

白 褐
色

N-
U層

(
内

外面
)

桃
灰

色
I 

層

(
内

外面
)

乳
褐

色
s-

U層

j内 内
外底面 面

j
乳くす

白 色
ん~

だ灰
乳

白白色 色
N -

U層

s-
1層

胎i外
土内面薗l

黒

褐よ

灰ご
色
混れた

赤褐
色

に
雲

母
じ

る。

N-
U層
; 外内内
底外 底面 面面
} ))
褐
赤立
禍

灰
ちE 上

化がり
は

赤縄
色

胎(
土内

外 に
砂

面 )
の

混よ

入

ご
多

れた
し乳
褐

色

s-
U層

(
内

底面
)

よ
ご

れた
桃

灰
色

層

N-
U層

焼(
成内

外は面堅
綴)
 

赤褐
色

(注
)調

査
区

中
央

の
東

西
ベ

ル
ト

01
を

境
に

北
側

部
を

N
、

南
側

部
分

:â'
S

とし
た
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土
締
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31
 3 2 33
 

34
 

35
 

36
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39
 

40
 

法
量

口径
(咽

)
底径

(叩
)

器晶
(叩

)

(5
.4)

 
(5

.6
) 

(5
.3)

 

(3.
7) 

(4
.6

) 

(5
.7

) (6.2)
 

(6.
0) 

(6
.6)

 

(6.
3) 

(7
.0

) 

(5
.5

) 
'-
--

形
態

の
特

徴

体

内中
内底央

部底面 は 面よ
の シり端凹

ャ
部 ーよ

にプ のり底
か 境

に部 立け に端て ち 窪へ
狐

上
み

状
漸

が あ次
に る立 。、

肥
ち厚

上
化

が。 る底 。

部
と

体
部

り。

底肥

内底
厚部

化

面は平。

は 指 底。お
さ

え
で

、
大きく

凹
む。

底 部端
は

底 部内 は底部 の面 立 瞭
中

央の な
ち稜上中

よ
央 がを

り・端
よ

もり部 はり底
へ

シ部直
ャ

端線
気ーへ

的 味
プ漸

。に に底立 窪次
部むち、上

と
肥が

体
厚 部る化。 の。

体
境

明
ち内

反
底 底 板

凸部 部あ目圧
は と

り肥体
部厚化

境
、

体
は部 内は 反

シ 気ャ
味

ー ドプに立ち
内上 底が 面る γ。

の
』

窪む。
-

痕
あり。

底部
は平

底。
体

底内中
部 。底央

面の 部立 と
は

体
ち や部上 やがり

は、非
常

に鈍い
。

底部
は平

の 凸立 。ち上
がり

に円形
の窪

みあ
り 。

体
底端 部部はは肥

厚
化

プ
。

シャ
ー

に立ち
上

がる
。

底 体
部 部か

ら丸
味

プをもっ
て立

ち上
がる

。
も

シャ
ー

に立ち
上

がる
。

体
体

や部 肥
部はシャ

ープ に立ち
上

がる
。底

部端で
、

や
厚

の外化
面。

に2条
の

稜
線

あ
り。

底 体
内部 部底

か 立ら丸 ち
味

上
デ

が後

を
指も りっ

て立
ち上

がる
。

の
は緩

やえ
か。

面はナ
お

さ
。

底 量残郵 : 痕 存鶴
橋の

あ
立 輔

底

は り
。面

ち肥 上 の厚が 臨化
り調

。は鈍あい
り。

。内
底面

に 舗
と指

の
すべて

にスス
が付着

する。
1即 体

ち 部
上

体
部は

凪
底部

は丸
味

を
もっ

て立
?うさる

。
はシャ

ープに立ち
上

がる
。

手法
・調

整
・

文様
{外 内底面) 面)ナ

デ
ナ

デ

(内底
面)ナ

デ

(内底
面)ナ

デ

j外 内面 底) 面)ナ
デ

ナ
デ

� 外内底 底面面l横調
整

ナ
デ

は荒、て い
い

ね
いな

調
整

( (外 内底面 面) 横 )横ナ
デ

ナ、
デ

後
ヘラ

削り
( 外面)

ナ
デ

�外 内面 底面))ナ
指デ

ナ
デ

( 外面)
ナ

デ
、

てい
ね

いな
調

整

(内底
面)ナ

デ
、

後
指お

さ
え

( (外 内底面 面) )ナ
デ

ナ
デ

第
4表

土師
質

土器
の

観察
劃

2)

出
土

層
・場

所
備

考

薄茶
褐色

N-
U

層

5-
U

層
よご

れ
た 乳 や褐 軟色

調
焼成

はや

N-
U

層
� 外内面面))

挑灰灰
黒色

色

~桃
褐色

(内 外
面) 赤

禍
色

N-
U

層

s-
U

層
内(底内外面面に) 

褐灰色、や
やス

スの
付着

あり。

N-
U

層
焼(成

内外 は面竪敏) 
褐灰色

s-
U

層
(内 外面

)
褐 白

色

N
-

U層
( (外内面 面l灰黒灰

褐色
色

~桃
褐色

N-
U層

( (内 内面 外) 面)白
褐 よ

色
ご

れた
縄

灰色

N-
U層

焼((外成
内面面 は

)) 堅
赤黒

綴褐色
色

層
焼(成

内外 は面 や) や乳軟 調白
色

へ
灰

褐色



器
種

l
ぬ

備
考

土
師

I
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法
量

口径
(叩

)I 
JiIfi

(可T
器高

(叩
) I }，民

部
は

や
や

よげ
底

。
底部

珊で
H巴1

字化
。

震
部

の立
ち上

がり
は

青
やか

。
部と

体
部

の境
は

、
内

反
気

味に
窪む

。
(5

.8)
 

42
 

(
6.

5)
 

形
態

特
徴

手
法

・
調

整
・

文
横

[内
底閲

)雑
な閥

藍

(
外面

)
ナデ

(
内

底面
)

鶴整
は荒

い
。

出
土

層
・場

所
可内底面

)よ
ごれ

た灰
褐色

I 
層

| ス
ス

の
付

着あ
り

。
| (

外
商)

灰
褐

色

|
よ

ご
れた灰

褐
色

I 
層

|
胎

土に
黒

点
が

混
じ

る。

43
 

(6
.0)

 

の

底
部

の
中

央で
肥厚

化。
体

部 へ
漸次

、 厚
さ

を
滅I

(
内

底面
)

調
整

は荒
い

。
じ

る。
底

部
は多

少上
げ

底
。

底
部
か

ら
の立

ち上
がり

は
鈍
い

。

底
部

は
波

状に
歪む

。
特に

外
底面

はい
び
つ

。
r<

内定由子主デ
内

底面
の

中
央

部
分

は
窪む

。
底

部
か

ら
の立

ち上
がり

は
鈍
い

。

5-
ll層

N
-

ll層

j 見
J:B

震
番号

ス
ス

の付
着あ

り

(
内

外面
)

よ
ご

れた
感

じ
の 褐灰

色

.þ・
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(
6.

0)
 

-カ
や

。 緩る は 。

が
り り上 が

あち
上 痕

立 ち 頭て
立 指

つ 、 にも
化 位

を 厚 下

味 肥
の

丸 で 部

は 端 体
部 部 面底 底 外 底
部と

体
部

の境
に

稜
が

つ
く

、
底
部

は
平

底 で
あ

るが
、

や
や
歪
であ

る。
体

部
の立

ち 上
がり

は
緩

や
か

。
内

底
面に

1.
0X

O.
9c

m深
さ0

.2
cm

、0
.9

X
O.

8c
m深

さ0
.3

cm
の穿あ

り
。

底
部

端で
肥厚

化
し 丸

味
を

も
っ
て立

ち 上
が

る。
内

底面
は

一
部
盛り

上
が

る。

底
部

は
丸

味
を

も
っ
て立

ち 上
が

る。
内

底面
に

左
巻

き
のロ

ク
ロ

痕
が

残り
、

中
央に

凸
あ

り
。

さ ら
に

、
内

底面
の 端

に
I

条
の 沈

線
。

体
部

は
緩

や
かに

立
ち上

が
る。

底
部

端
は

、
や

や
窪
んだ

後
、

丸
味

を
も

っ
て立

ち

上
が

る。

詩霊
能

主長官
官参

謀
い

底
部と

体
部

の境
は

や
や

窪む
。

体
部

の立
ち上

がり
は

鈍
い

。

(
外面

)
ナデ

、
てい

ね
い

な調
整

(
内

底面
)

調
整

は荒
い

(
内

底 面
)

ナデ

{内
面

)
ナデ

(
外面

)
ナデ

品
皇

底面
)
ナデ

、
総
じ

て
てい

ね
い

な

(
内面

)
ナデ

(
滑

ら
か

)
{外

面
)

ナデ
(多

少ざ
ら

つ
く)

{内
面

)
ナデ

底
部

は
波

状に
大

き
く

歪む
。

内
喜

2
君

臨
拾

?
沈

線
が
巡

る。

底
部 と

体
部

の境
が

極
め

て
明

瞭
であ

る。
I

(
内面

)
ナデ

底
部

は
や

や上
げ

底
。

体
部

は
直

線
的

に
立

ち 上
が
I

(
外面

)
ナデ

る。

体 。
、
る

み
あ窪 で

で き
つ 付

よ 台
に 高‘ ぇ 。

き る
) n

お ぴ 台 り

指 伸 高 あ

が に け 凸

部 状 付 に央 楯 な 都中 て
錐 央

は つ に 中

薗 向 常 面

底
へ 非 底

内 部 ( 外

(
内

底面
)

ナデ

(
内

底面
)

ナデ
(
高

台
内

、
外

底面
)

調
整

は荒
い

5-
ll層

N
-

ll
層

5-
1層

5-
ll層

N
一

日
層

N
-

II層

j 見
事j

品主
主

?
主

主
集

品
2

完
備
色

i内
面
j

桃褐
色

外面
桃

褐
色~

薄
茶
色

焼
成
は堅

綾

j内面
)

明
掲灰

手
外
商)

や
や
く

んだ
感

じ
の 灰

褐
色

焼
成
は堅

綾

色
褐

灰の
じ

り感
あた 着れ

付 色ご の 褐

よ ス 灰

) ス )

面 に 面内 部 外

(
内

外面
)

う
す

よ
ご

れた
感

じ
の 灰

備
色 焼

成
は

や
や
軟調

(
内

外面
)

赤
禍

色

綴
堅 調

に 軟

常 や

非 や

色 は 色 は

褐 成 白 成

明 焼 乳 焼

nu

 

切 伸一 問

胆 ト
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(
6.

4)
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(
7.

8)
 

47
 

(
6.

8)
 

48
 

(
7.

0)
 

49
 

(
7.

6)
 

50
 

(
7.

5)
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(5
.0)

 

52
 

(
5.

2 )
 

第
5表

土師
質

土器
の

観察
表

(3
)



(2) 青磁 (53-62 ・ 64-70) 中 国製であ る 。 器形の復元が可能 な 物は碗が ほ と ん どで 、 皿は
62の み で あ っ た 。 多 く の 器面 に使用痕があ り 、 良 く 使い 込 ま れて い る こ と がわ か る 。 中 に焼成
の悪い も のがあ り 、 5 3 ・ 56 ・ 59 ・ 62は紬が十分に発色 し て い な い。 5 4- 5 7は外 面体部 に細線の
蓮弁文 や沈線がヘラ 描 き さ れて お り 、 61 ・ 62 ・ 6 3は 内 面体部 に へ ラ 描 き の 沈線があ る 。 69 ・ 70

は 、 見込み 部 に 草花文の へ ラ 描 き があ る 。
体部 は 内湾気味に伸 びる も の が多か っ た が、 5 4 ・ 59 は 、 やや直線的で あ っ た 。
底部 は 、 復元高台の底 径が 5.5cm-6.6 cmを 測 る やや大型の 物 (6 4 ・ 66 ・ 68- 70) と 、 4.7cm-

5.0c mを 測 る 小型の物 (6 5 ・ 6 7) と に分類 さ れ る 。 高台は6 4 ・ 69が太 く 低い 。
(3 ) 白磁 (63 ・ 71 -74) 72 を 除 き 中 国製であ る 。 6 3は 口縁部で大 き く 外反 し 、 外 面体部 に稜

がつ く 。 71 は 皿で 、 白色粕は 光沢があ り 、 高台は小 さ く 低い 。 72 は雑 な 造 り で、 紬色 は 非常 に

汚れた 白褐色で あ る 。 7 3 ・ 7 4は 白黄色軸で 、 底部は畳付 き の一部が掻 き 取 ら れて 、 残存部が小

脚 と な る 。

(4) 染付 (75 ・ 76) 7 5は 圏 内産で、 近世の 物と 思わ れ る 。 紬色の 白 青色 と 濃青色 を 呈する 文
様の色調 に 、 新 し さ が感 じ ら れ る 。 76は 中 国産で器面 に 貫入があ り 、 外 底面 に 焼成時の砂が付
着する 。
(5) 羽釜 (77-79 ・ 81 ) 土製の羽 釜であ る 。 7 7- 79 は 器形の復元が可能で 、 8 4は 鍔の み の残

存であ る 。

(6 )  摺鉢 (85-91 ) いずれ も 土師系土器で、 よ く 使い込 ま れて い る 。 86 ・ 88 ・ 89 ・ 91 は体部
が直線的 に伸 びて お り 、 86 ・ 91 は 口縁直口 であ る 。 8 5の体部 は 底部か ら 緩やか に 立 ち上が り 、
8 7は底部が肥厚する 。 条線の l 単位は8 5 ・ 86 ・ 8 7が 4 本で 、 88 ・ 89 ・ 90が 8 本で あ る 。 さ ら に 、

86 ・ 91 の 条線の走行 は 直線 に 曲 線的 な も の が混 じ る 。

8 7の外面体部 に は 、 立 ち上が り に ス ス の 付着 を 見 る 。
(7) 金属製品 ・ そ の他 (92-1 00) 第 E 層 か ら 鉄製品が出土 し た 。 92 ・ 9 3は鉄製角 釘で9 3は 端
部が L 字形 に 曲 げ ら れて い る 。 9 4は留め金 と 思 わ れ る 。 9 5- 9 7は小柄で、 い ず れ も 先端部の み
の残存で あ る 。

98は E 層 出土の鉄砲玉で あ る 。 鉛玉で、 直径1.2 cm・ 重 さ 7.99 g を 測 り 、 上下合わせの鋳型で
製造 さ れた も の と ，思 わ れ る 。 玉 の 中 央部 に接合線が巡 る 。

99は E 層 出 土 の水晶製品 で 、 長 さ 3.& m、 幅 1 cm、 重 さ 3.1 5 g を 測 り 、 側 面 に 母岩 か ら の取 り

は ず し 面があ り 、 水晶 の上下端は先端部方向 か ら の細か な 制離があ る 。
100は I 層 か ら 出土 し た煙管で 、 長 さ 4. 4cm ・ 重 さ 5.4 3 g を 測 る 。 近世の も わ であ る が、 参考

ま で に記載 し た 。
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法
量

考
器

種
tt>. 

底径
(叩

)
器品

(叩
)

形
態

の
特

徴
手

法
・

調
整

・
文

様
出

土
層

・場
所

備
口径

(cm
)

体
部

は
内

湾
気

味
に

伸
び

る
。

内
外

無
文

薄
い

コ
バ

ル
ト色

で
あ

る
が

、
焼

成
が

悪
口

縁
端

部
は

、
や

や
丸

味
を

帯
び

る
。

〈黄
色

が
混

じ
る

。
青

磁
53

 
(14

.4
) 

N
一

日層
(内

面
)

コ
バ

ル
ト色

~
黄

色
(外

面
)

黄
色

~
コ

バ
ル

ト色
貫

入
が

あ
る

。

体
部

は
直

線
的

に
伸

び
る

。
口

縁
端

部
は

、
わ

ず
か

外
面

体
部

に
へ

ラ描
き

に
よ

る
細

線
の

蓮
くす

ん
だ

緑
黄

色
54

 
(12

.5
) 

に
肥

厚
化

して
、

丸
味

を
帯

び
る

。
弁

文
が

あ
る

が
簡

略
さ

れ
て

個
々

の
剣

頭
N

-
ß層

が
切

れ
て

い
る

。

口
縁

直
口

。
外

面
体

部
に

へ
ラ

描
き

に
よ

る
細

線
の

蓮
灰

黒
色

を
帯

び
る

緑
色

。
55

 
(1

1.
5) 

弁
文

が
あ

る
が

極
め

て
簡

略
さ

れ
て

、
個

N
-

ß層
内

外
面

と
も貫

入
が

あ
る

。
々

の
剣

頭
は

完
全

に
切

れ
て

い
る

。

体
部

は
内

湾
気

味
に

伸
び

る
。

外
面

体
部

に
へ

ラ
描

き
に

よ
る

細
線

の
蓮

緑
青

色
56

 
( 

9.
6) 

口
縁

直
口

。
弁

文
。

S-
ß層

内
外

面
と

も貫
入

が
あ

る
。

焼
成

は
や

や
不

良
→

器
面

は
や

や
黄

色
味

を
帯

び
る

。

主
57

 
体

部
は

内
湾

気
味

に
伸

び
る

。
外

面
体

部
に

ヘ
ラ

描
き

に
よ

る
蓮

弁
文

が
N

-
ß層

くす
ん

だ
感

じ
の

緑
灰

色
口

縁
部

は
わ

ず
か

に
外

反
す

る
。

あ
る

が
、個

々
の

剣
頭

は
切

れ
て

い
る

。
内

外
面

と
も貫

入
が

あ
る

。

58
 

口
縁

は
端

部
で

、や
や

肥
厚

化
し、

若
干

、外
反

す
る

o
内

外
無

文
S一

日層
灰

色
味

を
帯

び
る

緑
色

。
口

縁
は

丸
味

を
帯

び
る

。

体
部

は
直

線
的

に
の

び
、

ロ
縁

直
口

す
る

。
内

外
無

文
黄

緑
色

59
 

外
面

体
部

に
、

2条
の

弱
い

稜
が

つ
く。

N
-

ß層
焼

成
は

非
常

に
悪

し。
磁

器
化

して
い

な
b 弐

。

底
部

よ
り丸

味
を

も
っ

て
体

部
へ

立
ち

上
が

り、
体

内
外

面
に

ヘ
ラ

描
き

で
波

状
の

文
あ

り。
コ

バ
ル

ト 色
60

 
部

は
内

湾
気

味
に

伸
び

る
。

層
欠

落
す

る
が

口
縁

は
や

や
外

反
す

る
も

の
と恩

わ
れ

る
。

61
 

口
縁

直
口

、
口

縁
端

は
扶

りが
入

り、
稜

花
形

を
呈

体
部

内
面

に
ヘ

ラ
描

文
。

N
-

ß層
薄

い
コ

バ
ル

ト色
~

薄
茶

色
す

る
。

や
や

光
沢

あ
り

口
縁

部
は

大
き

く外
反

す
る

。
口

縁
端

は
扶

りが
入

内
外

無
文

薄
い

コ
バ

ル
ト色

62
 

( 
9.

9) 
り、

稜
花

形
を

呈
す

る
。

S-
ß層

焼
成

が
悪

く黄
色

が
混

じ
る

。
内

外
面

に
貫

入
が

目立
つ

。

白
磁

63
 

体
部

は
直

線
的

に
の

び
、

口
縁

部
で

大
き

く外
反

す
内

面
体

部
に

ヘ
ラ

で
細

い横
の

沈
線

が
施

N
-

I層
や

や
黄

色
味

を
帯

び
る

白
色

。
る

。
口

縁
端

部
は

稜
が

つ
き

、
水

平
で

あ
る

。
白昼

る
。

第
6表

青
磁

・
白

磁
の

観察
表
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U可

器
種

背
磁

白
磁

l'h 64
 65 66 67 68 69 70 71 72 73 

法
量

口径
(叩

)
底径

(c皿
)

器高
(叩

)

(6.5
) 

(4.7
) 

(6.6
) 

(5.2
) 

(5.5
) 

(5.5
) 

(6.0
) 

(9.8
) 

(4.0
) 

2.5
 

(5.3
) 

(4.8
) 

形
態

の
特

徴

寄書
iE葉

Yb
告ヂ

は緩
やか

に立
ち上

がる
。

書響
詩管

i条
事実

装集
返る

。

外 る底 。面の
中央

に 凸
あり

、ロ
クロ

回転
の痕

が 残

底
部

は
厚

〈
、

高
台

は
細

い
。

体部
は内

湾気
味に

伸び
る 。

高台
は太

〈低
い。

235
自EF

Z去訪
れ:

底 白富書部 喜 台管 体よは 小T 部り丸Tの昭A和 尽を 霊Z帯警 部いぴ告 。にて義1体護
条部玄 の斜z薄方f いに稜。立 線ち上 がが 巡る る。 。

底 て内部 鈍底いと著書
盤は

簿〈
、体

部の
立ち

上が
りは

極め
面:こ

1粂
の沈

線あり
、高

台は
細い

。

聾
2 内る5語

持
続税

日
銭三

高て 台い
。に凸

があ
る。

手
法

繍
整

・
文

様

号高内外子谷無霊 内文童 部T の 外Z星 底雲 面霊 は長 無紬義Z 。葬嘉
手主

iZ3
6ヘ

ラ削
り で

曲
師

に
下部

から
商台

内郁
にか

け
は、

極め
て荒

〈磁
器化

し

章内 る外毒 。無雪珪文民品
者宗

斐号
高警

雲h
てい

内外
無文 号室:

襲ii許容
;詰

ま2
5i
ifi
戸
線引

。
面はき

のヘ
ラ削

のり界 あ
立見世i量

暢間像草品
品昔

F雪
空JZ』1f

kT
宮支

中 に心 はよ部 へり稜は ラ無 がで精縦つ
。く高

台内
面は

に
の k

線 が施
さ

。 重i;れ は 2孟外条てわ
端ずい の側 界かる 線へ。 に、や

や斜
めに

へラ
が凸で巡

指る。ナデ
され

、
畳 長付 さ 台込部のれきは

外議端 紬かる側
へ若

干斜めに
ヘラ

削
て 内。

o 。ら内
部に

かけ
て無

紬。

欝
評

議
取ら ほ

残存
部

は
っ き 取てら

れ。て ニ
段

る 。
第

7褒
青磁

・白
磁

の
観

察
表

出
土

層
・場

所
備

考

灰脅緑
色

S-
ll層

覧室
警告

貫入
あり

。
N-

I層

N-
ll層

霊史
雲寺

N-
ll層

灰青
緑

色
灰オ

リープ
色

N-
ll層

くすん
だ感じ

の背緑
色

N-
ll層

くすん
だ感じ

の緑青
色

N-
I層

N-
O層

5T学23L
5 だ青 感2

じ3 のA 白議 褐色長。終
務

理l;t

忠s告
- 〉E層

非常
によ

ご
れた

白褐色
No.4

5
接合

I 
層

長見 るら 付込} 。郎くす
んだ感

じの白
褐色

(まだ
きと

高台
には

軸が
部分

的に
かか
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器
種

染
付

司君
釜

(土
製)

須
恵

墾質
土器 司君 釜

の鍔
(土

製)
主

師
暮

th 74 75 76 77 78 79 80 81 82 

法
量

口径
(叩

)
底径

(叩
)

器晶
(叩

)

(5.0
) 

(4.2
) 

(5，6
) 

(14，
8 ) 

※
 (28，

5 ) 

※
 

(15.
0 ) 

(32，
0 ) 

」

形
態

の
特

徴

中
で 肥ち厚 上化 がし、

凸と
なる

。
責貫め

面t苦審
い重議

富
や に

立 のつ
いた

界る。 線が
幾重

にも
巡っ

てい 同種 脚央
磁が

重 所ね焼
きさ

れ、
見 )込部 残に上 て段お部 り

の
跡 は

lヵ
0 あ4cm

xO，
7cm

が
っ

中
やや

凸で
る。

底 体部 部は級薄
い

は
やか

に立
ち上

がる
。

外底 底部面はは中央焼部成で時肥の厚砂化が付。着し
てい

る。

頚部は
、や

やす
ぼま

り、
短く

口縁
が立

つ。
口縁

の器
壁は

い。
外面

体部
の中

位に
耳

(穿孔
あり

)が
つ く

。
外面

体部
の上

位は
肩部

が張る。

体 外外面部 面体体の 部部器壁 のの上は 中位位やや にに肥耳鍔厚 が(穿張干りυ付がけつ られく。てい
る。

頚 外 体鍔部 函部は 部 器面やや
す鍔 はぼ張ま

薄上り り付、短け
く口

縁が
立つ

。
体

壁に
が

られ
てい

る。
の

やや
い

の上
は、

やや
向。きに

ある
。

器壁
はß1!

厚化
。

穿孔
の下

部が
残存

。
口縁

直口

手
法

・
調

整
・

文
様

分畳付 が小きの
部 よがう掻 になき取

られ
て残

存部
脚の

って
いる

。

様 畳見 付込 あ部 きり。 とと外
面体

部の
立ち

上が
りに

文
外面体部

とそ高の台内 の面境は に無 2条紬 の
。 界線

あり
。

見込部
と体部

の境
に2

条の
界線

あり
。

見見あ高込台込り部と外に面l条体部の界と線の境あにり。1条
の界

線
部と

外面
体部

に文
様あ

り。

自 瀧 形内 日面 主華 }の体 主 状部 辞 E 幹 のに鵠 ス斜事? タ?め長ン

方な爾向監のaヘラナ
デH

首
で偏

平な
もの

(厚さ
ナ りデ と体

部の
境に

櫛描
の

、 にプ櫛花 。錨文の と界 角線 印あ (長り 方。
外 内鍔面面体 体上部 部面は は指ナ ナおデ、 さて えいね

いな
調整 。

の
は

デ、
下。面は

横ナ
デ。

iiずEれF
の すね専
門

下の上
はと

横ナデ ナデ中f 。立は
ナデ

部 もの両下
は、

ナ 整デ。
い

てい
いな

調
。

外 内面面は は指斜お め方さ 向え。 と横
方 向

に細
いハ

ケ

( (外内面 面) )横ナデ ナデ
(注

)
※
は鍔

先
を含

め
た
胴
部
径
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染
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・
羽

釜
・

須
恵

質
土

器
・

土
師

質
土

器
の

観
察

表

出
土

層
・場

所

堀
切

S-
ll層

s一
日層

N-
T層

N一
日層

I 
層

N一
日層

N一
日層

N一
日層

備
考

白黄
色九

紬は
やや

光沢
あり

。

文白青様色 の色
調は

濃青
色

文白青様色 色、貫
入が

ある
。

の
調は

濃青
色

外 -E ， ，zE 焼商 型 t体 主 成維覇 主 は軍 重 なに 周造、警 い貫民 りa 入の
よう

な小
さな

ヒ
褐あ色る。 のよ

うな
土器

であ
る

F 内i重
f 量

版量
皇

の
と 外

部の
下位

にス
ス の

て灰着函
。 。は褐

灰色
。但

し下
位に

限っ
灰 内鍔褐 面色 体部面の下

位に
付限っ

て以
黒色

。
の下

にス
スの

着あ
り。

灰黒
色

乳 貫褐色 入 あのよ
うな

小さ
いヒピ割

れが
無数

に
るo ( (外内面 面) )乳 灰褐 黒色 褐色
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器
種

中
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雑
器

要
片

指
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87
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89
 

90
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法
量

口径
(叩

)
底径

(珊
)

標高
(叩

)

(1
4

. 8
) 

(2
0

. 5
) 

(1
7

.8
) 

(1
3

.2
) 

形
態

の
特

徴
手

法
・

調
整

・
文

様

(内
外

面
)

横
ナ

デ

(内
外

面
)

強
い

横
ナ

デ

底
部

は
丸

〈
立

ち
上

が
る

が
、一

旦
、 内

反
気

味
に

窪
(内

底
面

)
指

ナ
デ

む
。

(外
底

面
)

ナ
デ

、
調

整
は

荒
い

(内
底

面
)

条
線

の
l

単
位

は
、

4
本

。
条

線
は

直
線

で
浅

い
が

、
鋭

く
掻

か
れ

て
い

る
。

体
部

は
直

線
的

に
伸

ぴ
る

。
口

縁
直

口
。

(内
面

)
ナ

デ
条

線
の

1
単

位
は

4
本

。
条

線
は

幅
広

(0
.2

5c
皿

)
(外

面
)

ナ
デ

、
て

い
ね

い
な

調
整

で
、直

線
と

曲
線

と
が

あ
り

深
<

(0
. 3

叩
)

掻
か

れ
て

い
る

。

体
部

は
底

部
か

ら
の

立
ち

上
が

り
で

肥
厚

。
(外

面
)

ナ
デ

底
部

は
丸

味
を

も
っ

て
立

ち
上

が
る

。
(外

底
面

)
周

辺
の

み
ナ

デ
で

条
線

の
1

単
位

は
、

4
本

。
条

線
は

直
線

で
幅

広
く

他
は

調
整

荒
し

(0
.2

5c
皿

)
深

<
(0

.3
咽

)
掻

か
れ

て
い

る
。

体
部

は
直

線
的

に
立

ち
上

が
る

。
(外

面
)ハ

ケ
後

ナ
デ

条
線

の
l

単
位

は
、

8
本

。
条

線
は

直
線

で
浅

い
が

鋭
〈

掻
か

れ
て

い
る

。

体
部

は
、

底
部

か
ら

の
立

ち
上

が
り

で
肥

厚
化

す
る

(外
面

)
ハ

ケ
の

後
ナ

デ
条

線
の

l
単

位
は

8
本

。
条

線
は

直
線

で
浅

く
掻

か
れ

て
い

る
。

体
部

は
直

線
的

に
伸

び
る

。
(内

面
)

ハ
ケ

条
線

の
l

単
位

は
8

本
。

条
線

は
直

線
で

浅
い

が
鋭

(外
面

)
ハ

ケ
の

調
整

が
伺

え
る

が
、

器
く

掻
か

れ
て

い
る

。
壁

の
ftl

J穫
が

激
し

い
。

体
部

は
直

線
的

に
伸

ぴ
る

。
口

縁
直

目
。

条
線

の
単

(内
面

)
ナ

デ
位

は
不

明
。

(外
面

)
ハ

ケ
の

後
ナ

デ
条

線
は

曲
線

で
幅

広
く

(0
. 2

c皿
)掻

か
れ

る
い

る
。
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表
中

世
雑

器
・

指
鉢

の
観察

表

出
土

層
・場

所
備

考

5 -
1 層

(内
面

)
小

豆
色

(外
面

)
灰

小
豆

色

I 
層

(内
面

)
灰

黒
色

(外
面

)
灰

小
豆

色

(内
面

)
く

す
ん

だ
灰

褐
色

I 
層

(外
面

)
灰

褐
色

(内
面

)
乳

褐
色

I 
層

(外
面

)
褐

色
~

灰
黒

色

(内
面

)
桃

褐
色

、
ス

ス
の

付
着

あ
り

I 
層

(外
面

)
褐

灰
色

。
体

部
の

立
ち

上
が

り
に

ス
ス

の
付

着
あ

り
。

(内
面

)
白

褐
色

N
-

O
層

(外
面

)
く

す
ん

だ
白

褐
色

(内
外

面
)

白
褐

色
N

-
O

層
内

底
面

の
胎

土
に

0
.7

x
0

.4
叩

の
小

石
が

一
つ

、
つ

い
て

い
る

。

(内
面

)
褐

白
色

N
-

O
層

(外
面

)
白

褐
色

(内
面

)
よ

ご
れ

た
桃

褐
色

I 
層

(外
面

)
く

す
ん

だ
灰

褐
色

~
灰

黒
色

外
面

は
火

を
受

け
て

い
る

。
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(8 ) 石製品 (1 00..... 1 05) 第 E 層 か ら 石 製 品 と し て 砥石の他 に 深 鉢 と 石 臼 が 出 土 し た 。
101 - 1 03 は 凝灰岩 を 割 り 貫 い た 深鉢で、 い ず れ も 火 を 受 け て お り 、 器面 は 内 外面 と も 桃色化

し て い る 。 1 01 は 底 部 がや や 上 げ底 で体部 は 直線気味 に 立 ち 上が る 。 口 縁 は 直 口 で 、 復 元 口 径 は
28cm ・ 器高 14cm ・ 復元底径20 . 5cm ・ 器厚 4 cm弱 ・ 重 さ 997 . 7 g を 測 る 。 1 02 は 体部がや や 内 湾気
味 に 伸 びて お り 、 復 元 口 径25 . 5cm ・ 現存 の最大器厚6 . 3cm ・ 重 さ l ， 820 . 3 g を 測 る 。 1 03 は や や
小 型 で 、 復 元 口 径 1 5 . 8cm 現存の 最大器厚4 . 0cm ・ 重 さ 430 . 4 g を 測 り 、 体部 は 、 や や 内 湾気味
に 伸 びる 。 1 04 は 安 山 岩 茶 臼 の 上 臼 で 、 高 さ 6 cm ・ 重 さ 2， 640 g を 測 り 、 中 央 に は 供給 口 が通 る
播 目 は すべ て 剥 落 し て い る 。 1 05 も 安 山 岩製茶 臼 の 上 臼 で 、 復 元 口 径 30cm ・ 高 さ 6 . 9cm ・ 重 さ
1 ， 520 g を 測 る 。

砥石 は 総数42個 が 出 土 し た 。

(9 ) 砥石

集石以外か ら も 、 多 く の砥石が出土 し て い る が、 そ れぞれ の使用 面 と 形状か ら 判 断す る と 多
種多様の 使 用 方法があ っ た も の と 思 わ れ る 。

用 途 に よ る 分類

大方 の 出 土砥石 は 砂岩 の 荒砥石 で あ る が、 中 に 1 07 ・ 1 09 ・ 1 1 6 ・ 1 20 ・ 1 22 ・ 1 23 ・ 1 28 ・ 1 32 ・
1 35 の よ う な 粘板岩 の 仕 上 げ砥石があ っ た 。

形状に よ る 分類

大方 は砥石 を 据 え て 使用 し た と 思 わ れ る が、 中 に は 37 ・ 1 1 7 の よ う に 手 に 握 っ て 研 い だ と 考
え ら れ る も の があ っ た 。

使用 面に よ る 分類

使用 痕 な ど に よ っ て 、 6 分類が可能で あ る 。 た だ し 砥石 に よ っ て 使用 が l 面 だ け で な く 、 最
高 4 面 も 使用 し た も の も あ り 、 さ ら に 、 各面毎 の分類 も 同 一砥石の 中 で異 な る も の があ っ た 。
こ れ ら に つ い て は 、 使用面毎 に 分類番号 を 実測 図 に 記 し た 。
分類① ( 8 ・ 1 0 ・ 1 1 ・ 1 4 ・ 1 5 ・ 1 8 ・ 1 06 ・ 1 1 2 ・ 1 1 3 ・ 1 1 7 ・ 1 23 ・ 1 24 ・ 1 29 ・ 1 30 ・ 1 3 1 ・ 1 36)

長執方向 に 中央部が凹 み 、 弧 を 描 い た よ う な研 ぎ方が行 わ れ て お り 、 砥石 の横断面 は や や 中
央部が脹 ら み 蒲鉾形 を 呈す る 。 刃 幅 の 狭い も の を 研い だ も の と 思 わ れ る 。
分類② ( 9 ・ 1 07 ・ 1 1 6 ・ 1 1 7 ・ 1 20 ・ 1 21 ・ 1 25 ・ 1 26 ・ 1 34)

長軸方向 も 横断面 も 水平 に研がれて い る 物 で 、 刃 幅があ り 、 刃 先が直線的 な 物 を 研い だ も の
と 思 わ れ る 。
分類③ (1 06 ・ 1 24 ・ 1 30 ・ 1 33 ・ 1 36)

長軸方 向 に使用 さ れ た 物 で 、 横断面 は 中央部が凹 む よ う な 研 ぎ方が為 さ れ て い る 。 刃 物 の 先
一 引 ー



端部 な ど を 研い だ 物と 思 わ れ る 。
分類④ (1 0 ・ 1 1 9 ・ 1 27 ・ 1 28 ・ 1 32)

刃 潰 し を 行 っ た も の と 考 え ら れ、 砥石の 同 じ と こ ろ で刃 物の方 を 前後 に動かすた め 、 同一箇
所が深 く 削 ら れ る 。 刃 先 な どの場合 は 、 中 央部 だ け に 付く こ と も あ る 。
分類⑤ ( 8 ・ 1 0 ・ 1 2 ・ 1 3 ・ 1 5 ・ 1 6 ・ 1 7 ・ 1 1 0 ・ 1 1 1 ・ 1 1 4 ・ 1 1 9 ・ 1 22)

長軸方 向 に 水平で 、 横断 面 で は 中 央部がや や脹 ら ん で蒲鉾形 を な す 。 刃 幅 の広 い も の を 握 り
変 え て 裏表 を 研い だ 物 と 思 わ れ る 。
分類⑥ ( 8 ・ 1 0 ・ 1 2 ・ 1 3 ' 1 4 ' 1 6 ' 1 7 ・ 1 8 ・ 1 06 ・ 1 07 ・ 1 1 6 ・ 1 1 7 ・ 1 20 ・ 1 21 ・ 1 22 ・ 1 24 ・ 1 30 ・ 1 31 ・ 1 33 ・ 1 34 ・ 1 36)

削痕が付い て い る 物であ る 。 削 痕 は 、 小 さ く 欠 け て い る 刃 部 を 砥石 に 直角 的 に 当 て て 前後に
研 ぐ場合 と 、 焼 き が甘 く 刃 部が欠 け ず に捲かれた も の を 普通 の研 ぎ方 で研い だ場合 に 付く が、
こ れ ら は い ず れ も 普通刃 物が切 れ る よ う に な る ま で研 ぐ こ と に よ っ て 、 削蕩の ほ と ん どが消滅
する 。 奥野城跡の 出 土砥石 の場合、 全体の 50%弱 に削痕が付い て お り 特異であ る 。

Na 石 質 計 測 値 欠損状態 備 考長 さ (c皿) 幅 (c皿) 厚 さ (c皿) 重 さ ( 9 ) 
106 砂 岩 18 . 0  8 . 6  3 . 1  725 . 7  無
107 粘 板 岩 ( 18 . 0) (3 . 5) (5 . 2) (517 . 9) 有
108 砂 岩 ( 1 1 . 7) ( 12 . 5) (2 . 6) (340 . 7) 有
109 粘 板 岩 19 . 6  4 . 9  2 . 5  314 . 8  無
1 10 砂 岩 (10 . 9) (5 . 7) (2 . 0) ( 1 66 . 7) 有
1 1 1  砂 岩 (13 . 7) (9 . 2) (4 . 1 ) (846 . 5) 有
1 1 2  砂 岩 (14 . 5) (4 . 6) (4 . 3) (425 . 3) 有
1 1 3  砂 岩 (5 . 3) (7 . 6) (3 . 2) (212 . 4) 有
1 14 砂 岩 (6 . 3) (3 . 8) (2 . 9) ( 1 34 . 1 ) 有 石材に板 目 文様あ り
1 1 5  砂 岩 (6 . 0) (6 . 9) (2 . 1 ) ( 146 . 9) 有
1 16 粘 板 岩 (19 . 9) (2 . 8) ( 1 1 . 4) (841 . 6) 有
1 1 7  砂 岩 1 5 . 8  3 . 6  2 . 6  284 . 3  鑑
1 1 8  砂 岩 (3 . 2) (7 . 9) (5 . 7) ( 1 71 . 3) 有
1 19 砂 岩 (15 . 6) (3 . 9) (7 . 3) (745 . 6) 有
120 粘 板 岩 (12 . 3) (2 . 6) (3 . 6) ( 144 . 9) 有
121  砂 岩 (12 . 7) (4 . 7) (6 . 6) (305 . 7) 有
122 粘 板 岩 ( 1 1 . 6) (2 . 4) ( 1 . 0) (42 . 2) 有
123 粘 板 岩 (17 . 7) (8 . 1 ) (4 . 2) (663 . 9) 有
124 砂 岩 19 . 1  9 . 6  4 . 5  1 ， 428 . 9  無
125 砂 岩 (7 . 8) (5 . 6) (2 . 2) ( 156 . 5) 有
126 砂 岩 7 . 8  5 . 0 3 . 2  2 16 . 5  無
127 砂 岩 (9 . 3) (6 . 1 ) (4 . 0) (409 . 7) 有
128 粘 板 岩 (21 . 6) (8 . 7) (2 . 0) (469 . 0) 有
129 砂 岩 35 . 4  13 . 6  8 . 8  6， 080 . 0  無
130 砂 岩 24 . 2  10 . 5  5 . 0 989 . 3  無
131 砂 岩 (19 . 0) (7 . 2) (2 . 2) (495 . 5) 有
132 粘 板 岩 27 . 1  10 . 3 3 . 0  618 . 6  無 仕上げ砥石
133 砂 岩 20 . 5  8 . 9  18 . 9  3， 500 . 0  無
134 砂 岩 (16 . 3) (9 . 0) (8 . 4) ( 1 ， 274 . 9) 有
135 粘 板 岩 (16 . 5) (4 . 8) (2 . 0) ( 183 . 8) 有
136 砂 岩 20 . 7  9 . 6  3 . 2  885 . 8  無

第10表 砥石の計測及び観察 表
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。 。 石材の供給場所に つ い て

砥石 に 使用 さ れ て い る 素材は赤味 を 帯 びた 偏 平 な 転び石であ っ た 。 聞 き 取 り 調査か ら 、 城 山
続 き の 東方 向 の 尾根筋 に 「て い し と り (砥石取 り ) J rあ ら と り ( 荒砥) J と 呼 ばれ る 場所が
あ る 事が判 明 し 、 現地 を 踏査 し た が尾根筋 間 の 西 向 き の谷部 で 、 そ こ か ら は 砥石 の 素材 と 思 わ
れ る 様 な 石材 は採集 で き な か っ た 。 し か し 、 そ の 後の調査で奥野地 内 の 白 木妙見裏 の谷川 に 、
大小 の赤味 を 帯 びた砂岩や 粘板岩 の あ る 事がわ か っ た 。 今 日 、 奥野城跡の周辺で類似 の 石 材 を
採集 で き る の は こ こ だ け で あ る 。 な お 、 明治八年 ( 1875) 五 月 に 作製 さ れ た 求麻郡村地誌調掛編

『求麻郡村地誌 』 の 久米村 の 項 に 「砥石ハ 久米河 中 之両岸 ニ 有 リ 村民 自 用 ニ 供 ス 」 と あ り 、 隣
村 の 久 米 に も 砥石 の 産地があ っ た事が伝 え ら れ る 。 現在、 こ の 地 は 確認 で き な い 。

砥石 と し て は 、 石材が軟 く 、 均一 に擦 り 減 る 事が最大 の 条件 と 思 わ れ る 。 出 土 し た 砥石の場
合、 荒砥石 に 関 し て は 十分 に 条件が満た さ れて い る が、 他方、 仕上げ砥石の 粘板岩 は 、 や や硬
質で適切 と は い え な い が、 近 く か ら 得 ら れ る 石材 と し て 他 に は な か っ た の で あ ろ う 。 概 し て 出
土砥石 は 良 く 使い 込 ま れ て い る 。

- 58 -



(1 1' 縄文時代の遺物

城跡、か ら 縄文時代 の 遺物が数点 出 土 し て い る 。 但 し 、 遺物包含層 は存在せず、 い ずれ も E 層
土か ら で あ る 。 縄文時代 の遺物 と し て 、 磨石、 石皿、 土器があ っ た 。

1 37 は 磨 石 で 、 長 さ 1O . 5cm、 幅8 . 4cm、 厚 み5 . 6cm、 重 さ 751 . 8 g を 測 る 。 砂岩で 、 正面部 は 丸
み を も っ て研磨 さ れて お り 、 裏面 は 水平 的 な 使用がな さ れて い る 。 側 面部 に 限 っ て 、 研磨面 も
叩 き 面 も 見 ら れず 自 然面 そ の ま ま で あ る o

1 3 8 は 石 皿で 、 城跡 に 伴 う 建物跡の柱穴 ( 1 号掘立柱建物跡、 P 3 ) か ら の 出 土遺物 で あ る 。 柱
の 根固 め 石 と し て 転用 し た も の と 思 わ れ る 。 砂岩で長 さ 30cm、 残存幅24 . 2cm、 厚 み 1O . 8cm、 重
さ 8 ， 720 g を 測 り 、 正面 部 の み に研磨面が見 ら れ る が、 凹 み は な く 水平的 に 使用 さ れ た も の と 思
わ れ る 。

1 39- 1 41 の縄文土器は い ずれ も 底部の み の 残存で、 器形復�で き な い が平底 に な る も の よ 思
わ れ る 。

137 
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第36図 縄文石器・土器実測図
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第 V章 奥野城跡周辺に つ い て

奥野城跡の 周 辺 に は 、 多 く の 中 世城跡、や 中 世寺院 ・ 神社 な どが存在す る 。 今回報告書 を 作成
す る に 際 し 、 関連調査 と し て 奥野地 区 を 初 め と し 、 「 中 世 の奥野村」 に 関連 の 深 い 久米 ・ 宮 原
地 区 や 隣接 の 湯前 町 に つ い て も 悉皆調査 を 行 っ た 。

な お 、 調査の 対象地 は 、 期 間 の 制 限 も あ り 、 遺跡が集 中 す る 盆地縁 に 重 点 を お い た 。
調査で は 、 城跡や 寺院跡の所在地確認作業 と 合 わせて 、 地 名 の採集や 、 一部、 民 間 信仰 な ど

に つ い て も 聞 き 取 り を 行 っ た 。

第1節 中世城跡について

(1) 平城跡① 多 良木町奥野字不易
文化七年作製 の 『奥野村絵図下地」 に 「平城」 と の記載があ り 、 地元の切畑集落で は 、 古老

の 一部が 「 ひ ら じ ろ 」 と 呼 ん で い る 。 な お 、 切畑 は 、 江戸時代 に 湯前村の飛地 で あ っ た 。
平城跡、①箇所は 、 集落よ り 東方向の山・付 き へ約200m 程入 り 込 ん だ 山 で、 標高240m -250 m ラ イ

ン (集落 よ り の比高約40 m ) に 遺構が認め ら れ る 。 南西方 向 か ら 延 び る 尾根が、 標高250 m ラ イ
ン で北北西方 向 に 主 軸 の 向 き を 変 え 、 変化点が小 さ な 頂 き に な っ て い る 。 城跡の 中 心 は こ の 山
頂 と 周辺の尾根筋 に あ る 。

主郭 山 頂 は 長軸 1 2 m ・ 短軸7 . 2m の 長 円形の平坦地 に な っ て お り 、 南東端 に 幅 3 m の 土塁が
残 っ て い る 。 山 頂 の 中 央 に は 、 松の大木が朽 ち て 残 り 、 風の神 を 杷 る 石 嗣 があ る 。 尾根は 、 こ
の 山 頂 よ り 北北西方 向へ極 め て 緩や か に 下 り 、 約30m先で急、峻な傾斜 と な る 。 な お 、 山 頂 及 び
こ の 尾根筋 の 東西両斜面 は 絶壁 に 近 く 、 天然の要害であ る 。

堀切① 山 頂 の南西倶IJ に あ り 、 聞 に 4 m幅の土塁 を 挟 む 二重 の 堀 切 で 、 山 頂 よ り の 内側 は 幅
4 m 、 外側 は 4 . 5m を 測 る 。 堀切 は い ずれ も 、 中央部 を 土橋状 に や や 高 く 残 し 、 両端 を 堅掘状に
掘 り 窪 め る 形式 で あ る 。

外郭① 堀切①の南東側 は 山 頂 よ り 一段低 く 、 幅 4 m ・ 長 さ 1 5 m 程の 尾 根筋 と な っ て い る が
中 途 に 数十cmの段差があ り 、 大 き く 2 区画 に 分かれて い る 。 外郭尾根の 東西両端 の 斜面 も 絶壁
に 近 い 。

堀切② 外郭 の南西側 に あ り 、 聞 に 幅2 . 8m の 土塁 を 挟 む 二重の堀切 で 、 外郭 よ り の 内側 は 幅
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3 . 6 m 、 外側 は 3 m を 測 る 。 内側 の堀切 は や や掘 り 込みが鈍 く 、 一方 、 外側 の堀切 は 東端が竪堀
と な り 、 西端 は 幅2 . 3m ・ 長 さ 8 m の帯状の削 平地が堀底 と 繋が っ て い る 。

外郭② 堀切②の 南側 に あ り 、 北西端 に堀切②に伴 う 幅 2 m の 土塁が残 っ て い る 。 尾根筋 は
こ れ よ り 南西側へ約 10m程延 ぴ、て 、 -ß.、 段下 り と な る 。 そ れ よ り 先 の尾根は 、 全 く の 自 然地
形であ る 。

(2) 2字通跡② 多 良木 町奥野字薬師 出
地元の 中 山 集 落 で は 城跡地 と 伝 え な い が、 『奥野村絵図下地』 に 「平城」 と の記載があ る 。
平城跡②箇所は集落よ り 、 東方 向 の 山付 き へ約200m程入 り 込 ん だ 山 で、 西側 裾部 に 中 山 寺跡が

あ る 。 踏査の結果、 城跡地で あ る 事が判 明 し た 。 北西方向 に 下 る 尾根筋 の 標高 280m ラ イ ン 付近
(集落 と の比高約90m ) に 遺構が認め ら れ る 。 そ れ ま で緩や か に 下 る 尾根が一条 の 堀 切 で 断 ち

切 ら れ、 こ れ よ り 先 の尾根は小 山 状 に 高 く な っ て 、 明 ら か に 人工 的 な 地形 と な る 。
主郭 長軸約20m ・ 短軸 約 8 m の範囲で、 あ る が、 地表面 は 凸 凹 し て お り 、 全体的 に 見 て 北西

側 と 東西両側 への緩傾斜地 で あ る 。 南東端 に 、 堀切 に伴 う 幅3 . 5 m 弱 の土塁が残 っ て い る 。 主郭
直下 の 裾部斜面 は 、 削 り 落 と さ れて 急峻であ る 。

堀切 南東側 か ら 延 び、る 幅約 1 5 m の 尾根 を V 字形 に 鋭 く 断 ち 切 る も の で 、 中 央部 を 土橋状 に
や や 高 く 残 し 、 両端 を 堅堀状に掘 り 窪 め る 形式の堀切 で あ る 。

主郭裾部 主郭の約 4 m 下 に 削 平地があ り 、 主郭の裾部 を ぐ る り と 巡 り 、 両端 は い ずれ も 堀
切 に 繋がっ て い る 。 東側 は 幅 1 m 弱で、 先端部及び西側 は 幅約4 . 5 m を 測 る 。 西側 に つ い て は 中
途が長 円 形状の 凹 地 と な っ て い る 。 な お 、 主郭の先端部 の 削 平地か ら 二 股に 尾根が分かれて い
る が、 北東側 の 基底 部 に 堀 切 は 認 め ら れず、 北西側 に つ い て は 高 さ 2 m - 3 m の 削 り 落 と し を
挟 ん で 尾根 と 繋が っ て い る 。

( 3 )  曽蹟城跡 (城山箇所) 岡 原村宮原字城 山
宮 麓集落 よ り 南側 の 山付 き へ約250m 入 り 込 ん だ 山 に 「城山」 と い う 字名 が残 っ て お り 、 北方

向 に 下 る 尾根筋 の標高240m ラ イ ン に遺構が認め ら れ る 。 こ の 地 は 、 尾 根が北東 と 北西方 向 の 二
股 に 分か れ る 所であ る が、 分岐点 の手前で.， -ß.、 小 山 状 に 高 く な っ て お り 、 こ の 地形 を 利用
し て 城が築か れ て い る 。

主郭 小 山 状の尾根は 、 南側 か ら 北側への緩傾斜地であ る が、 背面部 と 両裾部 を 削 り 落 と し
て 、 高 さ 2 m前 後 の 高台が 3 つ 造 ら れ て い る 。

高台① 長 軸 1 1 . 2 m ・ 短軸 4 m を 測 り 、 南側裾部 は堀切① と な る 。
高台② 高台①の 北側 に あ っ て 、 聞 にO . 3 m の段差を挟んでい る 。 長軸 7 m ・ 短軸5 . 5 m を 測 る 。
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高台の北川 に堀切②があ る 。
高台③ 堀切②の 北側 に あ っ て 、 長軸14 . 7 m ・ 短軸 7 m を 測 る 。
堀切① 幅6 . 2 m で主郭 の南側 に あ り 、 南方向か ら の尾根 を 断 ち 切 っ て い る 。 堀 り 込み 面 は や

や 鈍 く 、 東端 は 竪堀 と な る 。
堀切② 幅 3 m で 東端 は 竪堀 と な る が、 西側 は 、 や や カ ー ブ を 描 い て 、 高台③の西側へ巡 る

よ う で あ る 。
堀切③ 高台③ よ り 北へ25 m 先 に 城域 を な し た 尾根の端部があ る 。 こ れ よ り 先 の尾根は 高 さ

を 大 き く 減 じ て 斜面 と な り 、 中 途 か ら ふ た た び、二股 に分か れ て 、 麓集落側へ下 っ て い く 。 従 っ
て 、 北東側尾根の基底部 に 、 こ れ を 断 ち 切 る た め の 二重 の堀切があ る 。

南側堀切 基底部 に あ る 幅 3 m の削平地の東側半分が堀切 と な り 、 端 部 は 幅 2 m 程の竪堀 と
な っ て 城域側 の 東尾根斜面 を 下 る 。

北側堀切 幅3 . 4 m と 大 き く 、 東端 は 竪堀 と な る 。 こ の堀 切 の 北側尾 根 に は 幅 5 m の 土塁が積
ま れ て い る が、 い か な る 意味か ら か 、 土塁 の 聞 に 幅 1 . 5m 程の小溝が走 っ て い る 。 一方、 北東側
の尾根 は 、 基底部付近が林道工事で大 き く 削平 さ れ て お り 、 遺構の確認 は で き な い 。 な お 、 北
東尾根の 中 途 に は 、 風の神様が杷 ら れて い る 。

(4) 筆蹟場跡 (中島箇所) 岡 原村宮 原字 中 島
城跡 と し て の記録や伝承は な い が、 踏査の 時 に 城跡であ る 事 を 確認 し た 。 注11 今回 、 調 査 を 行

っ た 7 城跡の 中 で は 遺構 の 残 り が最 良であ り 、 確た る 縄張 り を 有 し て い る 所か ら 、 測量調査 を
実施 し た 。 ( 第41 図 )

城跡 は 切畑集落の南側 に あ り 、 北方向へ下 る 尾根筋の 標高230m ラ イ ン 付近 (集落 と の比高約
35m ) に遺構が認め ら れ、 主郭は 長方形状 を 呈 し 、 長軸30 m ・ 短軸 1 1 m を 測 る 。 四方 と も 裾部
は 削 り 落 と さ れ急峻で あ る 。 主郭 は 、 尾根筋 の 中 で高台 の よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 高 台 の
東西両裾 に は - 4 m の比高差で帯 曲 輪状の削 平地があ る 。

城郭 は こ の 主郭か ら 延 びて お り 、 5 条 の堀切で仕切 ら れた 四 つ の 区画か ら 成 っ て い る 事が判
る 。 主郭 よ り 2 つ 目 の 区画 に は 、 直経 2 m -2 . 5m ・ 深 さ 2 m の井戸状の穴があ る 。 3 つ 目 の 区
画 に は 、 東縁に 土塁が残 っ て い る 。 一方、 主郭 よ り 南側 の尾 根筋 に は 、 合計1 1 条 も の堀切が刻
ま れて い る 。 城跡は典型的 な 、 連郭式の 山城であ る 。

(5 )  久朱岩場跡 多 良木町久米古城
古城集 落 内 に 城跡があ る 。 勘代寺の東側 、 谷向かい に あ る 盆地縁の 山 で 、 古城 (ふ っ じ よ う )

の字名が残 っ て い る 。
注11 r城WJ と 称する古老もいる が、 概して中島箇所の城跡についての伝承は薄い。
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主郭 山 は 平面的 に 、 拳 を 水平 に 突 き 出 し た よ う な|合好 を し て お り 、 集落 と の比高 は約 1 5 m
程であ る 。 地形か ら し て単郭の 城跡、で、 主郭は二 軒 の 農 家 の敷地 と な っ て い る た め 、 遺構は 観
察で き な い 。

堀切 主郭か ら 南東方 向 に は 、 た だ びろ い )己 保筋が緩や か に 立 ち J-_が っ て お り 、 100 m 程登 り

詰 め る と 一つ の 頂 き と な る 。 こ の 間 に 、 掘 り 込み は や や 浅い ( 深 さ 1 m 程度 ) が 尾根の 中 央 に
二 条 の堀 切 が観祭で き る 。 尾根は 、 こ の 山 Tl1か ら 高 さ を 減 じ て 、 再 び南東方向へ延びて い る の

で、 こ れ を 断 ち 切 る 為 の堀 切 が、 IJl m よ り わずかに ド っ た 地 根筋 に あ る O 一方で、 山 頂 よ り 南

東方 向へ尾根筋 を 程 な く 行 く と 、 山 腹 中 に 一 つ の尾根が派生す る 。 北西方向 の 古城集落側 への

も の で 、 こ れ を さ ら に70m -80m 程下 る と 、 一 つ の小 さ な 頂 き に IH る 。 こ こ に も 山 頂の 手前 に 二
重 の堀 切 が残 っ て い る 。

(6 )  久朱域跡 多良木町久米字今山
久米古城の東側谷向 か い に あ る 山 で 、 集落 と の比高 は 約60m を 測 る 。 覚井集 落 で は こ の 山 を

「 久米城」 と 呼 ん で い る 。
主郭 山 頂 は 、 長 軸60 m 、 短軸 1 5 m の瓢箪形の平坦地 と な っ て お り 、 京両方 向 に 主 軸 の 向 き

があ る 。 単郭の城跡であ る が、 唯一、 山頂直下 の北側裾部 に 限 っ て 、 三 日 月 形 を し た 幅 3 m -
4 m の 削 平地が観察 さ れ る 。 山 頂 と の比高は 約 5 m - 6 m で、 あ る 。

堀切① 山 頂 よ り 南東側 へ一段 下 っ た 所 に 幅 5 m の尾根が、 あ る 程度 の 水平 を 保 ち な が ら 30
m 程延 び、て い る た め 、 山 頂側 の 基底部 に堀切 が 刻 ま れ て い る O 二重の堀切 で 、 山 頂 よ り の 内 側
は 幅3 . 7 m 、 外側 は 3 m を 測 る 。 い ずれ も 、 堀 切 の 中 央部 に は 土橋が架 か つ て お り 、 両端 は竪堀
状 に 堀 り 窪 め ら れ て い る 。 な お 、 山 頂 よ り 南東側へ延 び る 尾根は 、 自 然地形で郭 を 構成せず に
ほ ど な く 収束す る 。

堀切② 城跡の 北面倒 麓 に 熊野座神社があ る が、 境内の南西側 に 山 腹 を 連続的 に 刻 む 三 重 の
堀 切 が観察 さ れ る 。 上段 の堀切 は 幅 3 . 7 m で ÙJ 腹 を 50 m - 60m の 長 さ で、弧状 に 巡 っ て お り 、 見
た 目 に 通路 と し て も 利用 さ れ た様であ る 。 な お 、 中段の堀切 は幅 2 . 5 m 、 下段の堀切 は 幅3 . 5 m
を 測 り 、 山 腹 を 直線的 に 断 ち 切 っ て い る 。

(7 )  業芳城跡 湯前町東方馬場
集 落 よ り 南西方向 の 山付 き へ約 1 50m 入 り 込 ん だ盆地縁の 山 に 「城平」 ま た は 「城 山 」 と い う 呼，

称が残 っ て い る 。 比高40 m 程 の 台地状の小 山 で 、 山 の 主 軸 は 北西方向 に あ る 。 山 頂 は 長 円形 の
平坦地 で 、 長 軸 1 3 m 、 短軸 9 m を 測 る 。 単郭形式 の城跡で、 山頂直下お よ び山 腹 に は 、 山 頂 を
軸 と し た 同心 円 状の 削 平地が残 っ て い る 。 一つ は 、 山 頂 の 北側 と 西側 を 巡 っ てお り 、 幅 1 0 m 、
山 頂 と の比高差 一 O . 4m - ー 0 . 5 m で、 あ っ た 。 さ ら に 、 山 頂 よ り 比高が 6 m - 一 7 m の 所 に も 、
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同 じ 造 り の 削平地があ り 、 東側 で幅 8 m 、 南側 で幅18m を 測 っ た 。 西側 に お い て は 幅 3 m 程の
犬走 り 的 な も の に 変化 し て 、 先端の北方 向へ巡 っ て い た 。 こ の外、 東側 山 腹 中 に も 2 段 の 削 平
地 (幅 5 m - 6 m ) があ り 、 い ずれ も 、 東側 か ら 北側へ ぐ る り と 巡 っ て い る こ と が判 っ た 。 な
お 、 城跡地 に は 、 北北西方 向 に 緩傾斜の尾根筋があ り 、 こ の 箇所 に も 四段 に 連 な る 削平地の存
在が確かめ ら れた 。

削 平 地 聞 の段差面 は 、 いずれ も 削 り 落 と さ れて お り 急峻であ っ た 。 な お 、 城跡の鞍部 は 南 東
側 に あ り 、 一段低 く な っ た 鞍部箇所 を 断 ち 切 る 大規模造 り の堀切が、 東 か ら 西へ大 き く カ ー ブ
を 描 い て 走行 し 、 最 後 は 城跡の西側 に あ る 谷部で収束す る 。

小 結

奥野城跡 ・ 周 辺 の 7 城跡の 踏査 を 行 っ た が、 こ の 中 で従来知 ら れ て い た の は 、 久米城跡 の み
で 、 他 は 新発見の城跡であ る 。

興味深 い の は 、 大別 し て 宮原 ・ 奥野 ・ 久米地 区 に 、 各 々 2 つ の 城跡が盆地縁の 山付 き に相並
ん で位置す る こ と で あ る 。 同 地 区 内 で は 、 両城跡 を 比較 し た場合、 一 方 の 城跡の存在が余 り 知
ら れて い な い と い う 事が わ か っ た 。 宮原地 区 で は 、 城 山 箇所 の 城跡、が良 く 知 ら れ て い る 反面 、
中 島箇所 は 、 ご く 一部の古老が同地 を 城跡 と 伝 え る に す ぎ な か っ た 。 奥野地 区 で は 、 調査地の
城山 と 比べ て 、 平城跡① ・ ②は ほ と ん ど知 ら れ て お ら ず、 『奥野村絵図 下地 』 の記載が発見 の
機会 と な っ た 。 久 米地 区 で は 、 久米古城跡 に 「古城」 と い う 字名 が残 る に も かか わ ら ず、 城 と
い え ば字今 山 地 内 の 山 城 ・ 久 米城跡の事 を 意味 し て い た 。 地元で は 、 一村二城の状態 で あ る に
も かか わ ら ず、 一村一城の受け取 り 方 を し て い る 所 に 特色があ る。

さ ら に 城跡地 は 、 同 じ盆地縁の 山 で も 、 集 落 に 近 い 所 と や や奥 ま っ た 所 に 二分 さ れて い る こ
と がわ か る 。 前者 は 、 宮 原 地 区 の 中 島箇所 ・ 奥野の城山 ・ 久米の 久米城であ り 、 後者 は 、 宮原
の 城山箇所 ・ 奥野の平城跡① ・ 久米古城跡 ・ 湯前 の 東方城跡で あ る 。

な お 、 久米地 区 の場合、 久米古城の周 辺 に 残 る 社寺の棟札 ・ 金石文 ・ 造像銘 は 室 町時代初期
の物が多 く 、 他方 、 久米城跡の周辺 の も の は 、 ほ と ん ど戦国時代 と い う 際立 つ た 相違があ っ た 。
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第37一 ①図 平城跡迂瀦測図

第37一 ②図 平城跡任漏空写真
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第38ー ①図 平城跡喧瀦測図

第38一 ②図 平城跡哩航空写真
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第39一 ①図 宮原城跡 (城山箇所) 略測図

第39一 ②図 宮原城跡 ( 城山・中 島箇所 ) 航空写真
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主郭

熊野座神社
第40ー ①図 久米城跡模式図

第40一 ②図 久米城跡・久米古城航空写真

第40一 ③図 東方城跡航空写真
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第 2 節 中世寺院 跡 ・ 神社 ・ 堂宇 に つ い て

1 . 中山寺跡 奥野字 中 山
奥野城跡の 東側 に あ る 中 山 観音堂一帯が寺跡で、 「 お や し き 」 と 言 う 小 名 が残 る 。 文明十一年

( 1 479) 十二 月 十 五 日 の 「肥後国求麻郡久米郷奥野村田 畠 目 録J (以下、 「 田 畠 目 録」 と 略す ) に 中
山 寺 領 と し て 、 水 田 八筆、 畠 十一筆、 計五町二 以 と 見 え る 。 観音堂 に は 、 南北朝時代 の 作 と 言

わ れ る 木造 聖観音菩薩立像 l 鉢 と 木造 四 天王像があ り 、 応 永 四 年 ( 1 397) 銘 の 鋳銅 製 の 鰐 口 が
伝 わ っ て い る 。

奉寄進 鰐 口 一 口 日 本最初大波社 応永二二年 大 口口口 八 月 - H 願主権律師有澄
〔追銘〕 正 八幡宮御宝前 願主快賢 弘治四年成午 三 月 日 施主各

2 . 説法院跡 奥野字 中 山
地元で は 、 「老人憩 い の 家」 の東側谷向かい に あ る 山 を 「 じ ゃ こ ん や ま J r じ ゃ く ほ ん 」 と 称

し て お り 、 こ の 地が寂本院跡 と 思 わ れ る 。 近世 の 寺院帳 に 寺 院名 を 一切 見 な い事か ら 、 逆 に 中
世寺院の可能性があ る 。

3 . 議論寺跡 奥野字屋尻
「 ゅ う ふ く じ 」 と 言 う 小名 を 残す末端尾根筋 の 山 があ る 。 「 田 畠 目 録」 に 永福寺領 と し て 、 水

田 三筆で五反、 畠 一筆で 二反の ほ か居屋敷が見 え る 。

4 . 瑠璃元焼跡 奥野字七代
「 て ら ん や し き (寺屋敷) J と 言 う 小 名 を 残す 水 田 の 一隅が寺院跡で あ る 。 寺跡 に は 薬師堂

があ っ た が、 昭和22 ・ 23年 頃 に 災難 の た め 、 裏の地蔵山 に 移転 し て い る 。 薬師堂 に は 、 室 町時
代 の作 と い わ れ る 木造 薬師知来立像 があ り 、 地蔵山 の 墓地 に は 、 「天文廿一 口 年」 と 刻 ま れた
笠塔婆が一基あ る 。 ま た 、 昭和52 ・ 53年 に は 圃場整備事業 の た め 、 寺跡地 を は じ め 、 境 内 の五
輪塔群が消滅 し た 。

5 . 迫未掛菟社 奥野字城山
『麻郡神社私考』 に 「 白 木妙見奥野笛木城妙見 山 、 文安元年 甲子藤原尭頼十代相良三郎公 ノ 時仲

原氏大隅 親吉祈願 ト シ テ代官周 防介藤原親景再興」 と 見 え る 。 地元 に は 「 白 木妙見 は 後方の妙
見野 と い う 山 頂 に あ っ た が、 火事 に 逢い現在地 の 麓 に 下 っ た 」 と 言 う 伝承があ る 。 境内 に は 稲
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荷神社 も 杷 ら れ て い る 。 奥野村の村社で集落の後方山付 き に あ り 、 前方 の 集 落 を 「宮 下村」 と
言 っ て い る 。

6 . 白 代議の地論議 奥野字 日 代越
日 代越集 落 に 現存す る 地蔵堂 を 古老 た ち は 「地頭殿 の 墓」 と 称 し 、 周 辺 の 水 田 二反 あ ま り を

「イヒ粧 田 」 と 伝 え て い る 。 日 代越 に は 、 「 む か し 、 日 代越 は 久米領で あ っ た が、 奥野の殿様が合
戦 に 勝 ち 、 奥野領 に な っ た 。 」 と 言 う 興味深い伝承が残 っ て い る 。

7 . 天満宮 奥野字杉園
幸野溝の左岸 に 小 さ い堂宇が現存 し て い る 。 『麻郡神社私考』 に 「天満天神 、 奥野杉園村、 停

ニ 云 ク 嘉吉二年 再興」 と 見 え る 。

8 . 議論神祖 久米字赤仁 田 男 鉢
久米古城の 山 中 に 位置す る 。 元 は 新八幡宮 で、 現在 は 治頼神社 と 称 し て い る 。 永禄九年 の 草

創 で あ る 。 『麻郡神社私考』 に 「相良治部少輔治頼及 ピ母堂両所 ノ 霊地 … … 」 と 見 え る 。 治頼は
相良長弘の嫡男 で あ る 。 治頼は謀罪反を 起 こ し 、 相良氏か ら 誹伐 さ れ た 結果、 霊 を 鎮め る た め に
建立 さ れた も の と 伝 え ら れ る 。 治頼 を 祭 る 神社 は 、 久米の ほ か 、 多 良 木 ・ 黒肥地 ・ 宮 原 な ど 4
社 を 数 え る 。 神 殿 に 伝 わ る 木造 男 女神像 の墨書銘 に 「城内安全村 中 平全」 、 「天正 七年 乙卯雪
月 廿 四 日 」 と あ り 、 天正七 年 ( 1 579) の 久米古城の存在がわ か る 。 さ ら に 、 木造 狛 犬 に は 天正
八年 ( 1 580) の 銘文があ る 。

木造男 神 坐像台座裏書銘文
敬 白 i青作歌色常州 賀 日午房 (花押) 小番弁行俊房 (花神 )
奉勧請 治幡八菩薩 嘗檀那東加賀 守藤原頼秀弁与一頼忠
右致丹誠 旨者信心檀郡息災延命 子孫繁 昌武運長生城内安全
村 中 平全一 々 満足故也 大願主北崎正市助宗方氏房井内初袈裟女
天正七年 乙卯雪 月 廿 四 日 山作者藤七兵衛尉

木造女神坐像台座裏書銘文
敬 白 御 母女若宮 清作執色常州 賀 昨坊 (家押) 小番弁行俊房 (家押)
奉勧請 治頼八幡大菩薩 嘗檀那東賀守藤原頼秀弁与一頼忠
右致丹誠雇者 信心檀那 息口延齢 女葉殊枚武運長 久城内安全村 中
平全一 々 満足故也 大願主北崎正市助宗方氏房 同 内 初袈裟女
天正七年 乙卯雪 月 廿 四 日 作者藤七兵衛尉
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9 . 縫通寺跡 久米字古城
古城天満宮 の 別 嘗寺で、 字古城の勘代寺が堪提寺跡であ る 。 久米古城の西側谷向 か い の 山 に

位置す る 。 『麻郡神社私考』 に は 大永六年 ( 1 526) の 火 災が記 さ れ て い る 。 江戸時代 の 初 期 に 廃 寺
と な り 、 文化七年 ( 1810) の 『久米村絵図下地』 に は 、 堪提寺跡 に 「天神坊」 と 記 さ れ て い る 。
現在、 勘代寺近 く の 「 と う わ ら 」 と 称 さ れ る 墓地 に は 、 五輪塔が散乱 し て い る 。

五輪熔銘文

( 1 )  地輪 「愛 奉遊座 己口J r永 翁口抜挫J r硯並寛口J r永正 八 年」

( 2 ) 地輪 「仁口為青口口J r永禄 四 年辛酉七 月 八 日 wl!

( 3 ) 地輪 「慶長 十一季丙午正 月 」

(4 ) 地輪 「奉為 日 口記」

( 5 ) 板碑 ( 明 暦三年 ) r妙真禅 定 尼J r宗姓禅 定 門 」 下 に 「 菩 提 」

1 0 . 古滋美論曽 久米字古城
久米古城の北側真下 に位置 し て い る 。 『麻郡神社 私考』 に 堪提寺 と 同 様 、 大永六年 ( 1 526) の 火

災が記 さ れ て い る 。 天満宮 に は 、 天満天神座像、 随 身像一体、 狛 犬一対があ っ た が、 近年盗難
に 会い 、 所在不 明 で あ る 。

天 満 天 神 座 像 の 墨 書 銘

「 天 満 天 神 形 像 ー 鉢 大永七 丁亥口秋十八 阿羅茂 院主 権律師宥 銀作 」

1 1 . 操動産持註 久米字今 山 田
久米村の村社で、 久米城跡の北側 山 腹 中 に位置す る 。 『麻郡神社私考』 に よ る と 、 かつ て 「今

山 権現」 と 称 し て い た こ と がわ か る 。 同書に は 、 天文十三年 ( 1 544) に 相 良晴農 を 願主 と し て 藤

原為宗が本殿 を 修造 し て い る 事 も 記 さ れて い る 。

1 2 . 7諸蟻跡 久米字今山 田
今 山 権現 の 別 嘗寺で、 『麻郡神社私考』 に よ る と 「嘗社 (今山 権現) 昔年別 賞 ア リ 杉谷 山 了 清

院 ト 号 ス 、 天正年 中 雷火 ニ テ焼失」 と あ る 。 熊野座神社 の参詣入 口 に 寺跡があ り 、 観音堂が現
存 し て い る 。 周 辺 に は相良氏 の供養碑や五輪塔が、 15基ほ ど散在 し て い る 。

わかみや むん じ ゃ1 3 . 若宮神社 久米字六反 田
六反 田 集 落 の 中 に 若宮神社が現存す る 。 「 田 畠 目 録」 に 若宮免 と し て 水 田 二筆で二反、 畠 一筆

で 一反 と 見 え る 。 「麻 郡神社私考』 に は 「久米六反田村、 若宮大明神、 棟札ニ 目 ク 、 永正十三丙
子藤原正行再興、 藤原長陸及 ピ百三郎安部若狭等領 中 静誼、 祈願 ト シ テ 社壇造営」 と あ る 。 な
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お 、 藤原長陸 は 後の奥野村地 頭であ る 。

1 4 . 劫抽矢踊神跡 宮原字切畑
宮 原 地 区 で最古の神社で あ る 。 『麻郡神社私考」 に よ れば 「永治元年 乙酉再興、 延文年 中修復、

天正十一年 発未類火 ニ 羅 リ テ宮殿焼失 ス … …」 と 見 え る 。 神社跡 は 、 宮原古城の東麓 に あ り 、
「み や ん や し き (宮屋敷) J と 言 う 小名 が残 っ て い る 。

1 5 . 雇拍寺跡 宮原字寺の下
上村重次編 『九州 相 良の寺院資料』 に よ れ ば、 亨禄二年 (1 529) に建立 と い う 。 弘治二年 ( 1 566)

人吉 ・ 相 良晴贋の 次男徳千代 (頼貞) が13歳で剃髪 し 、 名 を 斎雲祖英 と 改め 、 庭柏寺の住持 と

な っ て い る 。 寺跡に は 、 相良忠房 ・ 長毎 ・ 頼寛の歴代供養碑 と 供 に 、 数十基の五輪塔が散在 し
て い る 。 寺跡は宮原城跡 の 麓 に 「寺の 山 」 と 呼ばれ る 所 に あ り 、 近 く に は 「寺屋敷」 と い う 小
名 も 残 っ て い る 。

五輪塔銘文 「奉為 山鵠 字左ニ干時大永五年 乙酉十 月 」

1 6 . 格基矢誰説跡 宮原字 中 島 ( 中 島 山 )
『麻郡神社私考』 に よ る と 「大同元年丙戊草創 傍記ニ 日 ク 応永十四年丁亥神殿修復、 永亭

四年壬子藤原前憤公御願ニ依別 嘗龍泉寺重慶修造」 と 見 え る 。 そ の 後 、 天文年 間 ( 1 532- 1 554)
と 文禄五年 ( 1596) に拝殿が修復 さ れて い る 。 も と 、 村社で あ っ た が、 明治43年 に 岡 本 の 熊野座
神社 と 合併 し て 、 岡 本字諏訪の 岡原神社 に 移転 し て い る 。 中 烏 大 権現の跡地 は 「み や や し き 」

と f云 え ら れて い る 。

1 7 . 筒蹟説箸盈 宮 原字舟川
宮原城跡の後方 の谷に位置 し 、 現在、 県指定の重要文化財 に な っ て い る 。 『麻郡神社私考』 に

よ る と 、 宮原 ・ 中 島大権現の 「別 嘗龍泉寺」 と 記 し で あ り 、 相良三十三観音札所の御詠歌札 に
は 、 「第二十九番 宮 原竜泉寺」 と あ る 。

1 8 . 深水元光氏宅地蔵堂 宮原字麓
鎌倉時代後期 と 伝 え ら れ る 地蔵菩薩立像があ る 。 近 く に 「 じ ぞ う で ん (地蔵 田 ) J と 言 う 小名 の

残 る 水 川 があ り 、 聖域 と し て 堆肥 を 入 れ な か っ た と 伝 え ら れ て い る O 以前 の llli 蔵祭 り で は 、 「地

蔵 田 」 で 収穫 さ れ た 米 で1濁酪 ( どぶ ろ く ) を 造 り 、 自ì! を つ い て 近 在 に 振 る 舞 っ た と 言 う 。 今 日 、

6 月 13 日 の 地蔵祭で は 、 i深菜水家で
に は 、 3釦銅F同l 妥製1 の 骨鰐考 口 カがf汗{云 わ つ て い る
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鰐口 銘 文
撞12

「大 日 本九州、旧 向国高和尾首切竹上寺」
「干時永亨五年発丑十一 月 十 四 日 願主敬 白 J r助宗」

1 9 . 萱島寺跡 湯前町字宝陀寺
相 良 三 十三観音二十七番札所の観音堂が寺跡であ る 。 観音堂 の木造地蔵菩薩 立像 は 南北朝時

代 の 作 と 言 う 。 『新宮家文書』 に よ る と 「寛正年 間 に 滅びた 久米氏の 寺 で 、 九重石塔があ っ た 。 」

と 伝 え ら れ て い る 。 隣接地 に 「 ぎぜ ん ほ う 」 の小名 を 残す所があ り 、 昭和42年 の砂防 ダ ム 工事
の 際 、 蔵骨器 ら し き も の が 出土 し た と 伝 え ら れ る が不詳であ る 。

観音堂 に かか る 鰐口 の 銘文
「廿七番札所 宝陀寺観音菩薩御宝前施入安永三年 甲午三 月 吉 田 」

20 . 7t腸寺跡 湯前町長谷場
『麻郡神社私考J に 「稲荷大明神 湯前東方八勝寺 山 」 と あ り 、 東方城跡の北側 麓 に あ る 阿

輔 陀堂が寺跡で あ る 。 室 町時代の造像銘 を持つ、 阿嫡陀三尊が安置 さ れ、 境 内 に は 五輪塔群が
あ る 。 現在、 上村の誓願寺跡阿輔陀堂 に八勝寺の鰐口が伝 わ っ て い る 。

鰐 口 銘 文 「久米八勝寺薬師如来 願主上金J r干時文明十六 天 甲 辰 六 月 吉 日 」

21 . 通治寺跡南晶ぬ量 湯前 町字下辻
ひがL かた

久 米 と 湯前 の 境 に 位置 し て い る 。 こ の周辺が、 も と 「久米郷東方」 で あ っ た た め “東方" と
言 う 地名 が残 っ て い る 。 『南藤蔓綿録』 に よ る と大永二年 湯前東方浄心寺権大僧都 尊 郡 ニ 求
奉加寺院仏 閣鎮守熊野権現修造 伝記 日 八十五代後堀 河院御字貞応年 中 ノ 草創 開 山 浄心比所
ニ 九重 ノ 石塔有 寛喜二年浄心建之 ト 在 リ 」 と あ る 。 本尊阿輔陀加来座像及 び両脇侍 の 観音 ・
勢至菩薩 は寛喜元年の作で、 三尊 と も 国指定重要文化財。 境内 に は 、 寛喜二年造立 の 七重 ・ 九
重 ・ 十三重の石塔があ り 、 こ れ ら も 国指定重要文化財であ る 。 七重石塔は 、 昭和60年 に修復 ・
復元 さ れ た 。 十 三 重石塔 は 、 八代市の米 康夫氏宅 に移 さ れて い る 。 「九州 相 良 の 寺 院 資料』 に

よ る と 、 明 治維新後 に廃寺、 大正 4 年 に 阿嫡陀堂が国宝指定 を 受 け た お り 、 “城泉寺" と 誤 り
記 さ れ、 現在 は 「城泉寺阿禰陀堂」 と 呼ばれて い る 。

(小 結)

中 世社寺跡の多 く は 、 中 世城跡 と セ ッ ト 関係 に あ る と 思 わ れ、 城跡麓や 山 裾 な ど に 跡地が残
っ て い る 。 一方、 宮 原 地 区 の場合 「切畑大明神」 ・ 「 中 島大権現」 と い っ た 古社が宮 麓の 谷頭
に勧請 さ れて い る が、 こ の こ と は 、 中世の 水田 開発が谷田 (迫 田 ) か ら 始 ま っ た事 に 起因 す る
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も の で あ ろ う 。

寺院 に つ い て は 、 そ の 多 く が神社の別嘗寺 と い う 形で、 室町時代か ら ひ ん ぱん に 所見 し は じ
め て い る 。 こ の こ と は 、 「 中 世の村落支配」 が土地の 地主 ・ 土神 と し て 神社の勧請 に 始 ま り 、 別
嘗寺の建立 と い う 「神仏混合」 を 知実 に物語る も の であ る 。

そ の有様が、 奥野地 区 と そ の 周辺 に よ く 残 っ て い る 。

注 12 下苗」 の字は平因究編 『九州 の 中世美術ー熊本 ・ 球磨地方 美術調査概報一』 に於い て 「横」 と あ り 、

上村重次編 『九州相良の寺院資料』 に於い て は 「苗」 と あ る 。

第3節 民間信仰について

1 . 高塚 さ ん信仰

奥野城跡 の 麓 に信仰 の 対象 と な る 五輪塔があ る 。 俗 に 学業 を 兼 ね た 頭 の 神様 と 伝 え ら れ る 。
人吉 ・ 球磨地方 に 於い て は 、 他 に 、 人吉市上永野町の高塚山頂 と 山 江村山 田 の 別 府 に あ り 、 墓
碑 に 「摩利支天正位休斎」 と 刻 ま れて い る 。 奥野の場合 も 、 高塚 さ ん近 く の 在家 に 秘仏 と し て 、
摩利支天像が伝 え ら れて い る 。
2 . 風の神信仰

岡原村宮原字城山 の宮原城跡の一隅 に 、 西向 き に 建つ 自 然石 で あ る 。 近 く に は 「あ き ば様」 と
呼ばれ る 小澗 も あ り 、 枝付和銅鏡 を 御神体 と す る 。 今 日 、 祭 り は新暦の 4 月 4 日 で 、 寺 の 下地
区 の 「 ま ち J 1 1戸 と 「 門前」 の 10戸で行 わ れ る 。 祭 り の準備は 「 ま ち 」 と 「門前」 で一年毎 に
担当 し て い る 。
3 . かねお り 信仰

多良木町 の 久米 ・ 山 渋地 区 の女性 に伝え ら れ る 。 昔は麻 を 織 り 古城地 区 の 八幡宮 ・ 天満天神 ・
蛇谷権現の 三社 に 献納 し た 。 現在 は 「かねお り さ ん」 と し て 、 年 に l 度、 9 月 頃 に女性 だ け の
休養 日 があ り 、 そ の 日 は 晒の布 と 御神 酒 を 三社 に 献納 し 、 女性だ け の宴 を 楽 し む。
4 . おぱつ つ あ ん信仰

久米古城の北西麓集落 に小 さ な嗣があ る 。 腰か ら 下の神様で痔の神 様で あ る 。 昔 は 社殿があ
り 、 神楽が舞 わ れた と 言 う 。 大願成就の あ かつ き に は 、 御礼 と し て 草鮭 ・ 草履の片方 を 納 め た
と い う 。 今で も 参拝者があ る 。

5 . 説益瑳謙信仰

久米の 山 渋に石の桐があ り 、 木造 の神像 を 杷 っ て い る 。 以前 は 二 間 四方の萱葺 の杜で あ っ た。
伝承に よ れば、 昔、 稲刈 り の際、 蛇が稲株に絡んで作業の障害 に な る 事が多か っ た の で 、 蛇避
の た め権現 を 記 っ た と 言 う 。 祭 日 は新暦 9 月 15 日 で あ る 。
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小 結
俗 に 言 う 高塚 さ ん は 、 人吉 ・ 球磨地方 の 信仰で 、 奥野 を 入れて 5 箇所あ る 。 通常、 小高い丘

や 山 に 杷 ら れて い る 。
久米地 区 山 渋の か ね お り 信仰 は 、 神社や 寺 の 入 口 に 吊 る し て打 ち 鳴 ら す鰐 口 の紐の事で 、 こ

こ に 語源があ る 。

宮原城周辺 (小名) 9 て ら ん や ぼ (社 寺 堂 宇) 久米城周辺 (小名) (社 寺 堂 宇)

ま ち む ら 10 か け ひ ん た ん 18 竜泉寺跡観音堂 40 てコ .:.ー ぎ 堪 提 寺 院
45 

2 ち ゃ や ん ど う 1 1  て ん じ ん 屋 敷 19  庭 拍 寺 跡 41 麓 (堪 代 寺)

3 門 前 12  お せ じ 20 深水元光氏宅地蔵堂 42 表 46 天 i箭 宮 |
4 大 乗 寺 13  射 テ 馬 場 宮 ン 屋 敷 43 い ん き ょ い 47 了清院跡観音堂

21 
5 横 馬 場 14 金 山 (切畑大明神跡) 44 と つ わ ら 48 熊 野 座 神 社

6 地 蔵 田 15  表 宮 ン 屋 敷 J\ 幡 |
22 49 

7 し ゅ う ぜ ん ぽ 16  お ど ん 岩 ( 中 島大権現跡) (治 頼 神 社)

8 て ん じ ん う し ろ 17  観 音 だ ん 東方城周辺 (小名 ) (社 寺 堂 宇)

奥野城周辺 (小名) 29 じ ゃ く ほ ん 50 タ 立 57 浄心寺跡阿禰陀堂
城 山 谷 36 

若 呂 30 (寂 本 院 跡) 51 か し ら な し 58 宝陀寺跡観音堂
23 

(六 反 田) 31 権 現 山 え い ふ く じ 52 西 ケ 迫 59 八勝寺跡薬師堂 |
37 

24 馬 場 32 尾 丸 (永 福 寺) 53 け ん の こ ば

25 か ゃ ん 木 戸 (社 寺 堂 宇) 38 中 山 寺跡観音堂 54 城 平

26 jì、 反 33 天 i筒 { 邑 39 日 代 越 地 蔵 堂 55 ぎ ぜ ん ぼ う

27 馬 場 屋 敷 34 白 木 妙 見 56 は な み だ ん

回 ノ 丸 寺 屋 敷
28 35 

太 郎 丸 (瑠璃光院跡)

第11表 奥野城跡周辺 の中世城跡 ・ 中世 社寺堂宇 ・ 地名一覧表

(注) 小名 に つ い て は 、 漢字 に 当 て は め ら れ る も の は そ の 旨直 し 、 不 明 な も の は 、 そ の ま ま と し た 。
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第U章 総 括

1 . ま と め

( 1 )  出 土遺物

出土 し た遺物 は 、 大半が E 層 土 (近世土層 ) か ら の も の で あ っ たが、 調査区が山陵末端の低
山 と い う 地形であ り 、 長い 間雑木山 や檎の植林地で あ っ た こ と を 考 え れ ば、 他か ら の 流入 は ほ
と ん ど考 え ら れず、 城跡の遺物 と し て 、 取 り 扱 っ て よ い も の と 思 わ れ る 。 さ ら に 、 検出 さ れ た
柱穴 に 切 り 合い が無か っ た こ と か ら 、 城跡の存続期 間 も さ 程長 く な く 、 遺物 自 体 も 時期 的 に ま
と ま り を 有す る も の と 推察 さ れ る 。

次 に 、 年代の推定で き る 遺物 を い く つか取 り 上げて 、 城跡年代の 参考資料 と し た い 。
① 青磁碗の (54 ・ 55 ・ 56 ・ 57) は 、 外面体部 に へ ラ 描 き に よ る 細蓮弁文 を 施す も の で あ

る が、 54 ・ 55 ・ 56 は 剣頭の個 々 が不明確だ、 っ た り 、 切 れた り し て お り 、 時期 的 に は 16世

紀初頭以 降 に 位置 づけ ら れ る 。 注目
② 61 と 62 は 、 青磁の稜花皿の破片であ り 、 下 限 は 1 6世紀後半頃 と 思 わ れ る 。 諮問

③ 白磁 (71 ) は 、 口 縁部端反 り で高台は小 さ く 低 く 、 1 5世紀後半か ら 16世紀後半 に位置づ
け ら れ る 。 注目

④ 98は 鉄砲玉であ る 。 球磨 郡への鉄砲伝来 は 、 永禄 四年 ( 1 561 ) と さ れて い る 。 加
以上の事か ら 、 奥野城跡の年代 は 1 6世紀半ばか ら 16世紀後半頃 と 考 え ら れ る 。
こ の外、 多量の砥石 を は じ め と し て 、 土製の羽釜:や石製 の 深鉢の 出 土 に 一 つ の ま と ま り があ

る 事 を 特筆すべ き であ ろ う 。

(2) 文献 ・ 絵図

( 1 ) 文明十一年 ( 1479) 十二 月 十五 日 の肥後国求麻郡久米郷奥野村 田 畠 目 録 (以下、 田 畠 目
録 と 略す) に 言 う 「ふ ゑ 木 の城」 は 、 字不易 (ふ え き ) の 山 に残 る 城跡、 と 思 わ れ る 。 文化七年

( 181 1 ) 三 月 の 『奥野村絵図下地」 に描かれた西側 の平城部分であ る 。 山 頂 に 狭 い平坦地 を
存す る ほ か、 尾根筋 に堀切が刻 ま れて お り 、 完結 し た 山城であ る 。 今 日 、 城跡 は奥野地 区
と 宮原地 区 の 大字界 に 位置 し て い る 。
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( 2 ) 調査地点の奥野城跡は 『岡本頼氏戦場日 記』 永禄二年 (1559) 条 に言 う 「平城所」 と 思
われるJ「南藤蔓綿録J に よ れば、 調査地か ら ほ どない所にある奥野一度橋で戦 (い く さ ) が
行われてお り 、 奥野城跡か らの出土遺物 も下限は16世紀後半である所か ら 、 年代 も ほぼ一
致す る 。 さ ら に 、 『奥野村絵図下地』 に描かれた東側の 「平城」 も 、 山 中に狭い範囲で城跡
と しての遺構を残 している 。 奥野城跡と広義的には尾根続き である所か ら 、 同一城跡 と見
な さ れ、 奥野城跡の出城的な も の と考え られる 。

(3) 奥野氏に つ い て

奥野に関する文献上の初見は、 建武五年 (1338)八月 日 の相良定頼申状案文に 「奥野」 と あ り 、
一国人 も し く は独立 した村 と して見える 。 永和三年 (1377)十月廿八 日のー授契状神水案文には 、
「奥野代源助景」 の名前がある 。
15世紀の奥野氏の動向は不明で、 文明十一年 (1479) 十二月 十五 日の田畠 目 録には 、 相良為績

か ら相良又五郎に宛行さ れている 。 さ ら に 、 伊良 目川に掛かる 「樋」 には今も 「太郎丸極」 と
の呼称がある が、 田畠 目 録に 「太郎丸百姓門」 と見え 、 15世紀は名主ク ラ スの人物が活躍 して
いる よ う であ る 。

16世紀では 、 永禄二年 (1559) の瀬野原合戦の戦死者に 「奥野大炊」 の名があ り 、 永禄八年
(1565) の豊福の合戦では 「奥野藤左衛門」 が戦死 している 。
最後に 、 『上井伊勢守覚兼 日記」 の天正十一年 (1585) 九月 二十六 日条に r (八代) 地下衆 ・ 奥野
越前守」 と 見え 、 奥野氏の八代への移転がわかる。

(4) ま と め

中世の奥野村には 、 15世紀の後半ま で田畠 目録に言 う 「ふゑ木の城」 が盆地縁の若干奥 ま っ

た山付 き に存在 してお り 、 同村では太郎丸と言 う 名主ク ラ ス の人物の活躍があ っ た事が推察さ
れる 。

一方、 16世紀の半ばに至っ ては、 国人 ・ 奥野氏の活躍が伺われ、 城跡は村内の城山箇所に移
動 し 、 『岡本頼氏戦場 日記』 に言 う 「平城所」 の城跡が存在 していた と 考え ら れる 。
奥野に隣接する宮原 ・ 久米地区に も 、 各々 2 ヶ所ずつの城跡が存在 してお り 、 こ の事は中世

城跡の在 り 方を考え る上で、 一つの解明の糸口になろ う 。

注目 亀井明徳 『 日 本貿易陶磁器史の研究』 同 朋 舎 1986 

『伐採山城跡』 大分県玖珠郡玖珠町教育委員 会報告書 1984 

注1 4 南藤蔓綿録」
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2 . 総 括

熊本県教育委員会では、 昭和50年か ら国庫補助を受けて、 中世城跡の悉皆調査を実施 し 、 約
450 ヵ 所を確認 したが、 その う ちの一つが奥野城跡 (多良木町大字奥野字城山) であ る 。県道改
良事業担当の人吉土木事務所と の連係がう ま く 行かず、 結果的には城跡の一部を削平せざる を
得なかっ た こ と は残念であ り 、 今後の文化財行政の反省事項であ る 。
さ て 、 現地は 、 西方に延びる三股の尾恨の中央部分で、 左右両尾根が外郭 と な る配置 と な っ

てお り 、 背後の山には 「詰めの城」 を有する居館的な城跡であ る 。 調査は 、 中央部分を南北に
横断する全長約40m 、 幅約25m 、 面積765mについて実施 した。
検出 し た遺構 と して 、 堀切 ・ 土塁の土留め柵跡 ・ 掘立柱建物跡 ・ 登城口 ・ 登城道な どや多数
の柱穴群及び集石がある 。 調査区の最上段 (東側) に堀切 と 土塁を も ち 、 土塁には土留めのた
めの杭が打たれていた。 こ の堀切 と土塁を背に して 、 その下段に掘立柱建物 2 棟が南北に並ん
で建ち 、 2 ヵ 所の登城口が見つかっている 。 2 棟の建物の う ち北棟を l 号、 南棟を 2 号 と する 。
l 一号棟は桁行 2 問 (4 . 5m = 15尺)、 梁行 3 間 (4 . 5m = 15尺) の正方形の建物である 。 柱間寸法
は桁行で東か ら0 . 9m ( 3 尺)、 1 . 35m (4 . 5尺)、 2 . 25m (7 . 5尺)、 梁行聞は等間隔の2 . 25m (7 . 5尺 )
であ る 。 2 号棟は桁行 4 間 (6 . 95m =23尺)、 梁間 3 間 (5 . 45m == 18 . 2尺) で、 柱間寸法は桁行で
北か ら 1 . 65m (5 . 5尺 )、 1 . 65m (5 . 5尺)、 l 目 65m (5 . 5尺)、 2 . 0m (6 . 7尺)、 梁行で西か ら 1 . 65m (5 . 5  
尺)、 1 . 65m (5 . 5尺)、 2 . 1 5m (7 . 2尺) であ る 。 こ れ ら 2 棟の建物は 、 西側 を正面に して南北に並
んだ配置に な っ てお り 、 構造か ら l号棟が中心 と な る も の と 考え ら れ、 奥野城跡の対面所な ど
が想定される 。
出土遺物には 、 土師器の小皿 ・ 杯、 青磁の碗 ・ 小皿、 白磁の小皿、 陶器の碗、 土師質の播鉢、
土製の羽釜等の土器類、 鉄器 ・ 小柄 ・ 鉄砲玉等の金属製品、 砥石 ・ 曝臼 ・ 鉢等の石製品が認め
られる 。 いずれ も前記の遺構に伴う も ので、 奥野城跡の時代及び性格を想定する う えで、 貴重
な も のであ る 。
と こ ろで、 奥野城と い う 固有名調は 、 本書の 「奥野城跡の地名について」 で取 り 上げている

と お り 、 文献上には どこ に も見当た ら ない城跡である 。 文献史料では文明十一年の肥後国求麻
郡久米郷奥野村田畠 目 録に 「ふゑ木の城」 、 文化七年の 「奥野村絵図下地』 に 「城山I平城」 、 明
治八年の 『求麻郡村古城絵図』 に 「奥野村古城」 と あ り 、 現地踏査の結果、 「城山I平城I不易」
にそれぞれ中世城跡がある こ と がわかっ た。 今回発掘調査した 「城山」 は 、 中世の奥野村に存在
した中世城のーっ と して と ら え 、 報告書名では 「奥野城跡」 と して取 り 扱 う こ と に した。 なお 、
中世の奥野村の推移な どについては、 「文書・史料から見た奥野村」 を参照に していただき たい。
今回の発掘調査は県道改良工事にかかる 「城山」 のせま い範囲であ り 、 城山の全容を知る こ
と はで き ないが、 今後の中世城調査の一つの方向付けがで き た も の と 思 う 。
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図版 3

( 1 )  発姻前の調査区 (南西方向 よ り )

(2) 遺構検出前の調査区 (西方向 よ り )

(3) 遺構検出後の調査区 (北東方向 よ り )
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奥野村 に 関す る 参考文献
【文書 ・ 史料集1

1 、 東京大学史料編纂所編『大 日 本古文書家わけ第五 相良家文書.)] 1 ・ 2 巻
昭和54年 4 月 覆刻 東京 : 東京大学出版会刊

2 、 熊本県編『熊本牒史料』中世篇 1 - 5 巻 昭和35-41年 : 熊本県刊
3 、 川添昭二編『祢寝文書.)] 1 - 3 巻 昭和40年 福岡 : 九州史料刊行会刊
4 、 瀬野精一郎編『大川文書 ・ 小鹿島文書 ・ 斑島文書.)] 1 巻 昭和40年

福岡 : 九州史料刊行会刊
5 、 熊本中世史研究会編『八代 日記』 昭和55年 熊本 : 青潮社刊
6 、 鹿児島県維新史料編纂所『鹿児島県史料 旧記雑録後編』 昭和56年 : 鹿児島県刊
7 、 瀬野精一郎編『南北朝遺文』九州篇 1 - 3 巻 昭和59-61年 東京 : 東京堂出版刊

[編纂物1
'8 、 青井釆女佐惟薫著『麻郡神社私考』 元禄1 1年完成
9 、 梅山無一軒著『南藤蔓綿録』 昭和52年覆刻 熊本 : 青潮社刊
lO、 田代正融著「求麻外史』 昭和48年覆刻 熊本 : 青潮社刊
1 1 、 求麻郡地誌調掛編「肥後国求麻郡村地誌』 昭和51年覆刻 熊本 : 青潮社刊

[資料集 ・ 市町村史1
1 2 、 土肥賢一郎編『球磨郡神社記』 大正 8 年 熊本 : 球磨叢書刊行会刊
l3、 上村重次著「改定増補 九州相良の寺院資料』 昭和61年 熊本 : 青潮社刊
14、 球磨郡教育支会編『球磨郡誌』 昭和32年 熊本 : 球磨郡教育会刊
15、 多良木町史編纂会編『多良木町史』 昭和55年 熊本 : 多良木町刊

16 、 種元勝弘編著『人吉市史」第 l 巻 昭和59年 熊本 : 人吉市刊
[調査報告書1

17 、 熊本県教育委員会編『熊本県の中世城跡』 昭和53年 熊本県刊
18、 菖蒲和弘編『球磨郡の中世城館』資料篇 昭和58年 熊本 : 球磨郡中世史研究会刊

19、 阿蘇品保夫、 他編『 日 本城郭大系』第16巻 昭和59年 東京 : 新人物往来社刊
[研究論文1

20、 服部英雄著 「戦国大名相良氏の三郡支配」 昭和52年 『史学雑誌』第86編 9 号所収
21 、 宮本 尚著 「惣領制 と相良氏」 昭和54年 『熊本史学』第53号所収
22、 服部英雄著 「軍忠状の彼方に」 昭和55年 『史学雑誌』第89編 7 号所収
23、 服部英雄著 「戦国相良氏の誕生」 昭和55年 『 日 本歴史』第388号所収
24、 阿蘇品保夫著 「相良家庶家文書について」 昭和38年 『社会 と その周辺』第10号所収
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反
歩

芝
原
五
畝
十
八
歩

相関
地
三
反
二
畝
三
歩

二
反
四
畝
九
歩

此
水
掛
田
七
町
六
畝
三
歩

境
墓
地
二
反
一

畝
十
二
歩

橋
七
ヶ

所

内

石
橋

板
橋

土
橋

道
路

惣
道
敷
反
別
二
町
一

一以
六
畝
イ
五
歩

大
路
一

町
二
十
問

久
米
村

山
綴

境
ヨ
リ
湯
前
村
飛
地
切
畑
村
境
迄

是
ハ
人
吉
ニ
往
来
道
ニ
テ
幸
野
分
水
溝
堤

山
反
別
二
十
町
三
反
九
畝
歩

内

官
有
山
十
五
町
六
反
六
畝
歩

内

四
町

糖
通
リ
也
村
中
ヨ
リ
人
士口
市
中
迄
五
里
十
五
町
余
也

五
反
畝
歩

水
源
函
養
山
雑
木
立
数
不
詳

八
町一
反一
畝
歩

堤
防
橋
梁
用
材

外
ニ
村
落
小
路
七
筋

山
此
木
数
五
百
二
十
本

杉
立
雑
木
不
詳

三
町
歩

雑
木
立
数
不
詳

民

産
出

有
山
四
町
七
反
三
畝
歩

米
六
百
三
十
石
三
斗

大
変
二
十
三
石
一

斗

小
麦
十
三
石
二
斗

裸
麦
六

禽
獣

孤
狸
兎
鳩
雑
子
鶏
山
，鳥
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石
六
斗

大
豆
十
石

小一
旦
三
斗

菓
三
十
九
石

蕎
麦
二
石

唐
黍
五
升

競
豆
六
斗

茄
子
三
千
三
百

黄
瓜
二
千

胡
麻
六
升

大
根
三
千
三
百
本

菜
子
三
斗

務
千
本

芋
百
九
十
荷

薩
摩
芋
三
十
荷

麻
子
三
斗

柿
十

荷

梨
三
十
荷

栗
斗

梅
一

石
九
斗

街
六
十
荷

茶
子
一

斗

茶

百

斤

畑
草
百
三
十
斤

麻
苧
百
九
十
斤

生
綿
百
二
十
斤
格
三
貫
目

萱
六
百

把
大
竹
百
二
十
本

小
竹
三
百
本

鶏
二
十
羽

鶏
卵
四
百

薪
七
百
九
十

荷
川
流

求
麻
川
通
岩
野
村
幸
野
糧

分
水
溝
延
長
二
十
九
町
四
十
問
此
反
別
八
反
四

畝
二
十
七
歩

此
木
掛
回
二
十
町
八
反
一

畝
六
歩
此
講
筋
ニ
山
谷
之
出
水
流
レ

出
デ
助
水
ト

ナ
ル
洪
水
之
節
ハ
水
吐
落
シ
三
ケ

所
ア
リ
字
ハ
高
落 、

太
郎
丸 、



同

大
石
平
太
兵
衛

地
三
町
七
畝
十
八
歩

同

西

源
藤
兵
衛

戸
六
十
六
内
士
五
庶
六
十

塩
津
留

源
四
郎 郎

...L. 
ノ、

人
口
二
百
四
十
三
人
内
男
百
二
十
七
人
女
百
十
六
人

ιv、ド」+リ

tH 1lJ
4ル1

東

内

出
羽
山
伏

士
二
十
人
内
男
七
人
女
十
三
人

鹿
末
彦
兵
衛

庶
二
百
二
十
三
人
内
男
百
二
十
人
女
百
三
人

平
J I I  
出
;j� 

牛
六
十
頭
馬
六
十一
疋

於
奥
野

田
中
民
音日

該
村
之
地
形
東
南
高
ク
西
北
低
シ
幸
野
分
水
溝
村
中
ヲ
通
ス
水
吐
落、ン
三
ヶ
所

田
中
安
士一品

ア
リ
其
洩
水
団
地
之
用
水
ト
ナ
ル
地
形
久
米
村
宮
原
ヨ
リ
低
ク
シ
テ
団
地
早
損
之

同

子
，息、

憂
ナ
シ
ト

難
モ
深
田
多
ク
成
貧
少
シ
南ニ
山
有
ル
故ニ
成
賓
少
シ
ト

云
村
民
団
畑

之
耕
作
ヲ
専
ス
薪
稼ハ
便
利
宣
シ
市
街
逮
ク
舟
路
ナ
ク
運
輸
不
便
ナ
リ
中
等
之

人
作
之
諸
物
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四
十 、
奥
野
村
地
誌
熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵

『
肥
後
園
求
麻
郡
村
地
誌』
所
収

村
落
ト

云

明
治
八
年
乙
亥
五
月

布
十
反
木
綿
百
二
十
反

肥
後
国
求
麻
郡
十
四
大
直
九
小
匡
奥
野
村
地
誌

第
十
四
大
匿
九
小
匝
奥
野
村

神
社
惣
社
地
四
畝
六
歩

中
山
白
木
社
地
三
畝
六
歩
社
殿
二
坪
二
合
五
勺
拝
殿
十
二
坪
五
合

村
落

八
代
郡
白
木
社
ヲ
勧
請
ス
ト

云
中
山
天
神
社
社
地一
畝
歩
神
殿一
坪
五

縦一
塁
二
十
七
町
二
十
五
問
南
宮
原
村
字
妙
見
野
境
ヨ
リ
北
岡
村
字
永
北

A、口

山
城
国
北
野
天
神
社
ヲ
勧
請
ス
ト

云

至
ル
路
程

備
閤

横
十一
町
二
十
問
東
久
米
村
境
ヨ
リ
西
湯
前
村
飛
地
切
畑
村ニ
歪
ル
路
程
地

堂ヱ子一一一
敷
地一
畝
十
五
歩

籍
九
十
三
町一
反
四
畝
三
歩

内

内

杉
園
薬
師
堂
堂
宇
二
坪
堂
敷
十
五
歩

官
有
地
十
九
町
六
反
八
畝
十
五
歩
民
有
地
七
十
三
町
四
反
五
畝
十
八
歩
内
宅

同
所
地
蔵
堂
同一
坪
同
十
五
歩



七
拾
石

桑
原
作
右
衛
門
尉

拾
石

蓑
田
四
郎
衛
門
尉

試
拾
石

高 田
橋 j甫
玄{ 甚
番? 五) 郎

試
拾
石

参
拾
石

試
拾
石

薗
田
外
詑
亮

東
市
右
衛
門
尉

三
拾
石

宮
原
喜
三

六
拾
五
石

主
計

東

四
拾
石

蓑
田
八
郎
右
衛
門
尉

桑
原
縫
殿
助

永
禄
二
年
己
未
五
月
十
九
日
湯
前
弓
箭
於
赤
池
原

廿
五
石

三
拾
五
石

武
拾
石

田
浦
早
右
衛
門
尉

於
人
吉

於
奥
野

田
浦
市
丞

合
七
百
拾
五
石

右
同
所

惣
都
合
千
六
百
五
石

右
知
行
方
被
扶
助
手 、
加
藤
主
計
頭
打
渡
以
帳
面
請
取
之、
全
令

領
知 、
則
加
藤ニ
致
合
宿 、
捕
可
抽
忠
節
候
也 、

(舟山朱印)

天
正
十
六
年
九
月
四
日
O

於
久
米

於
字
ソ
野
原
永
禄
二
己
未
年
八
月
十
六
日

同同

三
九 、

殿
中
盆
御
手
向
水
之
人
数

同

O『
南
藤
蔓
綿
録』
巻
之
十一

同

弘
治
三
丁
己
年
七
月
九
日
於
久
木
野

永
禄
八
年
於
豊
福

義
陽
公
御
使ニ
水
俣ニ
参
リ
薩
摩
衆ニ
討
レ

天
正
九
年
辛
巳
九
月
廿
日
右
同
断

古
多
良
木
三
良
左
エ
門

平
兵
衛

奥

野

掃

部

大
石
安
左
衛
門

高
田

同

水
俣
衆

大'恒上上上岡岡千百奥牧 伯
石
新
四
郎

松
兵
庫

キナ

務
中

キす

津
t其

村

郎
七

本
越
前

本
甚
兵
衛

右
京

本野
善
七
郎

香
式
部

越
後
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佐
牟
田
三
郎
左
衛
門

丸
目
兵
八
郎

税
所
弾
右
衛
門

深
水
早
佐
衛
門

佐
牟
田
源
左
衛
門

右
馬
亮

小
田
太
良
右
衛
門

奥

回野

大
炊

奥

野

藤
左
衛
門

i茸i葺山
辺
半
五

辺

税
主

下
伝
内



前{寸 、
客
居
拙
者、
次
吉
田
洞
庵
・
蓑
田
紹
意
・
伊
野
州
・
蓑

田
紀
伊
介
也 、
連
歌
過
候
て
も、
種n
戯
言
共
に
て
御
酒
也 、

蹄
宅
申
候
刻
肝
弾
来
儀
候
て、
漸
久
物
語
共
也 、

四
拾
五
石

五
拾
石

五
拾
石

三
七 、
上
井
伊
勢
守
覚
兼
日
記
O『
鹿
児
島
県
史
料』

「
旧
記
雑
録
後
編」
(一)

三
拾
石

試
拾
石

五
拾
石

武
拾
石

試
拾
石

(
天
正
十
一
年
十
一
月)

{
忠
虎}

一
廿
日、
早
朝
忠
棟
へ
参
候 、
隈
本
よ
り
北
郷
殿
内
衆
来
候 、
内

{
鎮
房}

空
間
下
野
を
か
ら
く
り
候 、
此
方
へ
御
奉
公
之
由
被
申
由
也 、

償
者
近
日
中
此
方
之
人
衆
指
出、
於
中
途
談
合
さ
せ
ら
れ
へ
き

返
事
也 、
彼
方
よ
り
ハ
菟
角
御
出
勢
之
制
御
奉
公
之
由
也 、
従

夫
忠
棟
同
心
申、
深
水
殿
宿
へ
行
候 、
削
連
歌
始
候
也 、
座
淋

客
居
園
書
頭
殿
・
新
納
武
州
・
拙
者
・
宗
都
・
宗
珠
・
蓑
由
紀

伊
介 、
主
居
忠
棟
・
珠
長
・
税
新
・
奥
野
越
前
守
・
深
水
三
川

守
也 、
終
日
曾
尺
共
也 、
深
更
ニ
各
罷
蹄
候 、

百
武
拾
石

武
百
石

百
七
拾
石

合
八
百
九
拾
石

同
三
十
人
衆

三
拾
五
石

三
拾
五
石

ニ
八 、

豊
臣
秀
吉
朱
印
状

O『
熊
本
蘇
史
料』
中
世
篇
(
五)

「
加
藤
清
正
家
蔵
文
書」一一一一一一
号

三
拾
五
石

於
肥
後
園
領
知
方
目
録

四
拾
石

武
拾
五
石

試
拾
五
石

八
代
十
三
人
衆

或
拾
五
石

武
拾
五
石

参
拾
石

村
山
越
前
守

五
拾
石

奥
野
越
前
守

四
郎
左
衛
門
尉

或
拾
石
四
拾
五
石

三
拾
五
石

東

蓑
田
出
雲
守

松
木
左
馬
頭

東
織
部

飛
騨
守

宮
原
内
記

東蓑
由
紀
伊
助

東
縫
殿
助

東
主
馬

蓑
田
信
濃
入
道

宮
原
縫
殿
助

高
橋
駿
河
守
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山
崎
内
戴
丞

山
北
太
郎
右
衛
門
尉

東
源
兵
衛

小
田
左
京
亮

西

越
中
守

東
太
郎
次
郎

村
山
大
舎
人

高
橋
源
右
衛
門
尉

雑
原
瀬
左
衛
衛
尉

小
太
郎

東



候ハ
ン
ま、 、
陣
中
へ
御
出
な
さ
れ 、

る
月
の
氷
か
な、
庫一
株
客
居
圃
書
頭
殿 、
御
次
新
武
州
・

吉
田

一
曾
興
行
仕
た
く
候
よ
し、

か
さ
ね
て
箭
文
を
以
申
さ
れ
し
所一一 、
宗
雲
敵
陣
出 、
百
韻
い
た

洞
庵
・

伊
野
州
・

奥
野
越
前{寸
・

蓑
田
紀
伊
介、
主
居
拙
者、

次
珠
長
・

忠
棟
・

蓑
田
紹
意・
税
所
新
介
・

東
四
郎
左
衛
門
尉

也 、
執
筆
鮫
嶋
二
郎
三
郎
也 、
深
更
ニ
各
時
候
也 、

さ
れ
し
ょ
し、
い
ま
に
か
の
園
の
内
に
あ
る
よ
し、
去
仁
か
た
ら

れ
し
ま、
書
付
侍
り、
誠
名
将
た
ら
む
人
は、
心
も
す
な
ほ
に
や

さ
し
き
事、
義
理
の
つ
ま
り
た
る
事
也 、

O『
鹿
児
島
県
史
料』

「
此
古
川仁
川
付、

犠
永
孫
問
郎
と
申
入、

脳同
学
稽
市
ニ

付
京
都
へ

在
京
中
に
見
出
し

ニ
六 、
上
井
伊
勢
覚
兼
日
記

「
旧
記
雑
録
後
編」
(
一)

被
持
下
候
を
見
候
而、

本
μ川
の
通
に
写
置
也、

れド川
手
名
不
相
知」

三
四 、
上
井
伊
勢
守
覚
兼
日
記

O『
鹿
児
島
県
史
料』

(
天
正
十
一
年
十
月)

一
廿
五
日、
早
朝
伊
地
知
雅
楽
助
殿
蹄
宅
候
問 、
於
忠
棟
御
宿ニ

同
前
ニ
御
返
事
申
候 、
秋
月
殿
返
事
上
意
之
侭ニ
申
候 、
雨

使
納
得
申、
殊
之
外
大
慶
之
気
色
見
得
候 、
殊
田
尻
へ
取
着
候

「
旧
記
雑
録
後
編」
(
一)

(
天
正
十
一
月
九
月)

一
廿
六
日、
忠
棟
御
宿
に
て
談
合
也 、
先
E

堅
志
田
口ニ
遠
陳
ヲ

被
着
候
而 、
従
夫
御
働
な
と
鰍
さ
せ
ら
れ
候
て
肝
要
之
由
出
合

候 、
可
然
待
ニ
可
罷
成
処
見
せ
有
へ
き
と
て、
山
田
新
介
・

二

(宇行}

中川弘v

階
堂
阿
波
介
・

敷
祢
越
中
守
・

上
原
勘
解
由
兵
衛
尉、
此
外
諸

諸
陳
も
曳
せ
候
す
る
由
申
候
て、
既
ニ
田
尻
殿
へ
此
等
之
一
通

矯
引
付、
我n
之
連
署
請
取
締
候
由
申
上
候
也 、
田
尻
へ
荷
能

線
事
成
由
申
候
也 、
有
馬
渡
海
之
事、
龍
造
寺
へ
和
平
之
儀
被

仰
組
候
て、
寄
合
中
罷
居
候
処
よ
り
人
数
差
渡
一
働
仕
候
て
ハ 、

覚
ニ
可
悪
之
由
候
問 、
其
分
宿
冨
新
介
に
て
彼
方
へ
申
理
之
由

也 、
堅
志
田
口
之
事、
近
陳
可
取
せ
談
合
定
候
へ
共 、
御
闘
事

成
候 、
然
問 、
嘗
庄
矯ニ
罷
成
候
す
る
あ
し
と
の
格
取 、
近
日

可
仕
之
由
也 、
左
候
て
諸
軍
衆
不
入
候ハ
\

先n
小
分
限
衆

ハ
次第
ニ
騎
候
す
る
談
合
仕
候
由
也 、
五回n
事
者、
龍
之
和
平

之
儀
事
澄
候
て
巳
後、
上
意
次
第
鯖
陳
可
仕
由
申
候
也 、
此
日

新
納
武
州
宿
に
て、
珠
長
曾
尺
ニ
百
韻
興
行
也 、
其
座
株
主
居

忠
棟、
次
珠
長・
税
新
・

新
武・
東
四
郎
左
衛
門
尉・
奥
野
越

所
幼
者
一
雨
人
宛
被
出
合 、
明
日
梼
ニ
可
成
地
見
さ
せ
ら
れ
候

す
る
と
て
打
立
也 、
地
下
衆
奥
野
越
前
守
劫
者
に
て
候
と
て、

案
内
者
也 、

三
五 、
上
井
伊
勢
守
覚
兼
日
記
O『
鹿
児
島
県
史
料』

「
旧
記
雑
録
後
編」
(
一)

(
天
正
十
一
年
十
月)

一
廿
日、
忠
棟
於
御
宿
百
韻
興
行
也 、
護
句
珠
長、
雲
の
浪
遠
よ
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三
ニ 、
相
良
頼
房
感
状
O『
熊
本
牒
史
料』
中
世
篇(
三)

「
佐
無
田
文
書」
六
号

「
イニ
秋
風に
皆
又
落
る」

お
ち
て
皆
又
秋
風
の
木
の
葉
哉

薩 相 陸
新主 奥主 瀧E
納 実 関
武 越主 美
蔵 前票 作
守 守」 守
忠
:rr; 

よ
せ
て
ハ
沈
む
浦
波
の
月

異
砂
地
を
と
ひ
立
「
の
峯
越
て

今
度
丸
郎副一心
顛
然
候
之
慮 、
御
親
父
従
最
前
可
預
奉
公
之
由
承
候 、
態
敷
存

候 、
然
慮
於
奥
野
被
用
立
候
故 、
諸
軍
其
場
相
関
候 、
三
良
左
衛
門
尉
連。
取

置
案
申
候 、
今
度
忠
儀
永n
不
可
有
忘
却
候 、
其
方
難
年
少
候 、
向
後
気
遣
入

間
敷
候 、
此
等
之
儀
矯
可
申
進
一
書
候 、
恐o
謹
言、

{
氷
掠
三
年
カ
)

(
相
良)

六
月
廿
四
日

頼
房
(
花
押)

右
通ニ
而 、
其
後
者
城
中
よ
り
句
茂
不
得
仕
由 、

「
此
事
他
圏
ニ
茂
申
傍
へ
問
書
仕
候
者
も
有
之 、

秋
風
に
皆
又
落
る
木
之
葉
哉 、

武
蔵 、

よ
せ
て
ハ
沈
む
浦
波
の
月、
{示
雲
と
相
見
得 、

且
水
俣
の
城
主
も
名
字

失
念 、

入
道
し
て
宗
雲
と
矯
申
由 、

茜
記
候
得
共 、

勝
目
問
畜
ニ
右
之
通
相
見

得
申
候
問 、
二
一
舟
之
甲
斐
宗
運
与
問
誤
篤
申
ニ
可
有
御
座
候」

佐
牟
田
仙
千
代
殿

左
候
而 、
義
陽
城
中
之
難
儀
を
見
兼、
芦
北
七
浦
之
内、
水
俣

城
・
津
奈
木
城
・
湯
浦
城
・
佐
敷
城
・
市
之
瀬
迄
五
ヶ
所
進
上

ニ
而
致
和
降
度、
息
男
四
郎
太
郎
等
兄
弟
を
人
質ニ
差
出
被
相

願 、
同
廿
日、
園
も
被
矯
解、
同
廿
六
日、
義
陽
佐
敷
江
参
謁 、

貫
明
様
被
矯
逢

、

此
時
勝
吐
気
之
儀
者、
忠
嘉
与
川
田
駿
河
守

義
朗
に
被
仰
付、
震
相
勉
由
御
座
候 、

「
在
忠
元
譜
中」

九
州
の
内
筑
前
園
か
肥
前
回
か
に、
ミ
な
ま
た
と
い
ふ
城
有
よ

し、
城
主
ハ
入
道
し
て
名
字
失
念、
宗
雲
龍
城
い
た
さ
れ、
寄

手
薩
「
侍
二
色
武
戴
か
の
城
に
む
か
ひ
責
た、
か
ふ
う
ち
に、

む
さ
し
か
た
よ
り
矢
文
に
て
護
句
っ
かハ
し
候 、

三
三 、
忠
元
勲
功
記
O『
鹿
児
島
県
史
料』

「
旧
記
雑
録
後
編」
( 
、-'

一
天
正
九
己
八
月 、
相
良
義
陽
此
前ニ
者
北
原
被
矯
退
治
候
節
致

後
詰、
又
菱
刈
被
矯
攻
醐
茂
加
勢
を
遣
し、
又
耳
川
御
出
陣
之

留
主
ニ
者
大
口
を
伺
ひ、
此
節
又
隈
本
等
之
番
手
共
舟
路
不
自

由ニ
付、
芦
北
遁
陸
路
之
相
談
茂
許
容
無
之 、
穿
御
懇ニ
思
百 、

此
月
貴
明
様
初
上、
御
兄
弟
様
三
州
大
軍
被
召
列 、
御
攻
伐

被
遊 、
同
十
七
日、
先
陳
芦
北
ニ
打
入 、
同
十
八
日、

貫
明

様
御
出
馬 、
大
口
小
川
内
巧
ヶ
尾
ニ
暫
御
陣
所
被
相
建、
同
十

九
日、
先
勢
を
以
水
俣
城
被
矯
取
圏 、
其
節
忠
元
茂
御
談
合
衆

ニ
市 、
大
口
人
衆
召
列 、
先
陣
中
膏
家
久
様
御
手ニ
付
罷
立

日
夜
戦
功
相
励
候 、
寄
手
之
城
中
連
歌
之
贈
答
有
之 、

秋
風
に
ミ
な
ま
た
落
る
木
の
葉
哉

武
戴

よ
せ
て
は
し
つ
む
浦
波
の
月

ウ一小雪胃

如
此
脅
を
い
た
さ
れ 、
城
中
よ
り
矢
文
の
返
し
い
た
さ
れ
候
処

又
考
武
戴
か
た
よ
り、
な
か
/\
の
御
龍
城
に
て
御
気
も
つ
ま
り
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一、
御
明
三
千

右、
矯
嘗
郡
東
光
寺
・

古
多
田
・

八
勝
寺
・

浮心
寺
・

中
山
・

池
上
等
之、

‘
大
餅
懸
餅

ニ
O、
八
代
日
記

O
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵

右、
為
栖
山
・

阿
蘇
・

阿
羅
毛
・

吉
水
・

有
智
山
・

荒
田
・

河
謹
・

大
友
等
之、

熊
本
中
世
史
研
究
会
編『
八
代
日
記』

一、
御
明
三
千
灯
大
井
懸
井

(
永
禄
二
年)

右、
為
観
琳
寺
・

観
音
寺
・

新
山
・

井
口
寺
・

蓬
来
堂
等
之、

一、
御
明
三
千
灯

(
六
月)
同
廿
一
日酔
ノ
日
上
求
麻
奥
野
ニ
湯
前
ヨ
リ
寄
候
而
伏
草
仕
候 、

ウ
ン

右、
為
常
楽
寺
・

願
成
寺
・

興
祭
寺
・

温
林
寺
・

立
興
寺
等
之、

一、
御
明
三
千
灯
大
井
貝
井

右、
篇
平
山
・

松
尾
・

幸
福
寺
・

立一一帽
寺
・

新一
噛
寺
・

永
田
等
之、

同
十
七
日訂
ノ
日

廿
日
ニ
帰
宅、 人

吉
ヨ
リ
久
米
ニ
動
候 、
六
日
ニ
帰
陣 、

湯
前
ニ
動、
里
放
火 、
十
八
日
ニ
久
米
動、

大
餅

震

(
七
月)
同
四
日

同
廿
九
日

{
頼
孝】

上
村
頼
吉
人
衆
御
再
来、
人
数
上
下
七
百
人
ト
申
候

求
麻
多
良
木、(Oこの
盟主あるか)

湯
前
兄
弟
打
死 、
湯
前
城
・

久
米
城
落
去、

一、
御
明
三
千
灯
大
餅
懸
餅

マザ

ノ
サカマキ
ハ
タリ

右、
矯
高
寺
・

政
小
野
・

上
野
・

逆
巻
・

渡
等
之、

(
八
月)
同
十
六
日

九
月
三
日

一、
御
明
三
千
灯

右、
矯
聖
朝
安
穏
天
長
地
久
御
願
成
就
之、

貝
井

大
井
懸
井

三一 、
岡
本
頼
氏
戦
場
日
記

O『
熊
本
牒
史
料』
中
世
篇(
三)

「
岡
本
文
書」
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一
人
分

一
O
号

一、
御
明
三
千
灯
大
井
貝
井

戦
場
之
日
記

一、
永
椋
二
年記
五
月
十
九
日明日
夜
亥
之
時、
辛
勢
構コン
手
口
ヶ
所、

て
永
椋
二
季
六
月
四
日脚日
久
米
代
詰 、
城
戸
五
重
取リ
先ハ
構ゴシ
後、
敵
城
戸

開
合
懸
鑓 、
味
方
皆
手
ヲ
イニ
成
候 、
操
角
前ニ
乗 、
折
目
仕 、
就
夫
二
三
人

安
穏
候 、
鑓
抗
四
ヶ
所、
深
手 、

一、
御
明
三
千
灯
大
井

右、
矯
日
本
園
大
将
軍
家
御
願
満
足
之、

一、
御
明
三
千
灯

右
震
嘗
御
庄
本
家
領
家

貝 御
井 願

満
足
之

大
井

天
文
十
六
年訂
正
月
廿
日

願
成
寺
歯
住
権
大
僧
都
法
印
耳
血管
書
之、

一、
同
未
年、
久
米
大
働
之
時、
「
城
戸
二
重
取
構
越ン、
手
一
ヶ
所、

(原カ}

ソアコニ

一、
同
半
歳、
宮
之
口
取
合、
手
詰
之
込、

一、

同
年
卒
城
所へ
湯
前
衆
懸
付
候 、

日
中ニ
ニ
度
之
込
粉
骨 、

右、
篤
嘗
御
庄
地
頭
名
主
土
民
百
姓
各。
御
願
固
満
之、

生
年
四
十
人
才



刈
道
秀
志
岐
重
遠
上
津
浦
口
種
為
始 、
天
草
衆
皆
問 、
是
又
自
身
卒
此
軍
勢
対

陳
候 、
然
間
其
霜
月
十
八
日
惟
忠
以
合
力
里
目
大
将
惣
官
唯
家
韓
日
東
惟
実
為

人
体 、
水
手
芦
北
衆
両
陣
仕
退
矢
場
村、
平
大
膳
桑
原
弥二
郎
黒
坂
源
五
郎
源

二
郎
様
大
炊
比
衆
討
取、
阿
蘇
衆
嘗
家
打
合
両
家
和
融
之
儀
対
談
候
之
刻、
其

夜
之
子
刻
被
敵
勢
開
陳n
明二
月
及
安
堵
之
分
候
慮
隈
部
矢
部
儀
絶
候
条、
文

明
六
年

甲
辰
三
月
七
日
顕
忠
御
父
子
如
河
尻
御
鵠退
候 、
御
本
意
之
旨
菊
池
武

運
以
御
馳
走
己
来
八
代江
御
帰
住
候 、
難
然
長
毎
依
訴
憤
対
陳
之
条
文
亀四
年

甲
子
二
月
六
日
武
運
以
御
下
知
始
守
富
被
移
御
座
候 、
然
間
城
重
口
隈
部
運
治

顕
忠
様
被
仰
談
園
家
干
才
之
条
内
河
備
後
守
皆
吉
伊
豆
守
小
塚
以
来
陳
所
之
御

知
行
暦
然
候 、
仰
天
文
三
年

午
未
至
東
南ニ
宗
徒
衆
慮
外
三
儀
併
以
前
卒
未
卯

月
菊
月
酬
両
口
大
利
候
之
哉 、
賞
時
以
御
分
別
長
唯
深
重
被
仰
談
候 、
友
乙
未

近
斗
口土
斗
相
首
候
誠
御
能
熟
之
儀 、
無
理
無
道
無
御
沙
汰
教
長
義
輿
御
両
代

之
醸
行
其
外
被
顕
前
代
之
逆
路
御
安
全
之
御
覚
惜
可
為
専
一
候 、
老
鉢
露
命
時

日茂
依
難
討
仕
筆上
開
候 、
誠
恐
誠
検
謹
言

天
文
四
年乙

未

九
日
十
四
日

一、
御
明
三
千
灯

心
経
十
巻

右 、
矯
日
本
第
一
大
量
現
熊
野
三
所
権現
御
春
属
神
等
例
新年、

一、
御
明
三
千
灯

心
経
十
巻

ウ

ミ

サ

右 、
九
州
鎮
守
竃
門
・

貰
涌
大
井・
安
楽
寺
天
神
・

高
良
・

宇
美
・

宇
佐
・

ハ
コ
サ
キ

ヒ
コ
セ
フ
リ

笛
崎
・

志
賀
大
明
神
・

彦
世
振
等
之
例
新
年、

一、
御
明
三
千
灯

心
経
十
巻

タ
ケ
ク
サ

カ
ウ
サ

フ
チ
サ
キ

コ
フ
ノ
ウ
ラ

右 、
矯
嘗
園
鎮
守
阿
蘇
十二
宮
大
明
紳・
健
軍
・

甲
佐
・

藤
崎・
園
符
浦・穆

迦
院
・

山
王
・

妙
見
宮
等
例
新
年
之
志 、

一、
御
明
三
千
灯

丈
高

心
経
十
巻

右 、
篇
首
郡
鎮
守
市
房六
所
擢
現井
七
社
大
明
神
等
之 、

一、
御
明
三
千
灯

心
経
十
巻

右 、
矯
嘗
庄
鎮
守
青
井
・

遁
奔
・

矢
黒・
印
鑑
・

老
神
大
王
等
之 、

一、
御
明
三
千
灯

心
経
十
巻

右 、
矯
嘗
寺
地
主
伽
藍
御
法
楽
庄
巌
例
新
年
志
之 、

一、
御
明
三
千
燈

心
経
十
巻

右 、
矯日
本
圏
中
一
万
三
千
七
百
余
所
普
天
率
土
大
小
諸
神
等
之 、

「

一、
働
事
分

一、
御
明
三
千
灯

- 27 -

皆
吉
伊
豆
守

二
九 、
員
且雷
撤
燈
立
願
文

0『
熊
本
勝
史
料』
中
世
篇
(
三)

「
願
成
寺
文
書」
二
O
号

心
経
十
巻

右 、
第
奉レ
始ニ
十
方
三
世
諸
仏
芥
プ
日
本
園
根
本
中
堂
薬
師
知
来・
玉

城
之
内
法
勝
寺・法
城
寺・東
寺・西
寺
等
各
御
願
諸
仏
菩
薩ヰ
例
新
年
志
供
之 、

て
御
明
三
千
灯
大
餅
百
枚
・

懸
餅二
枚

右 、
矯
九刀抑
諸
寺
諸
堂
仏
寺
等
例
新
年
之 、

(餅)

一、
御
明
三
千
燈
大
井
百
枚
・

懸
撤二
枚

(ι哨)右 、
矯
春
日
大
明
神
御
春
属
紳
等
例
新
年、

て
御
明
三
千
燈

心
経
十
巻

右 、
矯
住
吉
西
宮
御
春
麗
神
等
例
新年、



{
相
良)左

衛
門
尉
藤
原
朝
臣
鶏
績
(
花
押)

ニ
七 、
上
村
右
馬
助
知
行
坪
付

0『
九
州
の
郷
土
誌』(
一
O)

「
上
村
文
書」
一
号

肥
後
園
求
麻
郡
久
米
郷
納
方

一
し
き
門
水
田
八
町

ゐ
屋
敷
同
荒
野

以 所 ;所 与 所 2 所 E 所 F上 { 二 E 水 丸 水 水 水 E i字
九 7 反 富 岡 田 田 田 免
町 ー 此 喜 二 三 六 五 分
入 内 自 反 反 反 反
反 水

固
有

延
徳
四
年
三
月
十
二
日

上
村
右
馬
助
殿

矯
績
(
花
押)

ニ
八 、
皆
吉
伊
豆
守
文
高
長
状
O
笹
淵
格
家
蔵
文
書

「
淵
田
文
書」
一
号

(名和】

謹
而昌一日・
上、
抑
御
下
向
始
顕
輿
二
代
目
泰
興
其
一
代
口
嘗
園
大
友
殿
乱
入
之
棚 、

菊
池
武
光
以
御
同
意
至
高
瀬
保
査
御
封
死
御
年
充
四
十 、
比
者
十
月
一
日
豊
後

衆
茂
敗
時
敗
北、
泰
奥
御
家
督
口
口ハ
相
良
前
績
以
御
合
縁
嫡
男
教
長
次
男
七

郎
殿
三
男
宥
存
其
次
阿
蘇
惟
忠
御
養
其
次
三
郎
殿
御
兄
第
之
問 、
依
口
説"
者

程
々
被
求
狐
慮 、
教
長
御
悪心
之
条
七
郎
殿
物
詣
候
之
慮
於
防
州
麻
之
宿
古
海

名
字
之
者
仰
付、
七
郎
殿
御
生
害
三
郎
殿
壬
甲
之
年
五
月
廿
一
日
夜
御
陣
内
舞

之
座
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守
直
重

大村代平

前
重

大講左
近
将
監
高
岡

牛
陳河

内
守
元
息

高木修
理
亮
久
勝

永里大
和
権
守
武
綱

" 。今。今" ろシ4シ。。。。。4シ。。。

橘
野遁代丹

波{寸
助
園

備
前
正
久

橋什伴
鬼
王
丸

東
蝿信

乃
守
久
道

救仁田沙
弥
宗
世

相
良
多
良
木

遠
江
守
頼
忠

tM開山野左衛
門
尉
元
詮
A

T胤羽目石見
守
元
豊

高
木長

門
守
久
家

利融特民
ア
丞
兼
義

備
前
権
守
頼
兼
λ

如皐縫
殿
允
村
保

臨岨光武左衛
門
尉
忠
秀
A

野撞薩
摩
守
盛
久

公
冬

。。。

ニ
二 、
犬
童
三
郎
次
郎
知
行
坪
付

久
米
郷
多
良
木
村
之
内

ひ
た
の
門
之
分

う
き
め
ん

こもり凶
一
所
三
反

河
原
田

一
所
二
反

原
野
田
は
き
の
す
め

一
所
二
反

久
米
仁
原
車

一
所
五
段

く
ら
の
ま
ち

一
所
五
反

一
所
畠一
反

ふ
ち
た
の
そ
の

一
所
四
反

両
か
た

一
所
二
反

よ
し
む
た

一
所
水
田
二
反

自
の
か
ミ

一
所

。。" 。。

融 大
左祢 沙出税
衛 弥 所
門 介
尉 座 祐
親 功 義
万言

" 

左
近
将
監

左
衛
門
尉

。" 

水
田
一
町
八
反
三
丈

畠
西
薗五
段

品、
は
た
け二
反

松
木
殿
跡

は、
し
ゆ
り
の
跡

そ
の
た
伊
豆
殿
跡

中
嶋
殿
跡

木
佐
木
佐
馬
殿
跡

町
野
之
跡

丸
尾
跡

中
嶋
殿
分

岩
崎
越
中
守
殿
跡

以
上
水 水
田 T 田
四 品 二
丁 反
四
反
丈

き
せ
を
ん

文
明
三

脚
年
六
月
三
日

矯 弱
績 旦
(
花
押)

犬
童
三
良
次
良
殿

O
豊
永
左
近
家
蔵
文
書

「
豊
永
文
書」
二
号
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蒋
田
了
仙
房
分

一
撲
人n
知
行
分
仁
競
望
ぉ
成、
及
合
戦
候
時
者、
公
方
御
意
を
も
不
相
待

其
在
所
仁
馳
寄
可
致
防
戦
候 、

一
於
此
契
約
衆
中、
所
領
相
論
以
下
煩
敷
事、
出
来
候
時
者、
各
加
談
合
仰
上

裁 、
以
多
分
之
儀 、
任
理
運 、
可
致
口
入
候 、
被
背
其
儀
候
人
者、
被
破
此

(
隔
カ)

一
授
可
相
当
候
之
問、
不
可
有
関
心
之
儀
候 、

一
或
者
本
領
再
住 、
或
者
就
恩
地
仁
入
了
事、
公
方
御
意
ぉ
請 、
能"
加
談
合、

衆
儀
調
可
然
然
以
時
分
各
可
致
其
沙
汰
候 、
一
撰
衆
中
ぉ
愚
楚
忽
沙
汰
候
時

者、
一
向
不
可
有
合
力
之
儀
候 、
如
此
申
定
候 、
公
方
訴
訟
事
を
も
以
理
運

之
儀 、
一
同
仁
可
歎
申
候 、
若
此
条n

令達
変
候
者、

日
本
国
中
大
小
神
紙 、
殊
者、
天
照
大
神
宮、
八
幡
大
菩
薩、
当
国
鎮
守
霧
嶋

権
現
御
罰
ぉ
各
可
罷
蒙
候 、
的
契
状
知
件 、

2雨、

天
授
三
年)

永
和
三
年
十
月
十
八
日

所
同
圏
三
俣
院
南
方
内
田
地
拾
五
町

一
所
同
園田県
幸
院
西
郷
吉
田
村
田
地
拾
町
開制野可

右、
任
正
文
之
旨 、
注
文
注
進
如
件 、

ニ
O、
橘
公
多
譲
状
O
九
州
史
料
叢
書

『
小
鹿
島
文
書』
四
二
号

ゆ
っ
り
阿
た
う
る
左
衛
門
か
所

(
肥
後
園
球
磨
郡
久
未
蝿)

ひ
こ
の
く
に
く
ま
の
こ
ほ
り
く
め
の
か
う
東
方
下
ふ
ん
ミ
や
の
は

(
畳
前
回
副
田
庄)

{
屋
監
地
頭
職)

ぅ 、
ふ
せ
ん
の
く
に
そ
へ
た
の
志
や
う
の
う
ち
ゃ
じ
き
併ニ
ち
と

う
志
き
の
事

(
亜
代
相
伝
所
額)

右、
所
領
者、
公
多
ち
う
た
い
さ
う
て
ん
の
し
よ
り
ゃ
う
也 、
し

(
改
捕
手
縦
}

(

相

副
)

た
い
の
て
っ
き
御
下
文
以
下
あ
い
そ
ゑ
ゆ
っ
る
所
也 、
何
自
筆
之

譲
状
如
件

和 牧 牛 奥 牛 牛 平 相 水 久

刑 告 図 備 管源震 沙 号隼 号兵川参 良識 悦大 詰
ア 柑書 前 町 弥 不 入 園 摩 川 人 善
丞 助 守 佐 允 権 大 亮
保 重 元 助 元 義 師 守 夫 為
種 親 英 景 生 元 門 右 武 頼

頼 宗

正
平
廿
一
年
三
月
九
日

公
多
(
花
押)

橘

一一一、
一

授契
状
神
水
案
文
O
九
州
史
料
叢
書

「
祢
寝
文
書」(
二)
五
O
一
号

(
端
裏
書)

「
一
撲
契
約
状
神
水
案
文」

一
授
契
約
条町

右
天
下
同
事
者、
為
将
軍
家
御
方、
一
味
同
心
可
致
忠
節
候

一
嶋
津
伊
久、
氏
久
事
降
参
治
定
上
者、
向
後
彼
退
治
事
者、
重

公
方
御
意
ぉ
請
可
廻
等
策
候 、
難
然
彼
両
人
乍
ぉ
御
方
候 、
此
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在判

恒 村 須 凪 牛 相 聞 和 也 l!.-:
石怯豊 角 修車対趨沙塁近 且 因 浦左 5大 本備罪
見 前 理 馬 弥出 江 幡 衛巴和 前
権 介 亮 守 守 守 門 守 権
守 公 重 高 元 前 園 尉 元 守
峯 茂 宗 意 清 頼 家 兼 義 園

光 顕

。。

� 

。

。

。

。

。

。

。
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所
同
園
同
院
田
地
拾五
町

同一
族
等
討死
分

所

同
式
部丞
跡

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘遠
江
入
道
跡団
地
武
拾町

所
日
向
圏三
俣
院
南
方
内
団地
参
拾町

同
木公
左
衛
門
尉
跡

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘
遠
江
入
道
跡団
地
武
拾五
町

所所
日
向
園
財
部
郷
田
地
試
拾五
町

所

問
中
務丞
跡

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
桶遠
江
入
道
跡団
地
拾五
町

日
向
園三
俣
院
南
方
内
団
地
試拾五
町

同
新三
郎
跡

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘遠
江
入
道
跡団
地
拾五
町

日
向
園
財
部
郷
田
地
拾五
町

所所所所

須
恵
彦四
郎
跡

肥
後
園
球
磨
郡
須
悪
庄
三
分
査団
地
障
拾五
町

平
河
又三
郎
分

日
向
園
虞
幸
院
引田
武拾
町頼尚跡

所所
同
園三
俣
院
南
方
内
田
地
伍
拾
町

木
野
太
郎
左
衛
門
尉
分

2
2

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方下
村田
地
拾
町三池兵庫助跡

所所
日
向
圏三
俣
院
南
方
内
団
地
拾五
町

岡
本又
次
郎
分

所
肥
後
園
合
志
郡
内
高
永田
地
拾五
町
粧
品庶子、

同
園
球
磨
郡
永里
村 岡跡

牧
伯
香
左
衛
門
四
郎
分

同
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村田地
拾
町
腕兵隊

日
向
圏三
俣
院
南
方
内田
地
試
拾誌
町
肥
後
園
高
橋
郷
内早瀬
小
中
嶋

田
地
参町

所所 所所

野口
平
次
入
道
分

日
向
園
嶋
津庄
北
郷
内
田
地
或拾町
同
園
虞
幸院
西
郷
内団
地
法
拾五

町
粛藤
十
郎
分

肥
後
園
隈
庄
内
有
安
名団
地
伍
町佐伯六郎左衛門尉跡

肥
前
園
佐
賀
郡
内
田
地
伍
町
一緒
制
同
郡団
地
伍
町
純 晒
同
国
大田
庄

内
団
地
伍
町
儲
吋

筑
前園
穂
波
郡
内
大豆
田
村田
地
試拾
伍町蹴
許信
同郡
内河
津
村田

地

武

拾

伍

町

馴

脚

舵

郎

(渇)温
浦
四
郎
次
郎
分

肥
後
園
葦
北
庄
内
湯
浦
団
地
或拾町

山
田
左
衛
門
次
郎
分

肥
後
園八
王
寺庄
内
大
崎太
郎
跡団
地
参
拾
町
同
園六
箇庄
内
幅
富上

野
彦三
郎入
道
跡
団
地五
町
同
園上
嶋
彦八
跡
団
地五
町
同
園
鹿子
木

東
庄
内
弘生
又三
郎
跡
亀
井
田
地五
町
筑
前
園
長
淵
庄
内秋
山
源八
跡

- 1 9  

所所所所所所
団
地五
町

同
園江
田
村
田
地
武
拾町
制太

平
河
小三
郎
分

日
向
園三
俣
院
南
方内田
地
拾五
町

税
所
孫
兵
衛
尉
分

所



一
七 、

O
大
日
本
古
文
書
家わ
け
第五

一
色
範
氏
感
状

『
相
良
家
文
書』(一)一
四二
号

(足利)
直
冬
与
同
相
良因
幡
権
守
経
頼 、
橘遠
江
入
道々
公
以
下
凶
徒
抹伐
事 、
注
進

朕
披
見
畢 、
今
年四
月
廿五
日 、
同五
月一
日 、
同
四
日 、
同九
月
十一
日 、

十三
日 、
十
四
日 、
十五
日 、
於肥
後
園
球
磨
郡
内
所々
致
合
戦 、
親
類
若
葉

等
数
輩
被
抗
之
条 、
軍
忠
尤
神
妙 、
可
令
注
進
之 、
的執
達
如
件 、

(一
色範氏)

観
懸二
年十
月
五
日

沙
弥
(
花
押)

相
良
兵
庫
助
殿

一
八 、

O
大日
本
古
文
書
家わ
け

第五
『
相
良
家
文
書』

(一)
一
五
六
号

一
色
範
氏
地
頭
職
充
行
状

訂正利尊氏}

(
花
押)

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘
遠
江
入
道
跡
団
地
誌
拾
町 、
日
向
圏三一
俣
院
南

方
団
地
参拾
町
地
頭
職
事 、
矯討
死
之
賞 、
所
宛
行
也 、
早
守
先
例
可
致
沙
汰

仰
執
達
如
件 、

文
和四
年五
日

一
色範氏}

沙
弥
(
花
押)

相
良
式
部丞
跡

一
丸 、
相
良
定
頼
井一
族
等
所
領
注
文

O
大日
本
古
文
書
家

わ
け
第五

「
相
良
家
文
書』

(一)一ムハ一旦す

(端車内)

「一
色
殿
御下
文
目
録」

相
良
遠
江
守定
頼
同
庶
口
等
矯一
色
殿
御
配
分
令
秤
領
所
領
等
注
文

AH氏v

相
良六
郎三
郎入
道
分
日刊刊
誌可

制
限醐馴1 ・

2
2
2
2 ・

所
肥
後
園
球
磨
郡人
吉
庄
北
方
半
分
川町
q
J
材
開
噌叶肱之

(日記制}

相
良
遠
江
守
分

所

(平)

肥
後
園
球
磨
郡
永
吉
庄
半
分
間
勺川
L同
時伽跡

日
向
園
嶋
津庄
北
郷
訪山町
加弁分定
上杉左馬助殿跡

肥
後
園
球
磨
郡人
吉庄
北
方
半
分

自
主
目

日
向
国
民
幸
院
内
田
地
涼
拾五
町

EI訂
上杉左馬助殿跡

所所所所
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方上
村
拝出町

日
向
園
猷肥
北
郷
弁
分
間
園
嶋
津庄
北
郷
弁
分

同六
郎
分

2
2

一池兵庫助妻女跡

所
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方下
村田
地
拾
町 ヲ干訂三池兵庫助跡

一
所.日
向
岡コ一
俣
院
内
南
方
団
地
癖
拾
町

同
孫
次
郎
分

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
内
団
地
拾五
町
三池兵庫助跡

所

- 1 8 -

所所
日
向
圏三
俣
院
南
方
内
田
地
障
拾町

同
孫四
郎
分

2
2

所
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方下
村内
団
地
拾町
同跡

所
日
向
園
北
郷
南
方
内
田
地
拾五
町
上杉香松丸跡
除
先
給

所
同
国三
俣
院
南
方
内
田
地
誌拾
町

同
左
京
亮
分

所
日
向
園三
俣
院
南
方
内
田
地
伍
拾町

同
彦三
郎
分

所
同
国
同
院
団
地
参拾
町

同
彦四
郎
分



自身

之
刻 、
n

被
抗
之
問 、
則
公
好
令
注
進
畢 、
就
中、
相
良
孫
三
郎
経
頼 、
須
恵

岡
本、
奥
野 、
橋
佐
渡
八
郎
以
下
凶
徒
等 、
令
同心
武
敏、
兼
重、
祐
贋、
内

河
等 、
打
取
嘗
郡、
構
城
瑠 、
引
入
鎮
西
凶
徒
等 、
擬
相
従
近
園
之
問 、
宗
円

一
族
相
共
楯
龍
山
田
城、
致
防
戦
之
忠
畢 、
是
併
矯
奉
上、
井
矯
令
全
宰
府
御

{
准)

領
也 、
軍
忠
争
可
被
順
余
人
哉 、
凡
至
嘗
郡
者、
矯
無
襲
城
郡
之
問 、
凶
徒
等

令
打
取
之
者、
報
依
難
被
退
治、
知
此
捨
身
命 、
抽
毎
度
箪
忠
者
也 、
愛
暦
鷹

三
年
以
来 、
相
良
縫
殿
允
結
長
罷
成
朝
敵
之
後、
於
所
々
致
合
戦
之
忠、
自
身

被
抗
之
条、
御
敬
書
井
御
一
見
扶
暦
然
也 、
伯
郡
内
静
誼
之
条、
偏
宗
円
可
謂

(鰍カ)

注
進

無
二
之
軍
忠
者
段 、
然
早
急
速
被
経
御
沙
汰 、
沿
恩
賞 、
弥
震
致
忠
勤 、

言
上
如
件 、康

永
四
年
十
一
月
日

晶

0『
武
家
雲
筆」
所
収

「
大
日
本
史
料」
第
一一
一編

師
直
書
下
写

(
艇
劇)

(
久
脱
カ)

三
池
兵
庫
助
親
元
申 、
相
良
因
幡
守
於
肥
後
園
米
郷
西
方
下
村
致
濫
妨
狼
籍
由

事、
・甲
状
具
書
如
此 、
事
賓
者
太
無
謂 、
早
+位
彼
所
退
狼
藷
人、
載
起
詰
之
調

可
被
注
申
之
状 、
依
仰
執
達
如
件 、

貞
和
五
年
二
月
廿
九
日

師事
直

合
志
長
門
樺
守
殿

立
田
後
藤
七
郎
左
衛
門
尉
殿

一
回、
足
利
直
冬
御
教
書

0「
新
編
会
津
風
土
記」
巻
之

梁
瀬
源
次
郎
所
蔵

三
池
兵
庫
助
親
元
申 、
橘
遠
江
入
道
於
肥
後
国
久
米
郷
西
方
上
村、
致
濫
妨
由

事、
訴
状
具
書
知
此 、
事
実
者
無
道
也 、
夜
彼
所
退
狼
籍
人、
載
記
請
之
調 、

可
被
注
申
之
状、
依
仰
執
達
知
件 、

貞
和
七
年
二
月
廿
九
日

(
足
利
直
冬}

源
(
花
押)

長
門
権
守
殿

立
国
後
藤
七
郎
左
衛
門
尉
殿

一
五 、
一
色
範
氏
地
頭
職
充
行
状

O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け

第
五
『
相
良
家
文
書』

(
一
ご
四
O
号

{
足
利
尊
氏)

(
花
押)

(
マ
、

)
(
親
元}

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
内
田
地
拾
五
町
院

長
地
頭
職
事、
震
勲
功

之
賞 、
所
苑
行
也 、
早
守
先
例
可
致
沙
汰 、
伺
執
達
知
件 、

(
一
色
範
氏)

沙
弥
(
花
押)

- げ ー

観
膳

相 二
良 { 年
孫 E 七
次 ) 月
郎 十
殿 八

日

一
六 、
一
色
範
民
地
頭
職
充
行
状

O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け

第
五
『
相
良
家
文
書」

(一
ご
四
一
号

肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
西
方
下
村
内
配制兵庫
団
地
五
町
地
頭
職
事、
震
勲
功
之

賞 、
所
苑
行
也 、
早
守
先
例
可
致
沙
汰 、
何
執
達
如
件 、

(一
色
範
氏)

沙
弥
(
花
押)

観
膳
二
年
七
月
十
八
日

相
良
孫
五
郎
殿



去
月
廿六
日
肥
後
園
久
米郷
木
原
合
戦之
時 、
被
致
軍
忠
之
条 、
尤
神
妙 、
可

注
進
京
都
也 、
何
執
達
如
件 、

康
永
元
年
十
月
十
六
日

(
一

色
範
民}

沙
弥
(
花
押)

税
所
新
兵
衛
入
道
殿

一
O、

O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

一
色
範
氏
感
状
案
『
相
良
家
文
書』(
一)
一
六
二
号

去
月
廿
六
日
肥
後
園
久
米
郷
木
原々
合
戦
之
時 、
被
致
忠
節之
条 、
尤
一神
妙 、

可
注
進
京
都之 、
的
執
達
如
件 、

康
永
元
年
十
月
十
六
日

沙
弥
御判

相
良
孫
次
郎
殿

一、
相
良
経
頼
書
状
O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

「
相
良
家
文
書」(
一)
一
一
・六口す

依
念劇 、
無
音
送
年
月
候
之
条 、
賓非
本
意
候 、

(少武頼尚)

抑 、
少
府
御
朕 、
白
河
尻
到
来
候之
問、
木上ニ
自
是
難
可
進
候 、
不
知
案
内

之
問 、
無
其
儀
候 、
自
其
早々
可
被
進
候 、
又
向
自
分
御
奉
書
到
来
候 、
震
御

心
得 、
案文を
寓進
候 、
嘗
城
寄
宿一
族
他人
等
面々

ニ
可
賜
少
府
御
奉
書之

由
申候 、
此
様
木上ニ
可
被
申
候
牧 、
此
等
之
子
細 、
尤
以
代
官
難可
申
候 、

不
知
案
内
之
問 、
御
方
申
候
ぇ 、
一
橘
遠
江
藤
門
去
六
月
之
比
下
着
候 、
其も

違
儀
ある
ま
し
きに
候 、
内々
承
候 、
委
細
定
自
彼
方
令
申
候
執 、
其
旨
可
有

御
意
得
候 、
毎
事
期
後
信
候 、
恐々
謹
言 、

八
月
三
日

(
相
良)経頼

(
花
押)

(
切
封
ウ
ハ

書)(
異
催)

{
マ
、

}

「
到
東
成
二
八
四
」

{
定
額)

兵
庫
允
殿

経
頼」

一
二 、
税
所
宗
固
申
状
案
O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書』(
一)

一
二
O
号

(端臨書)
「
京
都
注
進
欣
案

ふ、
ワ
ゑ
ん
の
ふ
ん」

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
一

分
地

頭
税
所
新
兵
衛

入
道
宗
円
謹
言
上

欲
早
軍
忠
抜
群
上
者
被
経
御
注
進
浴
恩
賞
弥
成
弓
箭勇
子
細
事

副
進

(少武頼尚)
宰
府
御
感
御
奉
書

御
数
書
案

筑
後
彦
次
郎
経
尚
一
見
拭
理一
存
給付制日

{
範
氏)

二
通
一
色
殿
御
敬
書

娘一
転
結什
布

右
宗
園 、
任
御
施
行之
旨 、
事
前馳
参
御
方 、
建
武三
年正
月六
日
押
寄子
菊

池
武
重
代
官
荒
木
左
衛
門
次
郎
住宅 、
則
追
落
後 、
同
十日
馳
越
日
向
園
虞
幸

院 、
押
寄
肝
付入
郎
兼
重
与
黛
城 、
致
合
戦
之
忠 、
追
落
彼
城以
来 、
令
致
数

次
(
足
利
草
氏}

ケ
度
軍
忠之
条 、
御
感
御
敬
書以
下
御
覆
勘
朕
明
白也
将
軍
家
御下
向之
時

者 、
諸
軍
勢
等
多
以
難
挿二
心 、
於
宗
円
者 、
震御
方
致
忠
勤
之
問 、
此
等
子

細
永
吉庄
御
代
官
新
御
領
平
六
入
道
宗
昌
依
令
注
進 、
恭下
給
将
軍
家
御判

(
洛)

(
橘}

於
彼
賦之
裏
畢 、
次
御上
路
之
時 、
震
供
奉 、
楕
佐
渡
弥人
公
好
相
共 、
同
年

(義民)

四
月
廿日
打立
球
磨
郡 、
同
廿二
日 、
於八
代庄 、
針子
内
河
彦三
郎
致
合
戦

通

暦
樫
三
年
正
月
十
七
日

康永
元
年十
月
六
日
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通

謄
臆
三
年
十
二
月
六
日

通



通
小
府
御
感
御
教
書

通
一
色
殿
御
下
文
建
武
四
年
二
月
七
日

人
吉
庄
本
御
下
文
案

一
通

右 、
定
頼
任
御
教
書
井
御
施
行
之
旨 、
事
前
参
子
御
方、
以
去
々
年
譜武
正
月

押
寄
r

・

住
宅‘

則
迫
落
之，
叫

致
合
戦
刻.
(
肝}

六
日
追
落
菊
池
肥
後
守
代
官
荒
木
左
衛
門
次
郎
・
同
十
日
馳
越
虞
幸
院
生
虜
肘

付
八
郎
兼
重
親
類
飯
尾
五
郎
兵
衛
入
道、
以
来
度
々
令
致
軍
忠
之
係 、
御
感
御

(足利樟氏}

数
書
以
下
覆
勘
状
等
明
白
也 、
次

将
軍
鎮
西
御
下
向
之
時、
軍
勢
等
大
略
難

於

者

挿
二
心、
定
頼
矯
御
方
致
忠
勤
之
問、
依
永
吉
平
六
入
道
宗
昌
注
進、
呑
下
賜

将
軍
家
御
判
於
着
到
之
裏
畢 、
次
御
上
洛
之
時、
震
供
泰 、
橘
佐
渡
弥
八
公
好

同
心
仁、
以
建
武
三
年
四
月
廿
日
罷
立
球
磨
郡、
同
廿
二
日
於
八
代
庄 、
封
子

{情輯
織さ

内
河
彦
三
郎
致
合
戦
之
刻、
親
類
若
黛
等
敷
輩 、
惑
被
討
或
被
抗
問、
公
好
則

令
注
進
畢 、
就
中、
相
良
孫
三
郎
経
頼、
須
車 、
永
里 、
岡
本 、
奥
野 、
橘
佐

(菊池}

渡
八
郎
以
下
凶
徒
等、
令
同
心
子
武
敏 、
兼
重、
一桁
贋 、
内
河
等、
打
取
歯
郡、

{郭〕叫押

《擬)

構
城
榔
駒
郡
内、
引
入
鎮
西
凶
徒
等、
相
従
近
圏 、
疑
令
蜂
起
之
問、
定
頼
自

今川又雄不能臼l

凡

{取
前
毎
度
致
軍
忠
之
上
者、
捨
命
存
御
方
之
条
勿
論
也
愛
凶
徒
者
大
勢
也 、
定

頼
僅
錐
矯
小
勢 、
相
分
子
二
手 、
龍
置
親
類
若
黛
等
於
山
田
城、
致
散
々
防
戦

定
頼
者
則
押
寄
子
後
巻、
知
元
追
龍
凶
賊
於
木
枝
城
畢 、
是
併
云
奉
矯
上
方、

依
矯
少
府
御
領
也 、
軍
忠
争
可
被
順
子
余
人
哉 、
凡
至
子
嘗
郡
者、
矯
無
襲
城

榔
之
問、
震
凶
徒
等
於
被
打
取
者、
報
依
難
被
退
治、
知
此
所
令
致
度
々
忠
勤

鑑三一

也 、
の
郡
内
静
誼
之
条、
偏
可
調
鎮
西
第
一
軍
忠
者
哉 、
此
等
次
第
依
達
子
上

{範氏}

聞 、
連
々
非
雷
預
御
感
御
敬
書、
白一
色
殿
返
給
本
領
北
方
半
分
地
頭職
畢 、

御
分
園
閥
所
事、
難
矯
御
計、
且
依
無
二
忠
功、
且
任
由
緒
之
旨 、
預
御
注
進

之
条、
併
可
矯
御
芳
志 、
勝
又
矯
御
分
圏
平
均
法
之
上
者、
篇
恩
賞
不
足
分、

元
久
二
年
七
月
廿
五
日

一
族
経
頼
井
庶
子
等
跡
預
給
之 、
弥
抽
忠
節 、
震
成
向
後
之
易 、
組
言
上
知
件 、

建
武
五
年
八
月
日

七 、
税
所
宗
国
軍
忠
状
O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書』(一)
一
一一一
号

相
良
孫
三
郎
経
頼
以
下
凶
徒 、
以
今
月
廿
六
日、
打
出
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷

木
原
々
之
時、
馳
向
彼
所、
致
散
々
合
戦
之
刻、
宗
国
自
身
被
痕
畢 、
醐切
中

間
左
近
太
郎
棚
鶴 、
如
此
抽
抜
群
之
軍
忠
之
条、
大
将
御
見
知
之
上
者、
預
御

一
見
朕 、
矯
備
後
誼 、
粗
言
上
如
件 、

康
永
7じ

承通年
了 型九
(吾 月
花言廿
押草九
と 日

一 1 5

O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

八 、
少
弐
頼
尚
感
状
案
『
相
良
家
文
書』
(
二
九
三
号

去
月
廿
六
日、
多
良
木
経
頼
巳
下
凶
徒
打
出
肥
後
園
球
磨
郡
木
原
々
時、
致
合

戦 、
自
身
井
中
間
被
庇
由
事、
承
候
畢 、
箪
忠
紳
妙、
可
注
進
京
都 、
白
執
達
知
件 、

脱
水
元十

月
六
日

頼
尚
在判

税
所
新
兵
衛
入
道
殿

九、
少
弐
頼
尚
感
状
O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書』(
一)
一一
三回す



し
せ
ら
れ
候
へ
く
候 、
よ
て
の
ち
の
せ
う
も
ん
の
た
め
に
ゆ
っ
り

(山mn公円}「任
此
状
可
令
領
掌
之
由 、
依
仰
下
知
如
件

お
く
と
こ
ろ
く
た
ん
の
こ
と
し

し
ゃ
う
わ
二
年
十
二
月
廿
一
日

あ
ま
し
ん
れ
ん
(
花
押

(高得}「
任
此
状
可
令
領
掌
之
由
依
仰

ー 虫
相 ま喰
模 需 )
守コ 知
如
件

五
一
色
範
氏
軍
勢
催
促
状
O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書」(
こ
七
四
号

正
和三一
年
正
月
廿
四
日

(
花
押)」

相
良
孫
三
郎
経
頼
以
下
凶
徒 、
楯
龍
肥
後
園
球
磨
郡
内
之
問、
所
差
遣
橘
佐
渡

弥
八
也 、
早
相
催一
族 、
馳
向
彼
所 、
廻
訴
伐
計 、
致
軍
忠
者、
可
有
恩
賞 、
伺
執
達

肥
後
園
球
磨
郡
人
吉
庄
地
頭
相
良
兵
庫
允
定
頼
謹
言
上

且
依
抽

且令拝簡

栴軍家御下文惜将来屯鈍

欲
早
参
・寂
前
御
方
致
度
々
軍
忠
上
者
預
御
注
進
・
弥
成
弓
箭
勇
本
領
首
庄
北

四 、
尼
し
ん
ね
ん
譲
状

0「
熊
本
牒
史
料』
中
世
篇(
四)

「三一
池
文
書」
十
六
号

円HHLL'、
合目h乍』

ゆ
つ
り
わ
た
す
あ
く
り
こ
せ
ん
の
ふ
ん、
か
う
っ
き
の
く
に
お
ほ

や
き
の
か
う、
し
も
つ
き
の
く
に
あ
ひ
こ
の
む
ら 、

に
く
め
の
か
う、
ひ
や
く
五
十
ち
ゃ
っ
の
っ
ち

廿 ひ
ち ん
や こ
う のハ く

六
ら
う
と
の、
か
た
へ
さ
り
あ
たへ
候
ぬ 、
の
こ
る
ひ
や
く
三
十

一
ち
ゃ
う
を、
は
ん
ふ
ん
か
み
か
た
を、
ゑ
い
た
い
を
か
き
で
あ

く
り
こ
せ
んニ
ゆ
っ
り
あ
た
う
る
と
こ
ろ
な
り 、
ミ
く
う
し
に
お

き
てハ、
ふ
ん
け
ん一一
し
た
が
い
て、
け
た
い
な
く
き
ん
し
せ
ら

れ
候
へ
く
候 、
た
た
し
か
や
う
にハ
め
ん
/\ニ
ゆ
っ
り
あ
た
ゑ

て
の
ち、
あ
る
い

ノ

こ
ま
こ

の
な

か
に
も、
も
し
い
ら
ん
ふ
し
き

を
い
た
す
物
あ
らノ、
あ
く
り
こ
せ
ん
を
ち
ゃ
く
に
ょ
と
し
て、

か
の
ふ
ん
り
ゃ
う
を
申
給ノ
る
へ
き
な
り 、
よ
て
の
ち
の
せ
う
も

副
進

ん
の
た
め
に 、
い
ま
し
め
お
く
と
こ
ろ
の
し
ゃ
う
く
た
ん
の
こ
と
し

し
ゃ
う
わ
二
ね
ん
十
二
月
廿
八
日

あ
ま
し
ん
ね
ん
(
花
押)

建
武
三
年
九
月
十
日

(一
色範氏)

沙
弥
(
花
押)

相
良
孫
二
郎
殿

六 、
相
良
定
頼
申
状
案
O
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書』(
二
八
二
号

- 1 4 -

六
郎

......
.

 

謹
言
上

方
半
分
地
頭職
事

二
通
将
軍
家
御
手文
書

同 催建
年 一武
十 族二
二 可年
月 参十
廿 ( 御一
二 了 方 月
日 ) 由 二

事 日

通

宰
府
御
施
行

同
御
覆
勘
賦

生
虜
飯
尾
五
郎
兵
衛
入
道
請
取
同
年
二
月
十
日

通

同
三
年
二
月
七
日

通巻
着
到
同
年
三
月
八
日

通
一
色
殿
御
感
御
教
書

御
感
御
敬
書

通

建
武
四
年
正
月
廿
日



て
肥
後
園
球
磨
郡
回
数
領
主
等
目
録
写

(
磨)

球
摩
郡
二
千
丁

領
家
人
保
女
院

蓮
花
王
院
人
吉
庄
六
百
丁

預
所
釘
馬
前
司

下
司
藤
原
友
永

政
所
藤
原
高
家

地
頭
藤
原
季
高

藤
原
茂
綱

藤
原
異
宗

居
西
妙

鎌
倉
殿
御
領
五
百
丁

預
所
因
幡
大
夫
判
官

永
吉
三
百
丁

清
業

字
人
吉
次
良

字
須
恵
小
太
良

字
合
志
九
良

字
久
米
三
良

須 地
恵 頭
小 良
太 峯
良 師
家 高
基 子
領 紀 息
百 平 字
五 次 平
十 賓不
丁 名知

公
団
九
百
丁

豊
富
五
百
丁

地
頭
藤
原
虞
家

豊
永
田
百
丁

字
久
米
三
良

O
大
日
本
古
文
書
家

わ
け
第
五

『
相
良
家
文
書』

(一)一一口す

地
頭

多 藤
良 原

建 木 家
久 村 基
八 百 三
年 丁 百
潤 没 丁
六 伊 官 字
月 勢 領 須日 弥 悪

次 小
良 太寛不 自

名 知 ( 

二 、
関
東
下
知
状
案

0『佐
賀
県
史
料
集成』
第一
七
巻

「
小
鹿
島
文
書」一
三一
号

同同
前

右 頭 可、 職 令
守 事 薩
先 摩
例 除
可 一
致 法
沙 師
汰 公法
ゥ 阿名荻 語
依 肥
仰 後
下 回
知 �
如 l草壁
角 青

久
米
郷
半
分
地
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正
腰
元
年十一
月
廿一
日

(北保宣時)

前
武
蔵
守
平
朝
臣
御判

(北保貞時)

相
模
守
平
朝
臣
御判

三 、
尼
し
ん
ね
ん
譲
状

0『新編
会
津風土
記』
巻之

梁
瀬
源
次
郎
所
蔵

(
つ
る
一

ニ
ヵ
}

ゆ
っ
り
わ
た
す
へ
る
へ
る
せ
ん
の
ふ
ん、
ひ
ん
こ
の
く
に
く
め
の

つ
る
一
こ
せ
ん
に、
ゑ

い
た
い
を
か
き
て
ゆ
っ
り
あ
た
う
る
と
こ
ろ
な
り、
み
く
ら
し
に

(
て
ハ
カ
}

(
ん
カ
)

お
き
(
虫
喰) 、
ふ
ん
け
ん
に
し
た
か
い
て、
け
た
い
な
く
き
へ

か
う
に
し
か
た
は
ん
ふ
ん
し
も
か
た
を、



ニ
O
は
日
向
・

薩
摩
・

大
隅
・

肥
後
の
四
ヵ
国、
国
人
六
十
一
人
が
参
加
し

た
一
授
契
状
神
水
案
文
で
あ
る。
球
磨
郡
か
ら
最
も
多
い
十
人
が
参
加
し、「
奥

凡
例

野
代
源
助
景」
の
名
前
も
見
え
る。

一、
本
書
は
『
奥
野
城
跡』
史
料
篇
と
し
て
建
久
八
年
(
一
一
九
七)
よ
り
明

治
八
年(
一
八
七
五)
に
至
る
文
書・
史
料・日
記
な
ど
四
十
点
を
収
め
た。

一、
文
書
名
は、
原
則
と
し
て
正
文
・

案
文
・

写
な
ど
の
別
を
示
し、
記
録
や

編
纂
物
か
ら
採
録
し
た
も
の
は
写
と
し
た。

一、
無
年
号
文
書
ま
た
は
年
号
が
欠
け
た
史
料
・
日
記
で
年
代
比
定
が
可
能
な

も
の
は、
そ
の
年
代
の
所・に
挿
入
し
た。

一、
原
文
に
は、
句
点
・

並
列
点
を
加
え 、
そ
の
異
体
字
・

俗
字
・

真
仮
名
・

変
体
仮
名
は、
原
則
と
し
て
正
字
・

現
行
仮
名
に
改
め
た。

一、
原
文
の
磨
滅
虫
損
な
ど
は、
字
数
を
推
定
し
て
口
ま
た
は

門川U
を
以
て

示
し、
文
書
の
首
級
に
は
1 、

尾
鉄
に
は
L
を
以
て
示
し
た。
ま
た

原
文
の
墨
抹
は
・ 、
そ
の
文
字
が
読
み
得
る
も
の
は、
文
字
の
左
側
に"

"
を
加
え
て、
右
側
に
書
き
改
め
た
文
字
を
加
え
た。

一、
文
字
の
鉄
落、
誤
字
の
場
合
は、
推
定
可
能
の
時
は〔
〕
内
に
編
者
の
案

を
示
し、
当
字
な
ど
を
元
の
ま
ま
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
は、(
マ、)
と

註
し
た。
ま
た、
本
文
中
の
人
名
・

地
名
・

社
寺
名
な
ど
の
説
明、
傍
註

そ
の
後、
文
明
年
間
に
相
良
為
績
が
宛
行
っ
た
知
行
坪
付
に、
ニ
ニ・
ニ
三・

ニ
四・
ニ
五・
ニ
七
の
五
点
が
あ
る。
い
ず
れ
も
「
久
米
郷」
の
範
囲
を
知
る

手
掛
か
り
を
与
え
て
く
れ
る。
二
回
の
肥
後
圃
求
麻
郡
久
米
郷
奥
野
村
田
畠
目

録
に
よ
る
と、
村
落
が
「
百
姓
門」
と
「
浮
免」
の
単
位
で
呼
称
さ
れ、
水
田・

畠
・

屋
敷
・

城
・

社
寺
堂
宇
の
所
在
が、
地
名
か
ら
復
元
で
き
る
の
は
興
味
深

い。
二
五・
ニ
七
は
同
じ
く
久
米
郷
西
方
の
内
で、
ニ
四
で
見
た
「
柿
木
丸」

な
ど
の
地
名
が
一
致
す
る。
ニ
九
は、
二
四
で
見
た
「
中
山
寺」
が
あ
り
天
文

十
六
年
(
一
五
四
七)
当
時
は
真
言
宗
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

三
0・
=
二
・

三
ニ
は
永
禄
二
年
(
一
五
九
九)
に
起
き
た「
瀬
野
原
合
戦」

に
つ
い
て
の
文
書
と
日
記
で
あ
る。
日
記
に
は、
奥
野
村
の
「
平
城」
ま
た
は

「
平
城
所」
が
見
え
る。
な
お、
こ
こ
で
は
奥
野
村
と
隣
接
す
る
宮
原・
久
米・

湯
前
の
箇
所
も
採
録
し
た。

奥
野
氏
一
族
に
つ
い
て
は、
二
八
・三

三
・三

回
・三

五
・三

六
・三

七
・三

八・

三
九
に
詳
し
い。
こ
の
中
で、
奥
野
氏
は
「
八
代
十
三
人
衆」
ま
た
は「(
八
代)

地
下
衆」
と
も
見
え
る
が、
球
磨
郡
奥
野
村
を
名
字
の
地
と
し
た
一
族
で
八
代

へ
移
転
し
た
国
人
と
考
え
ら
れ
る。

の
場
合
は(
)
内
に
註
を
加
え
た。

一、
文
書
・

史料
・
日
記
名
の
下
に、
そ
れ
ぞ
れ
出
典
を
O
で
示
し、
所
収
番

号
・

巻
数
を
加
え
た。

て
史
料
篇
の
中
で、
編
者
が
加
え
た
文
字
や
文
章
に
は、
そ
の
頭
に
必
ず
※

最
後
に、
中
世
の
奥
野
村
に
つ
い
て
は
二
四
が
詳
し
く、
近
世
で
は
文
化
七

年
(
一
八
一
O)
三
月
作
成
の
『
奥
野
村
絵
図
下
地』
で、
か
な
り
村
落
の
復

元
が
可
能
で
あ
る。
ま
た、
そ
れ
ら
と
比
較
で
き
る
資
料
と
し
て
四
O
の
明
治

を
附
し
て、
本
文
と
区
別
し
た。

八
年
(
一
八
七
五)
五
月
作
成
の
『
奥
野
村
地
誌』
を
採
録
し
た。

一、
二
一
号
文
書
の
人
名
は、
編
集
上
二
段
組
で
行
っ
て
い
る。
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「
奥
野
城
跡」
史
料
篇

こ
の
史
料
篇
は
中
世
城
跡
「
奥
野
城」
や
奥
野
村
お
よ
び
奥
野
氏
に

関
す
る
文
書
・
史
料
・
日
記
な
ど
を
中
心
に、
編
年
順
に
編
集
し
た
も

の
で
あ
る。
収
載
範
囲
は
鎌
倉
か

ら
安
土
桃
山
時
代

ま
で
と
し、
主
に
奥
野
村

の
位
置
付
け
と
そ
の
歴
史
的
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る。

こ
の
史
料
集
の
作
成
に
当
た
っ
て
は、
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
五
『
相
良

家
文
書』(
東
京
大
学
出
版
会
刊)
・熊
本
県
編
『
熊
本
牒
史
料』
中
世
篇
(
熊
本

県
刊)
・川
添
昭
二
編『
祢
寝
文
書』(
九
州
史
料
刊
行
会
刊)
・瀬
野
精

一

郎
編『
大

川
文
書
・
小
鹿
島
文
書
・
斑
島
文
書』(
九
州
史
料
刊
行
会
刊)
・三
好
不
二
雄
編

『
佐
賀
県
史
料
集
成」(
佐
賀
県
刊)
・平
田

寛
編『
九
州
の
中
世
美
術
|
熊
本・

球
磨
地
方
美
術
調
査
概
報
|』(
九
州
大
学
九
州
文
化
史
研
究
施
設
刊)
・瀬
野
精

一
郎
編
『
九
州
地
方
中
世
編
年
文
書
目
録』
鎌
倉
・
南
北
朝
時
代
篇
(
吉
川
弘

文
館
刊)
・竹
内
理
三
編
『
鎌
倉
遺
文』(
東
京
堂
出
版
刊)
・瀬
野
精
一
郎
編
『
南

北
朝
遺
文』
九
州
篇
(
東
京
堂
出
版
刊)
・鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
纂
所
編
『
鹿

児
島
県
史
料
旧
記
雑
録
後
編
付』(
鹿
児
島
県
刊)
・熊
本
中
世
史
研
究
会
編

『
八
代

日
記

』(
青
潮
社
刊)

に
負
う
と

こ
ろ
が
多
く、
必
要
に
応
じ
て
人
吉
市

の
笹
淵
格
氏
所
蔵
の
相
良
家
史
編
纂
物
を
参
照、
現
地
踏
査
も
行
っ
た。

た
だ
し、
奥
野
村
と
隣
接
し
密
接
な
関
連
を
有
す
る
湯
前
・
久
米
・
宮
原
に

つ
い
て
は、
紙
枚
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た。

解
説

「
奥
野
村」
に
つ
い
て
の
初
見
は、
南
北
朝
時
代
の
建
武
五
年
(
一

三
三
人)
八
月
日
の
相
良
定
頼
申
状
案
で
あ
る
が、
村
落
と
し
て
の
成

立
は
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
と
思
わ
れ
る。
そ
の
場
合、
球
磨
郡
の
ど
の
所
領
に

含
ま
れ
て
い
た
か
を
知
る
文
書
と
し
て
史
料
篇
の
文
書
番
号
(
以
下、
こ
れ
を

略
す)

解
題

一・ニ
・三
・四
・十
三
・十
四
・十
五
・十
六
・十
八
・十
九
・ニ
O
が
あ
る。

こ
れ
に
よ
る
と、
公
田
豊
富
五
百
町
が
鎌
倉
中
期
に
は
私
領
化
に
よ
っ
て「
久

米
郷」
と
改
め
ら
れ、
東
方
と
西
方
に
分
割
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る。

奥
野
村
が
い
ず
れ
か
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は、
ニ
O
の
橘
公
多
譲
状
の
中
で

「
ひ
こ
の
く
に
く
ま
の
こ
ほ
り
く
め
の
か
う
東
方
下
ふ
ん
ミ
や
は
う」
と
見
え

る
こ
と、
宮
原
村
の
東
に
奥
野
村
が
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
「
久

米
郷
東
方
下
分」
に
比
定
さ
れ
よ
う。
そ
の
場
合、
地
頭
と
な
る
と
橘
薩
摩
氏

で
あ
っ
た
ろ
う。

- ) )  

球
磨
郡
に
お
け
る
南
北
朝
内
乱
は、
北
朝
方
の
人
吉

・

下
相
良
氏
と
南
朝
方

の
多
良
木
・
上
相
良
氏
が
対
立
し、
郡
内
各
地
で
合
戦
を
く
り
か
え
し
て
い
る。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で、
六
の
相
良
定
頼甲
状
案
が
残
さ
れ
て
い
る。

こ

の
案
文
か
ら
上
・
下
相
良
氏
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き 、
奥
野
を
は
じ
め
須

恵
・
永
里
・
岡
本
・
橘
佐
渡
ら
国
人
の
存
在
と
消
息
が
窺
え
る。

七・
八・
九・
十
は
久
米
郷
内
の
「
木
原
々
合
戦」
に
つ
い
て
の
文
書
で
あ

る。
十
三・
十
四
は
久
米
郷
西
方
上
村
・
下
村
の
地
頭
で
あ
る
三
池
兵
庫
助
親

元
が、
所
領
内
で
濫
妨
を
働
く
東
方
地
頭
の
橘
遠
江
入
道
の

停
止
を
訴
え
た
も

の
で
あ
る。
十
五・
十
六・
十
八
は
久
米
郷
東
方
と
西
方
地
頭職
が
人
吉
の
下

相
良
氏
一
族
に
充
行
さ
れ
て
い
る。
そ
の
全
容
に
つ
い
て

は

十
九
の
相
良
定
頼

併
一
族
等
所
領
注
文
に
詳
し
い。





第
3

表

中
世
か
ら
近
世
・
現
在
ま
で
の

奥
野
村
の
変
遷

キナ 野 奥 典出 年号
免r芋 t免芋

聖書 姓百畠中r， 
#-
EF 寸" なさり

主見免少 寺z ろ し 、

百虫Fり生守
雇

稿埠寺領〈
12 月
1 5 
日

出

O 
9 月

下キ
呂
寸 出 v' 蒋馬 長 ふき、 永ヰキ寸tニ

奥i 荘i よ

キえサー 幸才田寸
宇。上サコ

f幸野中寸
月3 

奥字野杉園 轟z 山 嚢宝 奥野字上 字置 和日6年召2 

場下馬 車 ブLj仁l 

第
4

表

奥
野
村
田
畠
目
録
に
見
え
る
水
田
・
畠
・
屋
敷

分 家 社 家 寺 免 浮 名 門 姓 百i Z t E i i i 下Iこ i 
門

畠 1太姓 障S姓 i な 百姓門名

十 水田町 町 町 町 町九ム 五 八 八 町 三 七 四 四一一 ノ、
反 反 反 反 反 反 反 反 反 反 反

反
丈

丈
丈 丈

J\ 畠町 町 町 町 町七 四 二 四反 五
反 反 反 反 反 反 反 反 反 反 反

丈 丈 丈

不喝 奥罪山 現宍 現宍 E i i 言ぷE十� 言d口十h、 計i口L 百d口h十 言i口L十 4言口斗十 備考
三
町

一
町

二町
ノ、

一町 町四に 奥野杉園 久米六 十町 一 八 四現
存。 の 反

回
反 反 反 反 反

屋敷南 反

主天i前主 現売に
五
丈

丈 丈

9 -



辺
で、
小
名
で
「
中
野」
も
残
る
ひ
よ
こ
え
村
に
含
ま
れ
る。

【
太
郎
丸
百
姓
門】
こ
の
百
姓
門
は
水
田
四
筆
で
一
町
四
反。
畠
は
「
畠
二
反

居
屋
敷
畠
一
町」
と
あ
る。
奥
野
村
で
は
最
も
小
さ
い
百
姓
円
で
あ
る。
百
姓

門
に
人
名
が
つ
い
て
い
る
の
は、
こ
こ
だ
け
で
あ
る。

『
奥
野
村
絵
図
下
地』
に
「
太
郎
丸
樋」
が
描
か
れ
て
お
り、
現
在
も
樋
門
が

残
っ
て
い
る。
水
田
は
「
く
ほ
田」
の
六
反
を
筆
頭
に
「
ま
へ
田」
「
下
柿
木」

「
野
中
田」
と
続
い
て
い
る。
比
定
地
と
し
て
は、
字
名
に
手
掛
か
り
は
な
く

小
名
と
し
て
「
野
中
田」
が
幸
野
溝
の
上
に
あ
り、

太
郎
丸
樋
掛
の
「
字
七
代
田」
周
辺
で
あ
る。
比
定
地
と
し
て
は、
麓
と
馬
場

村
に
含
ま
れ
る。

「
久
保
田」
「
前
田」
が

【
畠
中
百
姓
門】
こ
の
百
姓
門
は
水
田
二
筆
で
七
反。
畠
は
「
畠
四
反
屋
敷
内

外」
と
あ
る。
水
田
は
「
上
・

下
く
ほ
田」
の
二
ヵ

所
が
中
心
で、
こ
の
う
ち

一
反
が
「
妙
見
免」
と
な
っ
て
い
る。
水
田
の
あ
る
「
上
・

下
く
ほ
田」
は
字

名
こ
そ
な
い
が、
地
元
で
は
「
く
ほ
た
ん」
と
い
っ
て
い
る
場
所
が
「
字
上
・

下
畠
中」
地
内
で
あ
る。
百
姓
門
が
字
名
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
珍
し
い。

「
字
上
・

下
畠
中」
周
辺
で、
八
反
村
と
才
田
村
が
含

比
定
地
と
し
て
は、

ま
れ
る。

【
下
村
ひ
ろ
こ
り
百
姓
門】
こ
の
百
姓
門
は
水
田
七
筆
で
二
町
三
反
二
丈。
畠

は
「
畠
屋
敷
内
外
七
反」
と
あ
る。
水
田
は
「
志
ま
の
下」
の
五
反
を
筆
頭
に

「
こ
む
た
田」
「
と
の
く
ち」

「
か
ハ

「
く
ち
の
坪」
「
一
せ
ま
ち
そ
の
田」

「
つ
る
た
屋
敷
付」
と
続
い
て
い
る。
比
定
地
と
し
て
は、
字
名
で「
小

無
田」
「
川
原
田」
「
鶴」
の
み
確
認
が
で
き
る
が、
小
名
と
し
て
「
島
の
下」

「
小
無
田」
近
く
の
熊
野
集
落
を
指
し
て
い
る。
宮
原
村
の
前
田
集
落
を

ら
回」

を、

「
つ
る
た
屋
敷
付」
に
関
係
あ
る
か
分
か
ら
な
い
が 、
「
つ
る
馬
場」
と
も
伝

え
て
い
る。
比
定
地
と
し
て
は、
{子
名
が
一
致
す
る
「
鶴」
「
小
無
田」
周
辺

で
ふ
き
の
上
村
と
仲
野
村
が
含
ま
れ
る。

「
中
世
の
奥
野
村」
復
原
図
(
第
伺
図)

昭
和
五
十
二
年
に
熊
本
県
球
磨
事
務
所
耕
地
課
が、
多
良
木
町
奥
野
地
区
の

圃
場
整備
事
業
に
伴
っ
て
作
成
し
た
五
千
分
の
一「
地
形
図」
を
も
と
に
復
原
し

た
も
の
で
あ
る。
現
在、
奥
野
地
区
の
圃
場
整
備
は
す
べ
て
終
了
し
て
お
り、
河

川
は
河
道
を
変
え、
道
路
は
直
線
と
な
り、
水
田・
畑
が
整
然
と
区
画
さ
れ
て

い
る。
そ
の
た
め
字
名
や
小
名
を
手
掛
か
り
に
古
老
を
尋
ね、
所
在
地
を
比
定

し
て
み
た。
し
か
し、
地
形
図
の
上
で
は
多
少
の
ず
れ
も
あ
る
と
思
わ
れ
る。

8 

文
明
十
一
年
十
二
月
十
五
日
の
肥
後
国
求
麻
郡
久
米
郷
奥
野
村
田
畠
目
録
に

見
え
る
百
姓
門
地
名・
社
寺
に
つ
い
て
は、
横
書
き
の

円U
(
カ
ツ
コ
内)

で
示
し
た。
ま
た、
近
世
と
比
較
す
る
意
味
で
文
化
七
年
三
月
作
成
の
『

奥
野

村
絵
図
下
地』
に
見
え
る
村
々
を
縦
書
き
の

門U
(
カ
ッ
コ
内)
で、
字
名
や

小
名
と
な
っ
て
い
る
地
名
を
縦
書
き
で
示
し
た。

奥
野
川
・

伊
良
目
川
・

久
米
枝
川
内
川
・

柳
橋
川
に
つ
い
て
は、
圃
場
整
備

事
業
と
共
に
河
川
改
修
が
行
わ
れ、
河
道
が
変
更
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
江
戸

時
代
に
は
南
・

北
に
「
幸
野
溝」
「
百
太
郎
溝」
が
開
墾
さ
れ
て
い
る。
地
形

図
の
上
で
は、
川
・

溝
を
太
い
線
で
書
い
て
い
る。



解

題

人
吉
市
下
青
井
町
の
笹
淵
格
氏
所
蔵。

奥
野
村
絵
図
下
地

『
文
化
七
年
奥
野
村
絵
図
下
地

こ
の
こ
と
か
ら
文
化
十
年(
一
八
一
三)
の『
求
麻
郡
村
明
細
帳(
ま
た
は
明
細
格)』

一一
月』
と
墨
書
さ
れ
て
い
る。

と
共
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

絵
図
下
地
は、
清
書
に
附
す
前
に
描
か
れ
た
下
書
き
で
あ
っ
て、
清
書
さ
れ

た
絵
図
原
本
は
今
日、
所
在
不
明
で
あ
る。
絵
図
下
地
は
出
価
×
瑚
佃
の
厚
和

紙
を
繋
ぎ
合
わ
せ
て
描
か
れ
て
お
り、
文
化
七
年(
一
八
一
O)
当
時
の
奥
野
村

全体
を
墨
で
描
き、
白
・

青
灰
色
・

赤
の
三
色
で
表
現
し
て
い
る。

色
彩
に
よ
る
区
別
は
村
界
を
白 、
河
川
・

谷
川
・

溝
を
青
灰
色、
道
を
赤
と

し、
村
名
・

社
寺
仏
閣
は

門U
(
カ
ッ
コ)
内
で
記
し
て
い
る。
田
・

畠
は
畦

畔
で
表
現
し
「
田
・

畠」
と
記
入
さ
れ
て
い
る。
境
・

他
領
は、
そ
の
旨
「
宮

原
領」
「
多
良
木
領」
な
ど
と
記
入
す
る。
堂
宇
は
'
を
書
き、

円U
で
説

明
し
て
い
る。

絵
図
下
地
に
は、
文
明
十
一
年(
一
四
七
九)
十
二
月
十
五
日
の
肥
後
国
求
麻

郡
久
米
郷
奥
野
村
田
畠
目
録
に
記
載
さ
れ
た
水
田
・

畠
・

屋
敷
・

城
・

社
寺
堂

宇
が
か
な
り
描
か
れ
て
お
り、
こ
れ
よ
り
中
世
の
奥
野
村
の
復
原
が
あ
る
程
度

可
能
と
な
る。
文
化
七
年
に
お
け
る
奥
野
村
の
村
域
は、
現
在
の
多
良
木
町
久

米
・

多
良
木
と
岡
原
村
宮
原
に
も
及
ぶ
村
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。

さ
ら
に、
奥
野
村
は
永
北
村
・

ひ
よ
こ
え
村
・

ふ
き
の
上
村
・

八
反
村
・

宮

下
村
・

馬
場
村
・

仲
野
村
・

才
田
村
・

中
山
村
の
小
村
に
分
か
れ
て
お
り、
こ

れ
ま
た、
中
世
の
奥
野
村
と
の
つ
な
が
り
が
窺
え
る。
絵
図
下
地
は、
庄
屋
宅

を
中
心
に
東
西
南
北
の
方
位
を
記
し、
縮
尺
は
だ
い
た
い
五
千
分
の
一
に
近
い

正
確
さ
で
あ
る。
な
お、
絵
図
下
地
に
見
え
る
地
名
を
整
理
し
た
の
が
付
録
の

第
必
図
で
あ
る。
中
に
は、
判
続
で
き
な
い
文
字
も
あ
り、
そ
の
ま
ま
不
明
と

し
た。

中
世
か
ら
近
世・
現
在
ま
で
の
奥
野
村
の
変
選

奥
野
村
の
変
遺
を、
文
明
十
一
年
十
二
月
十
五
日
の
肥
後
国
求
麻
郡
久
米
郷

奥
野
村
田
畠
目
録
を
も
と
に、
寛
政
二
年
ご
七
九
O)
の「
中
山
観
音
堂
棟
札」 、

文
化
七
年
の
『

奥
野
村
絵
図
下
地』 、
昭
和
六
十
二
年
の
『

多
良
木
町
・

岡
原
村

字
界
図』
を
手
掛
か
り
に、
現
地
踏
査
を
行
い、
奥
野
村
の
変
遷
を
試
み
た。

中
世の
奥
野
村
は、
百
姓
門体
制
で
確
立
さ
れ、
「
門」
「
浮
免」
の
単位

で
呼
称
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

【
な
り
さ
い
百
姓
門】
こ
の
百
姓
門
の
水
田
は、
八
筆
で
一
町
九
反
一
丈
あ
り

奥
野
村
で
は
最
大
で
あ
る。
畠
は
二
筆
で
屋
敷
外
二
町
五
反
で
あ
る。
水
田
は

「
ミ
つ
も
ち」
「
河
原
田」
の
五
反
を
筆
頭
に、
「
な
か
さ
こ」
「
こ
く
ほ
た」

と
続
い
て
い
る。
畠
は
「
屋
敷
外
畠」
を
合
わ
せ
て
二
町
五
反
で
あ
る。
比
定

地
と
し
て
は、
字
名
が
一
致
す
る
「
川
原
田」

百
太
郎
溝
の
下
で
永
北
村
に
含
ま
れ
て
い
る。
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「
長
迫」
「
黒
土
田」
周
辺
で

【
陣
之
内
百
姓
門】
こ
の
百
姓
門
は
水
田
三
筆
で
一
町
四
丈。
畠
は
三
筆
で
四

反。
水
田
は
「
よ
し
ハ
ら」
の
五
反
を
筆
頭
に
「
ミ
つ
も
ち」
「
な
か
さ
こ」

と
続
い
て
い
る。
畠
は
「
ち
ん
の
内」
の
二
反
が
中心
で、
百
姓
門
の
名
称
に

も
な
っ
て
い
る。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
に
「
畠
一
反 、
土
器
そ
の」
と
あ

り、
土
師
器
ま
た
は
陶
器
の
窯
の
存
在
が
窺
え
る。
し
か
し、
窯
跡
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い。
比
定
地
と
し
て
は、
字
名
が
一
致
す
る
「
長
迫」
「
吉
原」
周



熊
本
県
立
図
書
館
所
蔵。
絵
図
を
納
め
た

袋
に
「
求
麻
郡
村
図
附
図」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る。
古
城
絵
図
の
作

成
は
求
麻
郡
村
地
誌
調
掛
編『
求
麻
郡
村
地
誌』
が
明
治
八
年(
一
八
七
五)
五
月

で
あ
る
か
ら、
お
そ
ら
く
同
時
期
の
も
の
で
あ
ろ
う。

解

題

求
麻
郡
村
古
城
絵
図

古
城
絵
図
は
「
人
吉
城
下
絵
図」
を
含
め
た
三
十
枚
で
あ
る。
城
下
絵
図
は

平
面
図
で、
広
幅
内
叩
×
部
叩
の
厚
和
紙
に
墨
で
全
体
を
描
き、
赤・
青
・
白

の
三
色
で
表
現
し
て
い
る。
他
の
古
城
絵
図
は
お
叩
×
引
叩
で
鳥
服
図
写
に、

あ
る
い
は
写
生
画
風
に
描
い
た
真
景
図
で、
そ
の
当
時
の
古
城
跡
と
周
辺
の
景

観
を
知
る
こ
と
が
で
き
る。

第
2

表

求
麻
郡
村
古
城
絵
図
目
録
と
所
在
地
一
覧

相良村 磨
球
キ寸 市

=人ZK3 r 市田村名T 

i i i j i 
善幸

所在地

平 ノ寺

i j ; 
井 i i j j i 所見文書文書口

磨
球筆 i i i i i 史料名

書目面丁 免 村上 村原岡 湯前町 水上 多良木町丁
3恵村頁 村深

田
ー町

田
キサ

i i霊 童喜 5葺 5 葺 車蓋 主古霊園 言i 3i i 5 2i i 2 i 置 i葺 昌i 図

大主幸時 i 許大主 普大竺
Z

寄大童
i

i 書大書 昔大室町 書大高字路 E事大 喜大事 i 界
大
城字平城国市日

城t 
古城

f空襲 i i i j ;\ 八 議図 J代書日L i i i i i i i i i i f言日t 己 代
主ー 書

童犬文書
〈〉高山 〈深田枝城木 不城牧 支城方

巻
王磨絵室

委書岡 球
磨絵
巻

球
磨絵巻
FzZ i司 肉撃 i 5恵城頁
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臣
秀
吉
朱
印
状
(
熊
本
県
編『
熊
本
牒
史
料』
中
世
篇第
五
巻、
加
藤
清
正
家
蔵

文
書
三一一一
号)
が
あ
る。
こ
の
中
に
八
代
十
三
人
衆
と
し
て、「
五
拾
石
奥
野

越
前
守」
が
見
え、
四
番
目
の
実
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る。
こ
の
こ
と

か
ら
奥
野
氏
は
球
磨
郡
奥
野
村
を
名
字
の
地
と
し
た
一
族
で、八
代
へ
移
転
し

た
国
人
で
あ
る
と
思
わ
れ
る。

目 、
奥
野
氏
の
後
の
地
頭・
上
村
新
左
衛
門
長
陸

安土
桃
山
時
代

奥
野
氏
が
去
っ
た
後
の
地
頭
に
つ
い
て
は、
近
世
の
相
良

家
史
編
纂
物司
南
藤
蔓
綿
録』
に

上
村
新
左
衛
門(
長
陸)
ハ(
上
村
城
主
・

上
村)
親
孝
二
男
也 、
頼
孝
切
腹

ノ
時
幼
少ニ
御
座
候
故
御
取
分
被
百
置
候 、
成
人
ノ
後(
相
良)
頼
陽
公
御

意
ニ
テ(
頼
陽
の
娘
・

亀
徳)
西
津
良
意
合
縁
被
仰
付 、
奥
野
地
頭ニ
百
被

成
候(
文
禄
・

慶
長
の)
高
麗
御
陣
ノ
時
分
謀
叛
ノ
御
企 、
其
子
細
ハ
相
良

大
膳
介
頼
貞
良
意
御
連
枝
也 、
大
膳
介
其
時ハ
日
州
ニ
御
座
候
御
妹ニ
テ

御
座
候 、
密ニ
被
仰
合
玄
高(
長
毎)
高
麗
御
陣
ノ
御
留
守ニ
当
郡ニ
御
討

入
可
被
遂
本
意
御
企
ニ
候
由
相
知、
則
蓑
田
甚
兵
衛
・

桑
原
惣
右
衛
門
・

岩
崎
善
兵
衛
ニ
被
仰
付 、
(
人
吉)
原
ノ
城
柳
江
院
ノ
前
ニ
テ
討
取
申
候 、

法
名
正
沢
蓮
貞

と
あ
る。
お
そ
ら
く、
天
正
年
間(
一
五
七
三
1

九
こ
か
ら
慶
長
四
年
(
一
五
九­

九)
ま
で
が
上
村
新
左
衛
門
長
陸
が
奥
野
村
地
頭
と
し
て
の
在
任
期
間
で
あ
っ

た
ろ
う。
そ
れ
も
現
地
に
赴
む
く
こ
と
な
く、
人
吉
の
原
域
内
に
館
を
構
え
て

の
支
配
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。
こ
こ
に「
奥
野
村
の
中
世
的
村
落
の
支
配」
が

終
末
を
迎
え
た。

第1
表
中
世の
奥
野
村に
関
係し
た
人々
た
ち

i i i i i 書 奥野 於奥野 1 i  
告 書

奥震 塁永 永塁 奥野村

i原 本岡 岡本
奥震

助景 毒 葬
天 天 天 正天 正天 禄

年
永
8 

永事垂 禄
年
永
2 禄永

年2 年
弘治
3 

文明 葉年 襲年
天 禄永 文天 文

宏7年E 和永
年3 童青白

正 正 正 正
年16 年1 1 年1 1 年1 1 年1 1  年9 年2 4 年1 1  年2 年
一 一 一 一 一
五 五 五 五 五 五 五 6 

五五九 五五九 五 五 五 七九
四 四^ ^ ^ ^ ^ ^ ム， 、 2月4 五 五 四 七七 四 三

) 人 � =- = = 五
五九 七 四 � 6 )一 『一 )一 )一 日9 1 1  10 10 9 

月1
8 
9 

5 6 7 9 12 1月1
0 
8 

1
月日
1

月日
8 

月4 2月o 2月5 2月o 2月6 月 2月1 月 1月4 月15 1 9 9 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日

i i i i  i z 毒民 官記 委書 相量文密 相豊支書
典出名

{一) (一.) (ー)

奥里キ子す 会± 護会 葬電 葬車 会の 福豊合戦 瀬
野
原合戦

奥野 奥野村 奥野村 久木野義 奥震 奥野村 基 2 奥宇野寸
村 村

事
σ3 戦の合

地、 平城
所
の の の

不
治人

明
国、

不明
人治国、t頭也 一余 ー の の 事地 際の

罪者
てコ 義 f官t 人 一 一

発者 罪者
" 、 代官の 聖の人 人 発句の ? 
初見て 品、

? 
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る
が、
文
明
十
一
年
以
後
に
明
確
な
形
で
再
び
歴
史
上
に
現
れ
る
こ
と
は
な
い。

し
か
し 、「
奥
野
村」
の
消
息
は
永
禄

二

年(
一
五
五
九)

の
相

良
家
の
人
吉
奉

行
の
東
弾
正
忠
長
兄
と
丸
目
兵
庫
頭
頼
美
の
聞
に
内
証
が
起
こ
り 、
久
米
・
宮

原
・
奥
野
・
湯

前
・
多

良
木
瀬
野
原
の
合
戦
へ
広
が
っ
た
中
で 、
村
々
の
様
子

を『
八
代
日
記』
・『
岡
本
頼
氏
戦
場
日
記』
に
垣
間
み
る
こ
と
が
で
き
る。

一、
永
禄
年
季
六
月
四
日
開日
甲
辰
日
久
米
代
詰、
城
戸
五
重
取
リ
先ハ
構

ゴ
シ
後、
敵
城
戸
開
合
懸
鑓 、
味
方
皆
手
ヲ
イ
ニ
成
候 、
操
角
前ニ
乗 、

折
目
仕 、
就
夫
二
三
人
安
穏
候 、
鑓
庇
四
ケ
所 、
深
手 、

(
岡
本
頼
氏
戦
場
日
記)

一 、
(
六
月)
同
廿
一
日
酔
ノ
日 、
上
球
磨
奥
野
ニ
湯
前
ヨ
リ
寄
候
而
伏
草
仕

(
八
代
日
記)

候

一、
(
七
月)
同
四
日 、
人士口
ヨ
リ
久
米ニ
動
候 、
六
日
ニ
帰
陣(
八
代
日
記)

て
(
七
月)

同
十
七

日
灯
ノ
日 、
湯
前ニ
動、
里
放
火 、
十
八
日
ニ
久
米

一
動、
廿
日
ニ
帰
宅 予

(
八
代
日
記)

一、
(
七
月)
同
廿
九
日 、
上
村
頼
吉
人
衆
御
再
来、
人
数
上
下
七

百
人
ト

申

昨問 、

(
原
カ)

一、
(
永
禄
二
年)
同
半
歳 、
宮
之
口
取
合、
手
詰
之
込

(
八
代
日
記)

万t
禄
年
同
年(
平奥
城野
所 ヵ
ヘ)
湯
目IJ
衆
懸
イ寸
候

日 里
= 頼一 氏度→ 戦
守 場
Zえ 白
書 き

(
岡
本
頼
氏
戦
場
日
記)

一 、
(
永
禄
二
年
八
月)
同
十
六
日 、
求
麻
多
良
木へ
こ
の
間
に
脱
文
あ
る
か〉

(
八
代
日
記)

一、
永
禄
二
粧
品戚
八
月
十
六
日 、
多
良
木
瀬
野
原ニ
テ
大
合
戦、
敵
日
州
ヨ

ヲ
寸
戻 、

1t，a-a，a-F

 

(
岡
本
頼
氏
戦
場
日
記)

一、
(
永
禄
二
年)
九
月三一
日 、
湯
前
兄
弟
打
死 、
湯
前
・
久
米
城
落
去

(
八
代
日
記)

と
あ
る。
こ
の
合
戦
に
見
え
る
「
平
城
所」
と
は『
八
代
日
記』
・
『
岡
本
頼
氏

日
記』
と
の
照
合
か
ら
「
奥
野
に
所
在
す
る
平
城
所」
と
解
釈
さ
れ
る。
こ
の

「
平
城」
に
つ
い
て
は 、
前
述
の
よ
う
に『
奥
野
村
絵
図
下
地』
に
の
み 、
城
名

の
記
載
が
あ
る。
明
治
八
年(
一
八
七
五)
の『
求
麻
郡
村
古
城
絵
図』
に
は 、
欠

落
し
て
お
り 、
『
奥
野
村
絵
図
下
地』
に
合
い
離
れ
た
二
ヵ
所
に
平
城
が
あ
る
の

も
問
題
で
あ
ろ
う。
こ
の
合
戦
に
見
え
る「
平
城
所」
と
は
奥
野
村
の「
ふ
ゑ(
笛)

木
の
城」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か。

『
南
藤
蔓
綿
録』
や『
求
麻
外
史』
・『
歴
代
参
考』
に
よ
る
と、
奥
野
村
で
は
奥

野一
度
橋
の
辻
堂(
瑠
璃
光
院
跡)
で
セ
リ
合
戦
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る。
そ
し
て、
こ
の
瀬
野
原
合
戦
の
戦
死
者
に
「
奥
野
大
炊」
の
名
を
見
る
こ

と
が
で
き
る。
そ
の
後、
永
禄
八
年(
一
五
六
五)
十
一
月、
豊
福
の
合
戦
で
は

「
奥
野
藤
左
衛
門」
が
戦
死
し
て
い
る。
天
正
九
年

(

一
五
八
こ
八
月
九
日 、

水
俣
の
落
城
の
さ
い
「
よ
せ
て
ハ
沈
む
浦
波
の
月」
と
発
句
を
し
た
た
め
た
の

は 、
犬
童
美
作
守
頼
安
で
あ
る
と『
南
藤
蔓
綿
録』
や『
求
麻
外
史』
な
ど
に
言
わ

れ
て
き
た
が、
薩
摩
の
島
津
方『(
新
納)
忠
元
勲
功
記』
天
正
九
年
八
月
十
九
日

条
に
よ
る
と、
「
相
良
方
奥
野
越
前
守」
で
あ
っ
た
と
い
う。

こ
の
「
奥
野
越
前
守」
に
つ
い
て
は 、
『
上
井
伊
勢
守
覚
兼
日
記』
の
天
正
十

一
年

(
一

五
八
三)
九
月
二
十
六
日
条
に
「(
八
代)
地
下
衆
奥
野
越
前
守」
が

見
え
る。
そ
の
後
も
た
び
た
び
所
見
し 、
活
躍
は
め
ざ
ま
し
い。
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こ
れ
を
裏
付
け
る
文
書
と
し
て、
天
正
十
六
年(
一
五
八
八)
九
月
四
日
の
豊



吉
の
相
良
定
頼
が、
多
良
木
の
相
良
鰹
頼
を
牽
制
す
る
た
め
に
置
い
た
代
官
で

あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る。

「
奥
野
笛
木
城」
と
奥
野
氏
の
消
息

元
禄
十
二
年(
一
六
九
九)
の『
麻
郡
神
社
私
考』
に
よ
れ
ば
文
安

元
年(
一
四
四
四)
に
「
仲
原
氏
大
隅(
守)
親
吉
祈
願
卜
シ
テ
代
官

周
防
介
藤
原
親
景 、
奥
野
笛
木
城
妙
見
山
白
木
妙
見
再
興」
と
見
え
る。

室
町
時
代

願
主
と
考
え
ら
れ
る
仲
原
大
隅
守
親
吉
に
つ
い
て
は、
さ
ま
ざ
ま
な
見
方
が

で
き
る
が
奥
野
村
地
頭
の
可
能
性
も
あ
る。
仲
原
姓
は
も
と
も
と
久
米
郷
西
方

地
頭
で
あ
っ
た
三
池
兵
庫
助
親
元
・

妻
女
も
中
原
姓
で、
「
親」
を
通
字
と
し

て
い
る
こ
と
か
ら、
三
池
一
族
と
も
考
え
ら
れ
る。
事
実
と
す
れ
ば
鎌
倉
時
代

か
ら
室
町
時
代
の
初
期
ま
で、
三
池
氏
は
奥
野
村
に
つ
い
て
何
ら
か
の
支
配
権

を
有
し
た
こ
と
に
な
る。

そ
の
後、
文
明
十
一
年(
一
四
七
九)
十
二
月
十
五
日
に
は
相
良
矯
績
か
ら
相

良
又
五
郎
殿
宛
に
肥
後
園
求
麻
郡
久
米
郷
奥
野
村
田
畠
目
録
(
相
二
二
八
号、

以
下、
田
畠
目
録
と
略
す)
が
宛
行
わ
れ
て
い
る。
こ
こ
で
は
先
に
見
た
「
仲

原
氏」
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
し、
ま
た
相
良
又
五
郎
な
る
人
物
に
つ
い
て

も
不
詳
で
あ
る。
し
か
し、
こ
の
回
畠
目
録
か
ら
奥
野
村
が 、
久
米
郷
に
属
し

村
落
構
造
が
百
姓
門体
制
で
確
立
さ
れ、
「
門」
・「

浮
免」
の
単
位
で
呼
称
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。
さ
ら
に
「
ふ
ゑ
木
の
城
の
下
畠」
と
い
う
記
述
か
ら

奥
野
村
に
お
け
る
「
ふ
ゑ
木
の
城」
の
存
在
が
わ
か
る。
『

麻
郡
神
社
私
考』
に

い
う
「
奥
野
笛
木
城
妙
見
山」
と
は、
同
一
の
城
と
思
わ
れ
る。

な
お、
「
ふ
ゑ
木
の
城」
の
比
定
地
は、
現
在
の
多
良
木
町
奥
野
と
岡
原
村
宮

原
と
の
境
界
に
あ
る
「
字
不
易」
の
地
と
考
え
ら
れ
る。
こ
の
地
は、
文
化
七

年(
一
八
一
O)
三
月
作
成
の『
奥
野
村
絵
図
下
地』
に一
一ヵ
所
記
さ
れ
た「
平
城」

の
内
の
西
側
部
分
に
該
当
す
る。
こ
の
こ
と
か
ら
「
ふ
ゑ(
笛)
木
の
城」
1「平

城」
と
の
見
方
が
で
き
る
が、
こ
の
「平
城」
に
つ
い
て
は、
後
述
の
『

岡
本

頼
氏
戦
場
日
記』
に
記
載
さ
れ
た
「
平
城
所」
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
か
ど
う

か
は
わ
か
ら
な
い。
し
か
し、
十
五
世
紀
後
半
に
は
奥
野
村
に
「
ふ
ゑ(
笛)
木

の
城」
が
存
在
し
て
い
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る。
今
回、
発
掘
調
査
し
た
「
城

山」
と
の
関
連
が
問
題
と
な
ろ
う。

一
方、
「
字
城
山」
の
北
方
下
に
位
置
す
る
「
字
上
・

下
馬
場」
の
低
正
陵
地

を
は
じ
め
と
し
て
周
辺
の
水
田
と
伊
良
目
川
の
セ
ッ
ト
関
係
に
注
目
し
た
い。

今
日、
馬
場
と
七
代
田
の
水
田
を
維
持
・

管
理
す
る
上
で
最
も
重
要
な
役
割

を
果
た
す
通
称
「
太
郎
丸
樋」
が
設
け
ら
れ
て
い
る。
樋
の
位
置
は
馬
場
の
東

側、
山
付
き
の
重
要
地
点
に
あ
る。

樋
の
名
称
に
も
な
っ
て
い
る
太
郎
丸
な
る
人
物
は、
田
畠
目
録
に
「
太
郎
丸

百
姓
門」
と
見
え、
少
な
く
と
も
名
主
ク
ラ
ス
の
実
在
の
人
物
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る。
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「
太
郎
丸
極」
に
掛
か
る
水
田
は、
約
七
反
ほ
ど
の
「
字
七
代
田」

を
中
心
と
し
た
周
辺
一
帯
で、
こ
れ
は
田
畠
目
録
に
見
え
る
「
七
代
田」
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る。

こ
れ
か
ら
推察
す
る
と、
十
五
世
紀
後
半
に
奥
野
村
の
「
上
・

下
馬
場」
地

内
に、
太
郎
丸
な
る
人
物
が
谷
水
統
制
を
行
い、
「
七
代
田」
あ
た
り
を
中
心

に
し
た
水
田
経
営
の
実
権
を
把
握
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
前
述
の
「
ふ

ゑ(
笛)
木
の
城」
も
同
時
期
に
存
在
し
て
お
り、
両
者
と
の
か
か
わ
り
が
窺
え



米
郷
東
方
下
分
に
含
ま
れ、
橘
薩
摩
氏
の
支
配
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

こ
の
こ
と
か
ら
宮
原
村
の
東
方
に
あ
る
奥
野
村
は
「
久
米
郷
東
方
下
分」
に

比
定
さ
れ
よ
う。
奥
野
村
が、
い
つ
頃
か
ら
生
産
基
盤
を
持
つ
村
落
と
し
て
成

立
し
た
か
は
不
明
で
あ
る。
た
だ
久
米
・

奥
野
・

宮
原
・

岡
本
の
村
落
が
山
裾

に
集
中
し、
谷
水
や
湧
水
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば、
早
い
時
期

に
谷
田(
ま
た
は
迫
田)
の
開
発
が
行
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る。

二 、
南
北
朝
内
乱
の
中
の
奥
野
代・
源
助
景

南
北
朝
時
代

奥
野
村
が
文
書
・

史
料
上
で
初
め
て
登
場
す
る
の
は
南
北
朝

時
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る。
球
磨
郡
に
お
け
る
南
北
朝
内
乱

は、
多
良
木
の
上
相
良
氏(
鰹
頼)
と
人
吉
の
下
相
良
氏(
定
頼
・

前
頼)
と
の
敵

対
関
係
に
あ
り、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
建
武
五
年(
一
三
三
人)
八
月
日
の
相

良
定
頼甲
状
案(
相
八
二
号)
に
詳
し
く、
こ
の
申
状
案
に
初
め
て
「
奥
野」
の

記
載
が
あ
る。
(
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た)

相
良
孫
三
郎
経
頼 、
須
恵 、
永
里 、
岡
本、
奥
野 、
橘
佐
渡
八
郎
以
下
凶

徒
等 、
令
向心
干
武
敏、兼
重、

祐
慶 、
内
河
等 、
打
取
嘗
郡、
構
城
榔

於
郡
内 、
引
入
鎮
西
凶
徒
等 、
相
従
近
園 、
疑
令
蜂
起
之
問 、

大
意
は
「
多
良
木
の
相
良
孫
三
郎
経
頼、
須
恵 、
永
里 、
岡
本、
奥
野、
橘

佐
渡
八
郎
な
ど
凶
徒
が、
肥
後
の
菊
池
武
敏、
大
隅
の
肝
付
兼
重、
日
向
の
伊

東
祐
贋、
肥
後
八
代
の
内
河
彦
三郎
義
異
な
ど
に
同心
し
て
嘗
郡
を
打
ち
破
り

郡
内
に
城
榔
を
構
え、
鎮
西
凶
徒
を
引
き
入
れ、
近
国
を
従
い
て、
蜂
起
す
る

疑
い
が
あ
る」
と
述
べ
て
い
る。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
こ
と
は、
鎌
倉
時
代
の
久
米
郷
が
解
体
さ
れ
「
奥
野」

を
は
じ
め
「
須
憲
・

永
里
・

岡
本」
が
一
独
立
し
た
村
ま
た
は
一
国
人
と
し
て

見
え
る
こ
と
で
あ
る。
ま
た
「
構
城
榔
於
郡
内」
と
あ
る
こ
と
か
ら、
こ
の
時

期
に
は、す
で

に
各
村
に
中
世
城
の
存
在
が
窺
え
る。

三
十
九
年
後
の
永
和
三
年(
一
三
七
七)
十
月
廿
八
日
に
日
向
・

薩
摩
・

大
隅

肥
後
四
カ
国
の
国
人
六
十一人
が
参
加
し
て
成
立
し
た一授
契
状
神
水
案
文
(
川

添
昭
二
編『
祢
寝
文
書』
第
二
巻、
五
O
一
号)
に
は、
球
磨
郡
か
ら
最
も
多
く、

十
人
が
名
を
つ
ら
ね
て
い
る。
名
前
を
上
げ
る
と
久
米
代
大
膳
亮
矯
頼
・

相

良
参
川
権
守
右
頼
・

平
川
兵
庫
充
師
門
・

奥
野
代

守
前
頼
・

須
車
修
理
亮
重
宗
・

岡
本

近
江

源
助
景
・

相
良

越
前
守
頼
季
・

永
里
大
和
権
守
武

公
冬
・

相
良
多
良
木
遠
江
守
頼
忠
で
あ
る。

こ
の
中
の
「
奥
野
代
源
助
景」
が、
後
の
奥
野
氏
と
関
係
が
あ
る
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い。
た
だ、
こ
の
頃
に
久
米
郷
東
方
の
地
顕
で
あ
っ
た
橘
薩

摩
氏
が
源
姓
を
名
乗
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い。

網
・

宮
原
橘
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延
文
二
年(
一
三
五
七)
十
二
月
八
日
以
降
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
相
良

定
頼
併
一
族
等
所
領
注
文(
相
二ハ
一
号)
に「
肥
後
園
球
磨
郡
久
米
郷
東
方
橘

遠
江
入
道
跡
団
地」
と
し
て
二
十
五
町
が
相
良
木
公
左
衛
門
尉
に 、
二
十
町
が

相
良
式
部
丞
に 、
十
五
町
が
相
良
中
務
丞
に 、
十
五
町
が
相
良
新
三
郎
に「
地
頭

職
事、
矯
討
死
之
賞 、
所
宛
行
也」
(
相
一
五
六
号)
と
見
え
る。
い
ず
れ
も
相

良一
族
で
あ
り、
こ
こ
に
登
場
す
べ
き「
奥
野
代
源
助
景」
の
記
載
は
な
い。

と
こ
ろ
で
十
人
の
球
磨
郡
国
人
の
中
で、
久
米
・

奥
野
の
み
代
官
が
署
判
し

て
い
る。
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か。
戦
略
上、
き
わ
め
て
重
要

な
場
所
で
あ
る
だ
け
に 、
久
米
郷
東
方
に
所
領
を
得
た
一
族
の
惣
領
と
し
て
人



文

書
-

史

料
か

ら

見
た

奥

野

村

中
世
の
「
奥
野
村」
と
奥
野
氏
の
消
息
に
つ
い
て|

は
じ
め
に

中
世
の
「
奥
野
村」
と
「
奥
野
氏」
に
つ
い
て
語
る
文
書
は『
相
良
家
文
書』

に
三
点 、
『

祢
寝
文
書』
・『

小
鹿
島
文
書』
・『

岡
本
文
書』
・『

佐
無
回
文
書』
・

『
願
成
寺
文
書』
・『

加
藤
清
正
家
蔵
文
書』
・『

笹
淵
格
家
蔵
文
書』
に
各
々
一
点

づ
つ
で
あ
る。
そ
の
ほ
か、
手
掛
か
り
と
な
る
史
料
と
し
て
は、
断
片
的
で
は

あ
る
が
『

八
代
日
記』
と『
上
井
伊
勢
守
覚
兼
日
記』
に
記
事
が
あ
り、
近
世
の

編
纂
物
で
は
『

忠
元
勲
功
記』
を
は
じ
め『
麻
郡
神
社
私
考』
や
相
良
家
史
編
纂

物
の『
南
藤
蔓
綿
録』
や『
求
麻
外
史』
な
ど
に
も
記
述
さ
れ
て
い
る。

本
稿
で
は「
奥
野
城
跡」
と
そ
の
周
辺
の
歴
史
的
な
背
景
と
位
置
付
け
に
重
き

を
お
き 、
文
化
七
年(
一
八
一
O)
三
月
作
成
の『
奥
野
村
絵
図
下
地』
を
も
と
に

可
能
な
限
り「
中
世
の
奥
野
村」
を
復
元
し
て
み
た
い。
本
稿
で
用
い
た
文
書
・

史
料
は
す
べ
て
史
料
篇
に
所
収
し
て
い
る。
こ
の
た
め
出
典
・

文
書
名
な
ど
の

註
は
引
用
上、
省
略
し
た。
ま
た
参
考
文
献
は
巻
末
に
附
し
て
い
る。

一 、
久
米
郷
の
中
の
奥
野
村

鎌
倉
時
代

奥
野
村
が
い
か
な
る
所
領
に
含
ま
れ、
誰
の
支
配
に
拠
る
か
を

考
え
る
場
合
の
史
料
と
し
て、
建
久
八
年(
一
一
九
七)
潤
六
月
日

の
肥
後
園
球
磨
郡
田
敷一
領
主
等
目
録
写(
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編『
大
日
本
古

文
書
家
わ
け第
五
相
良
家
文
書』
之
一、
二
号
文
書、
以
下、
相
二
号
と
略
す)

「
公
団
九
百
町

豊
富
五
百
町

地
頭
藤
原
農
家
字
久
米
三
良」

と
あ
る。
正
応
元
年(
一
二
八
八)
十
一
月
廿
一
日
の
関
東
下
知
状
案
(
三
好

不
二
雄
編『
佐
賀
県
史
料
集
成』
第
一
七
巻、「
小
鹿
島
文
書」二二
一号)
に
は
豊
富

法
名

E

五
百
町
が
「
可
令
薩
摩
除
一
法
師

公
阿
領
知
月
後
園
求
摩
郡
内
久
米
郷
半
分
地

頭
職
事」
と
書
か
れ
て
い
る。

正
和
二
年(
一
三
二二)
十
二
月
廿
一
日
・

廿
八
日
の
尼
し
ん
ね
ん
譲
状(『
新

編
会
津
風
土
記』
巻
之
三、
梁
瀬
源
次
郎
所
蔵。
熊
本
県
編『
熊
本
勝
史
料』
中
世

篇第
四
巻、
「
三
池
文
書」
一
号)
に
も「
ひ
ん
こ
の
く
に
く
め
の
か
う
に
し
か
た

は
ん
ふ
ん
し
も
か
た」
「
ひ
ん
こ
の
く
に
く
め
の
か
う:::
は
ん
ふ
ん
か
み
か

た」
と
見
え、
公
団
豊
富
が
私
領
化
に
よ
っ
て
「
久
米
郷」
に
改
め
ら
れ
東
方

と
西
方
に
分
割
さ
れ 、
鎌
倉
幕
府
か
ら
肥
前
国
の
橘
薩
摩
氏
と
三
池
氏
が
新
た

に
地
頭
に
補
任
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る。
し
か
し、
先
に
見
た
「
地
頭
藤
原

字
久
米
三
良」
に
つ
い
て
は、
そ
の
後
の
消
息
は
わ
か
ら
な
い。

農
家奥

野
村
は、
地
理
的
な
も
の
か
ら
判
断
し
て
も
久
米
郷
内
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
が、
東
方
・

西
方
の
い
ず
れ
に
含
ま
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ

る。
し
か
し、
正
平
廿
一
年(
一
三
六
六)
三
月
九
日
の
橘
薩
摩
公
多
譲
状(「
小

鹿
島
文
書」
四
二
号)
に、「
ゆ
つ
り
阿
た
う
る
左
衛
門
か
所、
ひ
こ
の
く
に
く
ま

の
こ
ほ
り
く
め
の
か
う
東
方
下
ふ
ん
ミ
や
の
は
う、
ふ
せ
ん
の
く
に
そへ
た
の

志
や
う
の
う
ち
た
い
や
し
き
併ニ
ぢ
と
う
志
き
の
事」
と
あ
り、
宮
原
村
が
久
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あ と が き

奥野城跡の調査 と 整理 は 、 九州縦貫 自 動車道建設 (八代~ 人 吉 岡 ) に伴 う 埋蔵文化財調査 と

重 な っ た た め 、 調査員 に 多大の苦労 を か け て し ま っ た 。

調査 と 整理 に あ た っ た 菖蒲、 松舟 、 永 田 、 六 回 、 石工、 溝 口、 笠間 の 各氏 に厚 く お 礼 を 申

し 述べ た い。

さ ら に 、 調査 と 整理の過程で 西住欣一郎 ・ 木崎康弘 ・ 黒 田裕司 ・ 最上 敏の 各氏 に 御世話 に

な っ た。 感謝の 意 を 表 し た い。

(大 田 )
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